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2 山王囲遺跡 P区第 5号配石追構半哉状況 (南から)
Bisected Stony feature 5 1ooking frona the south
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序

平成 7年度より開始いたしました山王囲遺跡の発掘調査も、本年度で第 3次を迎えまし

た。今回の調査では、昨年度の第 2次調査に引き続き、弥生時代前期の遺構群が発見され

たほか、縄文時代晩期の有機質土層が非常に良好な状態で保存されていることが確認され

るなど、山王囲遺跡の価値をあらためて知ることができる結果がでております。

また、町では今年度より文化庁、宮城県の補助をいただきながら「埋蔵文化財センケー」

の建設を開始いたしました。平成10年度完成のこの「埋蔵文化財センケー」は、一迫町に

おける発掘調査と史跡整備の拠点となるべき施設であり、文化財の保護と積極的な活用に

取り組むための拠点でもあります。

先人の残した財産である文化財を保護し、後世に伝えていくことは我々の責務です。

今回の調査の成果が広く活用され、地域の歴史の解明と文化財の保護の一助となれば幸

いです。

最後に調査にご参加いただいた皆様方、本書を作成するにあたってご助言、ご協力をい

ただきました諸先生方、ならびに関係機関の方々に厚く御礼申し上げます。

平成10年 3月

宮城県一迫町教育委員会

教育長 遠 藤 昭 吉
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にめじ|ま

国史跡山王囲遺跡は、晩期縄文時代の低湿地遺跡として全国的によく知られている。1964・ 65年に、この遺跡

の「泥炭層」が調査され、植物質の自然遺物、生活資材が豊富に出上したことから遺跡の重要性が明らかになり、

国史跡に指定されたものである。ことに、その晩期後半の2mにおよが包含層から出土した装飾的で精巧な作 り

の蜜胎漆器は、極めて貴重な縄文時代の工芸品として、その評価が確立している。

また、低湿地包含層の下部に形成された「泥炭層」と呼ばれる有機質土層からは、膨大な量の亀ヶ岡式上器、

石器とともに、精巧な朱漆塗 りの櫛が多数出土している。この櫛は、細いヒゴと紐で極めて複雑に組み立てられ、

漆が繰 り返し厚く塗 り重ねられている (中里他 1971)。 これらの漆塗 り製品の存在によって、縄文時代晩期にお

ける漆塗り技術の優れた水準が明らかになった。さらに、この縄文時代晩期後半の有機質土層からは大型のヌマ

ガイに朱漆を厚く塗った容器が出土している (伊東他 1985)。 このような遺物は、この地域の縄文人がその生活

域の資源をきわめて有効に活用していたことを裏づけるものである。

さらに、この低湿地包含層からは編布の断片が出上している。この編布もきわめて重要な資料である。縄文人

の衣類がどのような材料でどのように作られていたのか、この布の断片は、縄文時代の布についての得がたヤ∇隋

報を提供した。1965年度の発掘調査を指導した故伊東信雄東北大学名誉教授は、この資料を入念に研究し、この

布が編物であることを明らかにした (伊東 1966)。 その編み方は、近年まで新潟県津南町などで編み続けられて

きた「アンギン」 (本山他 1963)と きわめてよく類似していることが伊東の観察で初めて確認された。また、こ

の編布を詳細に調べ、アンギンの編み機、コモツチを用いて縄文時代における編み方を実験した (伊東 前掲)。

その編み方は、米俵、灰俵、ムンロの編み方と共通するものである。同様な編布の断片は、北海道朱円後期縄文

遺跡などからも出土しており、また、九州では長崎県雲仙岳東麓にある山ノ寺遺跡から晩期後半の上器に山王囲

資料と類似した編布圧痕のみられる土器底部が早くから知られている。さらに、山王囲遺跡の1965年度調査の後、

秋田県五城目町中山遺跡 (高橋他 1984)、 青森県亀ヶ岡遺跡、福島県三島町荒屋敷遺跡 (渡辺 1990)な どの低湿

地遺跡における調査でも山王囲遺跡出土編布と共通した資料が出土しており、その類例が確実に増加している。

このような資料によって、縄文時代後、晩期には日本列島において広く山王囲遺跡の編布の編み方と共通した技

術が発達していたことが明らかになった。

最近、東北大学考古学研究室では、この編布の材質、保存状況を検討するために、東北大学理学部植物園の鈴

木三男教授に資料の分析と拡大写真撮影を依頼した。顕微鏡観察では、この編み布の撚糸が、漆と推定される透

粥な樹脂様物資で厚く覆われ、その皮膜によって撚糸の安定した保存乗境が維持されていたことが明らかにされ

ている。

漆と推定される樹脂様物資の付着状態から、この編布は、秋田県五城目町中山遺跡出上の編布と同様に、漆を

精製するための絞 り市として使用されたと推定される。この編布を含めて山王囲遺跡出上の漆塗 り関連資料の内

容から、縄文時代の東北地方では広く漆製品の生産が盛んに行われていたこと、迫川最上流域の山王囲遺跡にお

いても木胎、監胎漆器、櫛、耳飾 り、彩色土器など、様々な漆塗 り製品の製作が目覚しい発達を遂げ、精巧な漆

塗り製品を日常的に生産していたことがあらためて確認された。



なお、この遺跡は、2500年間、地下水がきわめて安定した状態に朱たれ、2～ 3m地下に埋没する有機質遺物、

植物遺存体が最適条件のもとで保存されつづけたと考えられている。このきわめて特殊な深境のもとに保存され

てきた重要遺跡を永く後世に伝えるためには、地下水の流れが大きく変化することで遺物の保存状態が急速に劣

化することのないように、地下水を安定した状態に管理し、環境を整備しておく必要がある。

さらに、山王囲遺跡は、迫川流域の縄文時代晩期における拠点集落のひとつであり、多種多様な生活資材、物

質文化が出土する。亀ヶ岡式土器、土偶、耳飾 り、首飾 り、腕飾 りなどの上製・石製品、鹿角製装身具、石鏃な

ど多様な打製石器、磨製石斧、石棒、石刀、独鈷石といった磨製石器、円盤状石器、磨石、凹石、石皿などの礫

石器、骨角製の漁携・狩猟具など、縄文時代晩期の出土遺物は実に多種多彩であり、縄文時代晩期の生活文化の

豊かさをうかがうことができる。

また、植物の葉、茎、樹木、種子、ニホンジカ、イノンシ、サケ科魚類の椎骨などもみられ、出土する自然遺

物の内容は多様であり、2500年前の人々の生活環境と身のまわりの資源の内容の豊かさを示している。

このように、山王囲遺跡は、縄文時代の人々の生活、文化、生業、集団関係、そして社会と自然環境に関する

きわめて豊かな情報を提供する。ことに、本遺跡では実態のまだ明らかにされていない集落の構造とその変遷を

調査することによって、晩期縄文社会に関する重要な手がかりが多数得られるものと期待される。

さらに、この遺跡の重要な特質のひとつは、縄文時代晩期から弥生時代前期にかけて継続して発展を遂げたこ

の地域の拠点集落の跡である点にある。本遺跡は、東北地方において縄文時代晩期から秀生時代前期にかけての

変革期に人々がどのように生活し、いかなる文化、社会を構築したのかを追求することのできる、得がたい重要

な遺跡である。この遺跡についての綿密な調査と研究によって、縄文時代から弥生時代にかけての文化・社会が

どのような過程をへて展開したのか、変化したのかを明らかにし、さらに進んでその変動のメカニズムを解明す

ることは、日本の歴史、文化の研究にとってきわめて重要であるといえよう。

なお、山王囲遺跡は、多種多様な有機質遺物、植物遺物を出土する埋没有機質土層の厚い堆積が重要な特色と

なっている。この低湿地包含層は地下水の安定した保水状態によって保護され続けたものと考えられる。遺物・

包含層・遺跡の保護にとって地下水が大きく変動せず、一定の状態を維持していることは大切なことと考えられ

る。今回の調査では、伊東の調査した1965年度の発掘区を確認し、その後の変化を精査し、今後の地下水保全の

ための対応策を併せて検討しておくことが重要な課題と考えている。 (須藤)

註 1 東北大学理学部植物園長鈴木三男教授の御教示による。現在分析途中であり、結果については、 4次調査報告書で掲

載予定である。

註 2 名古屋大学文学部渡辺誠教授の御教示と写真提供による。
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国史跡山王囲遺跡は、宮城県栗原郡一迫町真坂山王に所在すると宮城、岩手、秋田の三県にまたがる、奥羽山

系の秀峯のひとつである栗G7w3山 (須川岳、最高峰大日岳、標高1628m)の西南麓、山裾を西から東南に開析する迫川

右岸の自然堤防上に本遺跡が立地する。遺跡は、東西240m、 南北180mの広がりをもつ微高地にあり、北西を一

迫川が流れ、南を長崎川が縁どる。この微高地は、二つの河川にはさまれた合流点にあって、東西約10km、 南北

約 5 kmの一迫川沖積地のほぼ中央に位置する。遺跡の面積は、約62,000Υに及ぶ。遺跡の立地する自然堤防の標

高は39m、 周囲の沖積地や長崎川との比高は3m程である。

1964年から1965年にかけて、東北大学文学部考古学研究室は、伊東信雄教授の指導のもとに、 3ヶ 月間にわた

る山王囲遺跡の発掘調査を実施した。この調査で遺跡の北東に広がる低湿地の厚い包含層から多量の縄文土器、

弥生土器、石器、朱塗り土製装身具、土偶、骨角器、漆塗り貝製容器、朱漆塗り櫛、腕輪、監胎漆器、編布など、

縄文時代晩期中頃から弥生時代前期にかけての多彩な遺物が層位的に出上し、この遺跡の重要性が明らかになっ

た。ことに次のような重要な成果がえられた (伊東他 1966)。

①厚さ3m程の包合層において50層を超す堆積層が認定され、層位的に晩期中頃から終末にかけての膨大な量

の亀ヶ岡式土器が出土し、その型式変遷を明らかにすることができた。

②包含層最上層のⅢ層において、弥生時代初期の上器、石器などの遺物が多量に出土し、東北地方における成

立期の弥生文化を理解する手がかりがえられた。

③包含層の下半は低湿地の有機質土層がンルト質砂土、粘土などと多数の互層となっており、監胎漆器、朱漆

塗り櫛、編布などの植物質文化遺物、クルミ、 トナ、クリなどの堅果類、種子類、樹木、葉、≧といった植物遺

存体が豊富に出上し、縄文時代の植物製の生活資材、装身兵などの物質文化とその技術、植物質食料資源の内容

を明らかにすることができた。

④晩期中葉から秀生時代前期にかけての上偶、土製・石製・骨角製の装身具、石製・骨角製の狩猟具といった

多彩な資料がえられ、この変革期における物質文化の構成と変遷を捉えることができた。

1971年に、本遺跡は、縄文時代晩期の物質文化の豊かさと高い技術内容を知ることのできる得がたい低湿地遺

跡として、国史跡に指定された。その後、一迫町赦育委員会は国・県の補助によって、遺跡南東部を中心に史跡

公園の整備作業を進めてきた。しかし、遺跡の半分が一迫小学校の敷地であったため、全体的な整備にはいたら

ず、学校敷地を除いた公有地に盛土し、植栽を施し、あずま屋を設けるなどの部分的整備が進行した。

1995年に、史跡内西辺から中央部に敷地をもつ一迫小学校が移転し、その跡地全体が開地となり、史跡全面を

整備することが可能となった。

この小学校跡地を含む史跡の整備に新たに取り組むにあたり、従来の調査資料では、全体的整備の計画を策定

するには不十分であるため、遺跡における遺構群の埋没状態と範囲、遺物包含層の広がりと保存状態、形成時期、

遺跡全体の微地形、有機質層の変性状況、地下水の滞水と流水、変動の状況をあらためて確認し、遺跡の範囲と

構造を可能な限り正確に把握しておくことが急務となった。ことに、今後の遺跡整備では史跡の活用といった観

点からも、遺跡の古環境、住居跡、貯蔵穴、墓羨などの遺構復元が強く期待されており、史跡範囲内での遺構、
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包含層のあり方、古地形の確認調査が不可欠と考えられるにいたった。

また、本遺跡の特徴である低湿地包含層の保存を図るために、遺物を包含する有機質土層の保存状態、特に有

機質遺物の保存に決定的な影響を与える地下水の状態を捉えておく必要が指摘された。さらに今後の整備のなか

で、遺跡の古環境、ことに植生の復元を計画するうえで、包含層の埋没樹木、草本類など植物遺存体の調査が不

可欠であり、環境考古学的調査を含めた総合的調査が必要と考えられるにいたった。

1995年から、一迫町は、国、県の補助と指導をえて、今後の全体的史跡整備のために必要な遺跡構造の確認調

査を、東北大学文学部考古学研究室の楊力のもとに1999年までの 5ヵ 年計画で開始した。第 1年次には、遺跡南

側の東西にのびる自然堤防の高まりの調査に取 り組んだ。その結果、遺跡中央の微高地で、縄文時代晩期後半に

属する住居跡の柱穴が多数検出された。ことに、K区の調査では、柱穴と焼上の広がりから住居跡 2棟が確認さ

れた。さらに、K区東北隅では竪穴住居の壁と推定される掘 り形が検出され、発掘区の北側と東側に遺構が広が

ることが確認された。また、K区南側の自然堤防南半部にも晩期の遺構群の広がりが予想された。

また、遺跡東部に設けたA～D発掘区では、縄文時代の陥穴、土羨、ピット、方生時代の土羨、古代の住居跡、

土羨などの遺構が検出された。しかし、遺構の密度は希薄であって、K区を中心とする縄文時代晩期居住域の東

限が粥らかになった。

さらに、北側、北西側に設けた E、 F、 G区の南北発掘 トレンチでは、 3棟の竪穴住居跡、配石遺構、 5基の

埋設土器などの晩期最終末から弥生時代前期にかけての遺構が次々と検出された。このような調査成果によって、

本遺跡が縄文時代晩期中棄から弥生時代前期にかけての大規模な拠点集落跡であることがあらためて明らかにな

り、集落のひろが りについてもその主要部分が確認された。

1996年に第 2次調査を行った。この調査では前年度に検出したK区の晩期遺構群の北側における広が りとF区

第1表 山王国遺跡周辺遺跡地名表
List of the prehistoric sites around the Sanno― gakoi site

No 遺  跡  名 驀曇    房U 縄  文 弥生 No 遺  跡  名 種  別 縄 文 弥生

1 堰場遺跡 包含地 早・前 国史跡山王囲遺跡 集落跡 晩 ○

2 嶋赤日向遺跡 包合地 立則 祗図遺跡 包含地 晩

3 清水畑遺跡 包含地 ○ 町史跡向芳沢遺跡 包含地 前・晩

4 境田前遺跡 包含地 中 小古遺跡 包含地 前～後

5 河重淵遺跡 包含地 晩 ○ 町田遺跡 包合地 前・中

6 青木畑遺跡 集落跡 中～晩 ○ 逗難下遺跡 包含地 縄 文

7 南反町遺跡 包含地 中 ○ 小畑前遺跡 集落跡 前 。中・晩 ○

8 的場前遺跡 包含地 中・晩 上野原遺跡 包含地 ○

9 門前遺跡 包含地 中 上野遺跡 包含地 中・後

法師測遺跡 包含地 ○ 堰田A遺跡 包含地 一削

11 青符A遺跡 包含地 早～中 ○ 堰田B遺跡 包含地 中

青符B遺跡 包含地 中・晩 金矢遺跡 包含地 晩 ○

青符C遺跡 包含地 ○ 34 柳目館跡 包合地 城館 な し ○

青符D遺跡 包含地 工則 妙教寺遺跡 包含地 晩

5 青待E遺跡 包含地 晩 穴ノ原遺跡 包合地 早 。中

6 妙円遺跡 包含地 晩 花栗遺跡 包含地 ○

7 室ノ沢遺跡 包含地 晩 ○ 堂の沢遺跡 包含地 早・晩 ○

8 鶴町A遺跡 包含地 晩 北沢遺跡 包含地 晩 ○

9 高田B遺跡 包含地 ○ 機織遺跡 包含地 中

高田A遺跡 包合地 晩 ○ 赤新田遺跡 包含地 早

要害原遺跡 包含地 ○ 袖山遺跡 包含地 一削 ○



の前期方生時代竪穴住居跡を精査した。K区の】ヒ側と東側に設けた発掘区では晩期後半の土羨群、ピット群が検

出された。そして前年に竪穴住居跡の一部と推定された掘 り形は弥生時代のV字溝であることが判明した。溝の

幅は1.5m、 深さは lmに及ぶ。さらに、複数の トレンチを設けてこの溝を追求した結果、V字溝は東南と西北

にそれぞれ約70mのび、全長140mを超すことが確認された。

また、F区の方生時代前期後半の 2・ 3号竪穴住居跡については西側に調査区M区を設け、遺構全体の精査を

行った。この住居跡には 2条の壁溝がめぐり、 2号住居が径約 6m、 3号が 2号の拡張住居で径 8m、 深さはい

ずれも1 5cIIl程度である。炉跡は 2基が重複している。 5本柱、中央に地床炉をもつ住居であり、 2棟がほぼ同一

構造である。また、この住居の西側に約 3m離れて同時期の 8号住居跡が新たに検出された。

さらに自然堤防の北側にひろがる低湿地に臨む I区で、V字溝から北にのびる幅 1～ 3.5m、 深さ30cIIl程の浅

い溝が検出された。この 8号溝の埋土からは山王Ⅲ層式上器が出土し、溝は弥生時代前期に機能していたと判断

された。また、溝の東側には土手状の高まりが旧河道にそってのび、自然堤防と土手・旧河道との間のくば地に

洪水層と推定される灰白色ンルト質土層の広がりが認められた。

この 8号濤の南から北にのびる延長部の断面を I区北壁で掘 り下げて検討した結果、溝が掘 り込まれている下

層の包含層601層から605層にかけて晩期終末から弥生時代前期前半の上器が出上した。さらに下層の606層から

6H層では大洞A式の中・古段階の上器が出土し、晩期後半の包含層が確認された。また、この611層からは、竪

杵、加工木材など木製品が出土した。竪杵は晩期後半大洞A式期のもので、全国的にもきわめて貴重な資料であ

る。仙台市中在家南遺跡 (工藤他 1996)な ど弥生時代中期の竪杵とはまったく異なった特徴がみられる。また、

611層からは、ヒエとアサの種子が出土しており、晩期後半にこの種の栽培植物がすでにこの集落で利用されて

いた可能性が指摘された。

第 1、 2次調査の成果をうけて、1997年の調査では、つぎのような調査目的が設定された。

① 遺跡中央部の低湿地に臨む平坦地にのびる8号溝と自然堤防との地形的関係の把握

② 遺跡東北部に広がる低湿地の微地形、1965年度発掘区周辺堆積層の把握

③ 8号溝北側にひろがる低湿地における利用状態―水路跡、水田遺構など―の把握

④ 北西部を流れる旧河道と低湿地との関係の解明

⑤ 晩期遺構の北西郡への広がりの確認

⑥ 弥生時代生活面の広がりの確認

⑦ 遺跡東北部にのびる自然堤防上における遺構の確認

こうした縄文時代晩期中棄から弥生時代前期にかけての山王囲遺跡において営まれた集落の構造、規模、その

変遷について十分な検討資料を確保するために、第 3次調査では、 1, 2次調査地をさらに北側と西側へひろげ

より広い範囲で、層位的、平面的に遺構の検出、精査確認を進めた。さらに、遺跡の北端部では1965年度に調査

された低湿地の有機質遺物包含層の現状把握に努めた。 (大場、須藤)



第 2章 調 査 の 概 要

第 1節 調査の方法

第 3次調査では、1996年度までの調査で確認された史跡中央部の低湿地、旧河道から南側を東西に弓なりにの

びる自然堤防の高まりにかけての微地形の把握を目的に、1996年度の I区の北側に東西24m、 南北12mの発掘区

P区を設けた (第 1,2図版)。 この調査区において西辺にのびる旧河道の東と8号溝の北側にひろがる灰白色ン

ル ト、砂質上の広がりを確認し、旧河道の一部とともに層位的に掘り下げ、その河道が機能した時期、シル ト、

砂質上による埋没の過程を確認することをめざした。

また、灰白色ツル ト質土層の広がるくば地 (第 9号溝跡)では、水田土壌の可能性を検討するため、イネのプ

ラントオ′く―ルの採集と分析を行った。分析資料の採集は、 lm方眼区域割で、灰白色シル ト質土層の下に広が

る灰色粘土層から採集し、50地点で資料のサンプリングが行われた。採集土壌に汚染を生じないように極力注意

し、資料採集と分析はパリノ・サーブェイに依頼した。

さらに、P区東半で検出された礫群の集中―配石遺構―については、遺構確認のため、実測ののち、土羨の検

出、精査、断面観察を行った。特に埋設土器、埋土出土遺物を精査した。掘り下げた土羨の上壌は東北大学考古

学研究室で 2 11ullの金属飾装置で水洗し、微細遺物の抽出と検討を行った。

遺跡北東部の低湿地では、一迫小学校体育館の基礎部分の内側に東西36m、 南北23mの範囲で発掘区Q区を設

定し、1965年度発掘調査区の掘り形を確認するとともに、この調査区の北、東、西側において遺構、包含層の検

出に努めた (第 1・ 3図版)。 また、旧発掘区については、包含層の堆積状態を確認するために、】ヒ壁と西壁を掘

り出し、検討した。また、低湿地包含層における植物遺存体の包含状態、湿地埋没の進行状態などを明らかにす

ることを目的に、植物学、地理学の専門家に包含層の上壌分析を依頼した。

遺跡東北部に設けた調査区Q区の西側において、遺跡の北側への広がりを確認するために土器包含層、土羨な

どの遺構の調査を入念に進めた。Q区東側に広がる自然堤防の高まりに、発掘区R区を設けて包含層と遺構の検

出を行った。この地区は1962年に明治大学の杉原荘介教授が弥生土器の調査を目的に発掘し、縄文時代晩期の上

羨群が検出された場所に相当し (明治大学考古学博物館 1991)、 晩期遺構の存在が予想された。

また、P区の南、1996年度に行った第 2次調査のK区拡張区の北西にS区を設けて 7号溝の北西方向への延長

部分を追求し、西端部の精査を行った。

第 2節 発掘調査区の設定

調査のための基準点は国土座標第X系に基づいている。山王囲遺跡地内には、1987年および1996年にコンクリー

ト杭による基準点が設置されており、今回の調査ではそのうちのA点、B点、基準点 1～ 3を使用した。各点の

座標値を第 2表に示す。なお、第 1次および第 2次発掘調査で任意に設定した基準点は、仮設の基準杭を使用し

ており、数年にわたっての原位置保持に耐えられるものではなかったため、本次調査では基準としていない。



第 2表 山王国遺跡内基準点一覧
List of bench marks in the Sanno―gakoi site

点名

座  標  値

X Y

基 1 -140109529 10324855 38240

基 2 -140099607 1041241ユ 38815

基 3 -140000693 10418339 37821

基 4 -139997982 10202832 37964

しlLl lll-4 -139985753 10386946

また、 トータルステイションの使用により座標値

の有効桁数に制限が生 じるため、以下の式で国土座

標値を 3桁に変換し、調査の際の座標値としているc

X座標値 =(国上方眼座標のX値)+140,000

Y座標値 =(国上方眼座標のY値)-10,000

以下座標値については、この調査座標値を用いる。

グリッドの設定にあたっては、第 1次、第 2次調

査と同様の基準で行った。遺跡の南西に原点を設定

し、南北を基軸とした一辺 3mの グリッドを基準としている。東西軸には北に向かってAA、 AB、 AC、 一南

北軸には東に向かって 1、 2、 3、 …と名称をあたえた。グリッド名は南側の東西軸名および西側の南北軸名を

その区名としている。原点 (AA、 0)の座標値は (-153、 198)である。

原則的にはこの座標軸を使用したが、一部 Q区に関しては、設定箇所である小学校体育館跡地に建物の基礎が

残っているため、基礎の形に沿って軸を設けた。この場合の原点の座標値は (-55、 339)である。 3mお きに、

西北―東南軸にXl、 X2、 ………、南西―北東軸に、Yl、 Y2、 ………と名称を付した。グリッド名は他調査区

と同様に南西の交点軸名をあてている。

測量については、 トータルステインョンおよび平板を使用した。平面図については遺構および遺物包合層の分

布と遺物の出土状況を記録した。あわせて写真撮影を行った。また、遺物の出土地点、垂直位置については、トー

タルステイションによる記録を可能な限 りもれなく行った。

なお、植物の種子、骨、貝、玉類などの微細遺物を悉皆採集するために、遺構の埋土、包含層の一部を東北大

学考古学研究室製作装置の改良型フローティション装置 2台 と 21111金属節によって水洗し、人工遺物、自然遺物

の選別を行った。

第 3節 調査の経過

第 3次調査の発掘区は0,P・ Q・ RoS区 の 5地点である (第 1～ 3図版)。

このうちQ区については1995年度に解体した一迫小学校の体育館基礎の内側に設定 した。これは1964,65年 の

調査区を全体的に取 り込んだものである。このQ区の表土除去を 7月 28日 から行った。表上の除去中、体育館の

ほば中央で径20～ 30ctllの 円礫が方形に敷き詰められていることが判明したため、礫の敷き詰められた中央とその

東西とを三つの区に分けて調査することとした。 7月 30日 までに中央区の礫を撤去した。この中央区をさらに円

礫の多い南側と比較的少ないゴヒ側とに区分けし、Q区をそれぞれQ東区、Q西区、 Qゴヒ区、Q南区とした。翌、

31日 にはQ東区の残った表土を除去し、遺構確認面まで掘 り下げを進めた。

8月 4日 に、 P区発掘区を設定するとともに、Q西区の表土を除去した。Q東区では 5層からの精査、Q西区

においても11層から層位的に1庚重に調査を行った。

8月 5日 にP区北区と南区の境に幅60cIIlの ベル トを設定した。Q東区では 5層上面で近世の墓や、第 10号土器

埋設土羨などの遺構を検出した。



第 2章 調 査 の 概 要

8月 6日 にはP区の東西ベルトの 3a層から石庖丁破片 1点が出上し、P区発掘区東半で弥生時代の包含層で

ある8a層を検出した。P区発掘区南壁及び北壁に沿って幅50cIIlの サブトレンチを設定し、下層の堆積状況を確

認した。 8月 6日 から8日 にかけてQ東区の近世墓の精査を行った。

8月 18日 にP区では10層 (黒褐色土層)を検出した。この層において配石遺構、土器埋設土羨、焼土遺構が検

出され、弥生土器など多くの遺物が出上した。遺跡の微高地東北端に設定されたR区では1962年の明治大学の発

掘区を確認した。

8月 19日 に、Q西区南端および南西端に トレンチを設定し、下層の堆積状況を確認した。R区では多くの遺構

が検出された。 8月 21日 にQ西区で確認された第14号土器埋設土羨を精査した。R区では遺構の性格を十分に検

討するため、R(東)区の西端で南】ヒ方向にのびるトレンチをT字形に拡張してR西区の設定を行った。 8月 22

日にR区の 2b層中から縄文晩期土偶の上半部とともに晩期後半の土器、石器などの遺物が出土した。 8月 25日

にP区の南】ヒベルトを除去した。 8月 26日 にQ南区で1965年の発掘区の西】ヒ部を検出した。 8月 27日 には、P区

において第 3号配石遺構を検出し、精査を行った。またR西区において 4層を検出面とした遺構群の精査を開始

した。この調査区における精査は 9月 9日 まで行った。

8月 28日 にP区で第 4、 5号配石遺構を検出し、精査を行った。また、Q西区では南東壁に沿って小 トレンチ

を設定し、包合層、遺構、埋上の確認を行った。 8月 29日 にP区において礫群のひろが りの中で第 3号焼土遺構

を検出した。R西区では 2b層中から土製品が出土した。9月 1日～15日 にQ南区で1965年の発掘区を掘 り下げ、

発掘区の北壁を精査し、観察、記録した。 9月 2日 にP区で第 1、 2号焼土遺構を検出した。 9月 8日 にP区西

側の河川跡南端に深掘区を設定し、 9日 から精査を行った。 9月 12日 にはQ西区で竪穴状遺構を検出し、24、 25

日に精査を行った。埋土から樹木の炭化物破片が比較的多く出土した。

10月 28日 にP区で第11、 12、 13、 15号土器埋設土羨を検出し、遺構の半我掘 り下げを行い精査した。

8月 22日 に山形大学阿子島功氏が来跡し、地形の分析を行った。 9月 11日 および10月 4日 に鈴木三男氏、吉川

昌伸氏が来跡し、植物遺存体の出土状況について観察を行った。また、有機物遺物処理の方法について功言をい

ただいた。 9月 11日、パリノ・サーブェイによる自然環境分析を目的とした土壌サンプルの採取が行われた。 9

月13日午後 2時から現地説明会を開催した。

遺構および遺物の出土状態の実測、写真撮影、記録については 8月 8日 から11月 13日 にかけて随時行った。

H月 13日 に遺構、発掘区壁面包含層堆積関係の実測図、土層観察表の作成を終了した。 (大場 )



第 3章 調 査 の 成 果

第 1節 層 序

P区における層序関係

P区の堆積層の関係は複雑であるが、基本的に広範囲の整地盛土を排土すると、旧耕作土、表上がひろが り、

この旧表土、耕作土、旧水田床土層の下に遺物を包合する堆積層、無遺物層が堆積している。この盛上、旧表土

以下の層を 1層から 2、 3a、 3b、 4、 一、12層 まで22枚の堆積層を認定した (第 3～ 5図、第3表 )。

1層 は白色砂粒や鉄分を含んだ灰黄褐色ンル ト層である。 2層は、暗褐色シル ト層で、やは り白色砂粒と鉄分

を含んでいる。これらの層は、1995年に行った第 1次調査のE～ J区で検出された 2層に対応し、河川氾濫土壌

と推定される。

3層は黒褐色で粒度、合有物の違いから a、 bの 2層に細分される。 3a層は、黒褐色ツル ト層で白色粒子や

鉄分を含んでいる。層中からは、土師器が出土している。また、弥生時代中期の紡錘形石庖丁破片が 1点出上し

ている。この層は、 E～ J区の 3層に対応する。 3b層は、黒褐色砂質ンル ト層で白色粒子や鉄分、灰化物をわ

ずかに含んでいる。 3b層は 3a層 と4層の漸移層であり、 P区北東部にひろがる。

4層は灰黄褐色ツル ト層でブロック状の灰白色火山灰を多量に含み、鉄分や白色粒子を少量含んでいる。 4層

は、遺跡をひろく覆っており、この灰白色火山灰は、10世紀頃の火山灰と推定されている (付章 1参照)。

5層は灰黄褐色砂質シル ト層で、鉄分の含有量の違いからaと bの 2層に分けられる。5a層は、鉄分が多く、

白色粒子、炭化物を含み、 4層 と5b層の漸移層といえる。 5b層は、 5a層 より鉄分が多く、戊化物と白色粒

子が含まれる。 E～ J区にひろがる 5層に対応する。遺物は極めて少ない。

6層は、灰黄褐色ツル ト質砂層である。少量の鉄分とブロック状の砂が含まれる。 6層は、 P区西側で確認さ

れている。

7層はツル ト層で、土色や鉄分の合有量の違いからaと bの 2層に識別された。 7a層は暗褐色をおび、鉄分

の合有量が著しく、灰化物と白色粒子が若干含まれる。 7b層は褐灰色を呈し、 7a層 よりも鉄分が多い。

8層は灰責褐色ンル ト層で粘性が強く、土色や鉄分の合有量の違いからa～ hの 8層に細分された。 8a層は

鉄分を多量に、炭化物をやや多く含む。 8a層は P区東側で厚く、最大で25cIIlに達する。遺物は出土せず、洪水

層と考えられる。G～ I区の 6層に対応する。 8b層は灰黄褐色で鉄分が 8a層 よりも多い。 8c層は灰黄褐色

で鉄分を多量に合み、 8b層 よりも粘性が強い。 8d層は灰黄褐色で鉄分が 8a層 よりも多く含まれる。H～ J

区にみられた 7層に対応する。 8e層も灰黄褐色で鉄分と灰化物を含む。 P区西側にひろがる 8b層の下層にひ

ろが り、局所的に分布している。 8f層は褐灰色砂質シル ト層で鉄分と戊化物を多量に含む。 P区西側の 7、 8

e層の下層にひろが り、分布範囲は 8e層 とはば一致する。 8g層は褐灰色砂質シル ト層で、鉄分と灰化物を含

む。P区西側の 8f層の下層にあって、 8e、 8f層 と分布範囲がほぼ一致する。 8h層はにぶい黄褐色を呈し、

鉄分や灰化物を含んでいる。

これらの層のうち、 8b、 8c、 8e～ h層は、 P区にひろがる10層が西側に向かってゆるやかに傾斜する斜

10
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第 3表 土層観察表
P区層序

層 名 土 色 粒 度 粘  性 しまり 含 有 物 分 布 層の対応関係 備 考

OYR4/2 灰黄褐色 秒管 シル ト 強 径 2 Dul白 色粒子、径 2 1at～ 5 1ddl程の鉄分 をわずかに含む 全体

2
tfヒ狸と OYR4/2 灰貢褐色 砂質 ンル ト やや 1唸 律 2 mm白 缶汁子、客 2 mll～ 5 mm癬 の鉄今 を姦畳に合む 全体 区  2層
首 警 OYR 3/4 暗褐色 シルト 弱 強 径 2 DIlの 自色泣子をわすかに、鉄分 を多 く含む 全体

3a
Jヒ樫雪 OYR4/2 灰黄褐色 砂暫シル ト 中 径 2～ 3 ndの 自色粒子 と鉄分 をわずかに含む 全体 区  2層
南 壁 OYR3/2 黒褐色 シル ト 中 輪 得 1～ 2 mm癬 の白任�子、径 2～ 3 mmの 炭化物 をわずかに合む マ ンガンを少量含む 全体 区  2層

3b
J監屋を OYR4/2 灰責褐色 砂質 シル ト 中 径 2～ 31Eの 日色粒子 と鉄分 をわすかに含む 全体

東壁 YR2/2 黒僑色 IJ/N暫 ンル ト やや弱 やや弱 径 2～ 3Шの自色粒子、鉄分、径 lDlの炭化物 をわすかに含む 部分的に黒褐、貢褐色土を含む 全体

北壁 OYR4/2 灰貢褐色 砂質ンル ト 中 反 白色火山反 をあ畳 に合む 鉄分 をまば らに含む 全体 区  4層
南壁 OYR5/2 灰責褐色 ンルト 中 中 灰白色火山灰を多量に含む 自色粒子をわずかに含む 鉢

5a OYR4/2 灰黄褐色 Irj/N管 シル ト やや弱 中 径 2～ 3 mmの 自色粒 子、径 l IIの炭化物 をわすかに含 む  5b層 に比べて鉄分が少 な�

5b
南 壁 OYR4/2 灰貢褐色 砂質シル ト 中 中 鉄分 を多 く合む。径 2～ 3811の 旋化修、自色粒子 をわずかに含む 全 体

北 壁 OYR4/3 にぶい責褐色 砂質ンル ト 中 やや弱 径 lDl程 の自色粒子、炭化物をわずかに、鉄分をまばらに含む 全体

6 OVR6/3 灰苦褐任 細砂 シル ト質砂 やや弱 鉄分をまばらに含む 砂をブロック状に含む 45, 46区

7
北 壁 OYR3/4 暗褐色 シルト 中 中 鉄分を姦 く含む 終 2～ 511の 淀化物、径 3 nd～ 3mの 自色粒子 をわずかに含む 44～ 47区
南 壁 OYR4/2 灰責褐色 砂質シル ト 中 やや弱 鉄分を多 く含む 径 2～ 31mの炭化物をわずかに含む。

7b OYR4/1 楊反色 ンルト 強 径 2～ 311の 炭化物 をわすかに含む 鉄分が グライ化 したもの P 南壁の一部

8a OYR5/2 灰黄褐色 シルト 輸 やや弱 鉄分を多量に含 む 径 2～ 3alの 炭化物 を多 く含む 45～ 50区 G～ I区  6層
OYR5/4 灰貢褐色 シ,レ ト 強 中 8a層 よりも多量の鉄分を含む 径 2～ 3 1udの 炭化物を多 く含む 45反

8c OYR5/2 灰昔褐色 シルト 強 やや弱 鉄分を多量に含む  8b層 より粘性が強い 径 2～ 311の 炭化物 を多 く含む 北壁の一部

OYR5/2 灰黄褐色 シル ト 強 8b層 よりも多量の鉄分 を含む 径 2～ 3 aulの炭化物 を多 く含む 45～ 50区 H 区  7層
8 OYR5/3 灰貢褐色 ン,レ「 強 候介 ″女ばらに合 tj・  俸 2～ 5 mmの 炭イヒ物 をわずかに合む 45X 第 9号溝跡 を覆 うシル ト層

81 OYR5/2 褐灰色 砂質シル ト 強 鉄分 をまばらに含む 径 2～ 3 HIの 災化物 をわすかに含む 44, 45区 第 9号溝跡を覆うシル ト層

OYR4/2 褐灰色 砂暫 シル ト 強 鉄分 をまばらに含む 径 2～ 3 duの 炭化物 を 8f層 よりわすかに含む 44, 45区 第 9号溝跡を覆うシル ト層

OYR5/3 にぶい貢褐色 ンル ト 中 鋲分 を支ばらに合 tr 律 1～ 5 mmの 詫イイ物、径 l mm羅 の白色対子 をわずかに合む ベルトの一部 第 9号溝跡 を覆 うシル ト層

9 OBG4/1 賠青灰色 シルト 強 鉄分をわずかに含む 径 2～ 5 alEの 炭化物をまばらに合む グライ化している 51X サブトレンチ、商北にのびるゆるやか獲くは地で検出

0 OYR2/3 黒褐色 シル ト やや強 やや弱 炭化物 と鉄分 を含む 径 1～ 5 cmの 礫 を含 む 径 2～ 3mの 自色粒子 をわすかに含む 東 側 区 8層 弥生 Ⅱ期の土器を主体とした多量の遺物が出土 遺構検出面
ユ OYR2/1 黒色 強 9)曽 サブトレンチでのみ検出

OYR4/4 褐色 砂 径 1～ 2 cllの 礫 を多 く含む 鉄分 を含む 東側 第 3号配石潰構が掘 り込 まれている

2 YR4/1 灰色 秒 征
ト

鉄分をごくわずかに含む 第 5号配石遺構 Vrち 割 リセクションで検出

2b YR4/4 にぶい赤褐色 砂礫 翻 全体的にブロック状に鉄介 を含み示化 している 径 1～ 5 cl程 の礫 をまば らに含む 第 13号土器埋設土壊断ち割 リセクションで検出

5YR4/2 晴灰責色 砂 鉦
＾

径 1～ 211の鉄分を含む 径 l cn程の礫を少量合む 12a層 よりも砂の径が大 き� 第 11～ 13号土器理設土嬬断ち営Jリ セクションで検出

河川埋土

Q東区層序
層 名 土 色 粒 度 粘  1/f しまり 含 有 物 分 布 層の対胚関係 備 考

1 10YR5/2 灰貢褐色 シ,レ ト 中 径 1語m癬の鉄分 をご くわずかに合む 令仏

OYR  明灰蓄楊色 シ,レ ト 中 鉄分 を多 く含む Jヒ半

2 10YR5/2 灰黄褐色 シル ト 中 鉄分 を非常 に多 く含む 全体

3 10YR5/2 灰貢褐色 シル ト 中 径 2～ 3 mmほ どの濃イr物、鉄今をわずかに合む 径 1～ 2 1ul程の白色粒子を合む 全 体

OYR4/6 褐色 ン,レ ト 中 径 2～ 3 1El程の炭化物、鉄分を多量に含む。灰色上が混 じる 南半

10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 中 径 1～ 211程 の旋化物 を含む 鉄分 を含む 灰色土が混 じる 南端

10YR にぶい責褐色 ンルト やや弱 やや弱 径 2～ 31H程 の炭化物、 2～ 5 ul程 の鉄分を含む 灰色土がブロック状に混 じる 南端、中央 E～ キ区10層 、 @北区5層 部分的に貢褐色や暗褐色の砂層 となっている

7 5YR4/2 灰褐色 砂 礫 径 ″～ 3 11 Bl在の炭化物 を含 t・ 鉄分 を含む 苗4Hl

6b 10YR4/8 赤掲色 秒 標 径 2～ 3 ala程の炭化物 を含む 鉄分  を含む 北側

6 10YR3/4 暗渇色 砂礫 北側 貢褐色砂 をラ ミナ状 に含 む

Q北区層序
層 名 土 色 粒 度 粘  性 合 右 物 分 布 層の対応関係 備 考

OYR4/3 にぶい責褐色 シルト 中 令休 黒色や暗褐色などの土 と混 ざ りあっている

OYR4/2 灰黄褐色 ン,レ ト 中 やや弱 径 l cnほ どの責色土ブロックを少量含む 東半分

OYR4/3 にぶい貢褐色 ンル ト やや弱 中 鉄介 を都今的に合む 西半分

5YR4/3 にぶい責褐色 粘土質シル ト やや弱 中 径 cn程 の青灰色土粒を含む 東側

OYR4/2 灰黄褐色 砂質シル ト 中 径 clll程 の円礫 を少量含 む 東側

OYR3/3 暗褐色 シルト 中 やや弱 径 2 cm程の小礫を含む 東端

OVR3/2 塁褐角 ンルト 中 中 径 cn以下の小礫 を少量含む 東端

OYR4/3 にぶい貢褐色 秒暫 シル ト 中 鉄分 を含む 西側

OYR4/2 灰貢褐色 ン,レ ト 中 中 卜部の鉄分が酸化 している 西 側

ンルト 中 中 灰自色火山灰を多量に含む 西41 E～ Υ区 4層

10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト 中 鉄分 を含む。マ ンガン粒 を多量に含む 西側

10YR4/3 にぶい責褐色 ンルト 中 鉄分を含む。マンガン粒を少量含む 西 半

5YR6/2 反昔 fb 粘 十 強 中 鉄分 を多量に含む 西半 調査区西部ではグライ化 している

10YR5/6 貢褐色 砂 中 径 1～ 2 cmの 灰色土粒、径 5 nd程 の炭化物 を多 く含む 西 lHl

7 5YR2/1 黒色 シル ト 中 中 西 側 晩期 Ⅵ期の上器、石斧が出土

OYR4/3に ぶい責褐色 砂礫 な し 東 端

Q西区層序

層 名 十 色 紀 度 粘  性 しまり 含 有 物 分 布

10YR2/3 黒褐色 シル ト 中 中 鉄分を多 く含む 自色粒子、径 5～10mの材状の炭化物 を含む XOYOc, X lYla～ c, e, f, 富～h, X l Y2a, d, 2, X2Y01, X2Y2b, d, e, 宮,
1 10YR2/3 黒褐色 シルト やや強 中 鉄分を多 く含む 白色粒子、経 5～ 15 dmの 炭化物を着千含む 南東部

OYR2/2 里褐色 シルト 中 中 鉄分を多 く含む 径 5～15mの炭化物を比較的多 く含む XOY2b XlY2b d e ビ h
10YR3/2 黒褐色 シル ト質砂 やや弱 中 鉄分、径 3～ 5 aunの炭化物 をまば らに含む XOYlc, X O Y2a, XlYle, f, h, i, XlY2d,

I 10YR2/2 黒褐色 ンルト 中の弱 中の弱 鉄分、自色粒子、径 8～ 12mmの 災化物を非常に含む X O YIc. X O Y2a, b, XlYlf, XlY2f, XlY2a, b, d, e, 宮, ■, X2Y2h
7 5YR2/3 続日音色 砂 な し 中 鉄分、径 1～ 2 Euの炭化物を微量に含む 白色粒子をまばらに含む X O Y2b

10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト質砂 中 鉄分、径 1～ 3 Fmの 炭化物 を微量 に含む 東南部

I 7 5YR3/4 褐色 ンルト質砂 中 強 鉄分、径 2～ 3alの炭化物を多 く含む 自色粒子を含む X O Y2b. XlY2a, b, d, e, 質, ■, X2Y2h
10YR3/2 黒褐色 ンルト質砂 中 中 鉄分、自色粒子、径 7～ 15DIの炭化物を多 く含む X071b  c  X O Y2a  b. XlYlf, i, XlY2a, d、 営. h
10YR2/2 黒褐色 シル ト 中 中 鉄分、自色 X‐子、径 5～ 10mの 炭化物 を含む XlYla～ ec, e, f, XlY2a, X2Yユ g～ i, X2Y2g
10YR3/3 黒褐色 ンル ト 中 中 鋲介、客 5 mmの 溌化物 を比較的多 く合む 白色粒子 をまばらに含む XOYOc, XOYla, b, XOYOi, XlYla～ ■, XlY2a, d, X2Yl宜 ～ i, X2Y2
10YR4/1 褐灰色 ンルト 中 中 鉄分、白色粒子を若干、径 1～ 3 alの炭化物を比較的多 く含む XOYOc XOYla～ c X O Y2a, b, XlYlb～ e, f, 1, i, XlY2d, 2. ■. X2Ylh
10YR5/1 褐灰色 シル ト 中 中 鉄分、自色泣子 を若千、径 1～ 3 aIの 炭化物 をまば らに含む XOYOc, XlYOc, f, と, XlYla, d, g, X2YO,, X2Ylg,
10YR7/4 にぶい貢橙色 シル ト 中 鉄介″支ば らに、径 3 mmの 炭化物 を比較的に家 く含 む 南端都
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第 3章 調 査 の 成 果

面と河川跡の間の幅 6m程に分布しており、ことに 8e～ h層は、第 8号溝の】ヒにのびるくば地 (第 9号溝跡)

の覆上である。

9層は暗青灰色シル ト層で鉄分と炭化物を含み、グライ化している。P区西側および旧河川の層位確認のため

に設定した】ヒ壁西部の小 トレンチ内で検出された。

10層は黒褐色ンルト層である。炭化物、鉄分、白色粒子を含み、径 1～ 5 cmの礫が含まれる。P区の遺物のほ

とんどが10層から出土した。配石遺構、焼土遺構、土器埋設土羨も10層下で検出された。遺物は弥生工期の山王

Ⅲ層式上器が主体であり、この時期の生活面であったと考えられる。P区東側に分布する8d層の下層にあり、

西側に向かって傾斜する。1995年に調査したG、 I区の層序の 8層に対応する。

11層は黒色シル ト層で灰化物を多量に含み、径 3伽程度の礫を含む。縄文時代晩期V期 (大洞A式期)～弥生

工期の遺物が出上している。P区北西側に設けた小試掘 トレンチと旧河川跡で確認された。

12層は砂礫層である。P区東側の10層の下層にひろがる。無遺物層である。      (氷 見、西井、福壽)

Q西区における層序関係

北東のQ発掘区では、 1層から25層 まで25枚の堆積層が確認されている。ここでは遺物包含層である12層から

25層について記述する。12層は黒褐色ンルト層である。鉄分を多量に、白色粒子と径 5～ 10111111の木材の灰化物を

まばらに合む。13層は黒褐色シルト層で、鉄分を多量に、白色粒子と径 5～ 1511ullの灰化物を含む。14層は多量の

鉄分と径 5～ 1511ullの戊化物を含む黒褐色粘土質ンルト層である。15層は黒褐色ンル ト質砂層で、鉄分と径 3～ 5

11ullの戊化物をわずかに含む。16層は黒褐色ンルト層である。下部は灰褐色を呈し、鉄分と白色粒子、径 8～ 1211ull

の炭化物を非常に多く含む。17層は暗褐色砂層である。鉄分と径 1～ 2111111の炭化物を若千、白色粒子をまばらに

含む。18層は鉄分と径 1～ 3 11Hllの戊化物を考千含むにぶい黄褐色シルト質砂層である。19層は褐色ツルト層で、

鉄分と径 2～ 3 11Lllの炭化物を多量に、白色粒子をまばらに含む。20層は黒褐色ツルト層で、鉄分と白色粒子、径

7～ 1511ullの炭化物を含む。21層は黒褐色ンル ト層で、鉄分と白色粒子、径 5～ 1011ullの炭化物をまばらに含む。22

層は暗褐色ンル ト層で、鉄分と径 5111111の炭化物を多量に、白色粒子を考千含む。

23層は褐灰色ンルト層で、鉄分と径 1～ 311111の 炭化物を比較的多く含む。23層上面で弥生工a期の竪穴状遺構

が検出され、竪穴状遺構は23、 24、 25層に掘 り込まれている。24層は褐灰色シルト層で、鉄分と白色粒子、径 1

～ 2 11Mllの炭化物をまばらに含む。25層はにぶい黄褐色ンルト層で、鉄分をまばらに、径 3 11Lll程度の炭化物を比較

的多量に含む。

10～ 25層は遺物包含層である。西側から東側に向かってゆるやかな傾斜をもってひろがつている。縄文時代晩

期Ⅳ期から秀生時代Ⅱb期の遺物が層位的に出上しており、10～ 17層が弥生工b期に、20、 22層が弥生工a期に、

24、 25層が弥生 I期の堆積層と考えられる。                           (坂 田)

Q東区における層序関係

1965年に泥炭層を調査した発掘区の東よりの調査区Q東区では、表上、盛土を除いて la層から6c層 まで10

枚の堆積層が確認されている。

1層は灰責褐色ンルト層である。鉄分の合有量により、aと bに細分される。 lb層の方が la層 よりも鉄分



を多く含む。 2層 は明灰黄褐色シル ト層である。 3層は灰責褐色シル ト層で炭化物や白色粒子を含む。 4層はシ

ル ト層であり、土質と色調によりaと bに細分された。 4a層が褐色、 4b層がにぶい黄褐色である。 4b層は

区南端付近に分布する。 5層はにがい黄橙色砂質シル ト層であるが、部分的に黄褐色や暗褐色の砂層となる。 6

層のくばみに推積している。第 1、 2次調査のE～ J区基本層序の10層に相当する。 6層は砂映層であり、土色

によって 3層に細分される。 6a層はにぶい賣橙色、 6b層は赤褐色、 6c層は暗褐色で、いずれも供の大きさ

は径10cIIl程度である。 6層は北から南に向かってゆるやかに傾斜している。いずれの層も遺物の包合は少ない。

5層上面で遺構が確認されている。

Q北区における層序関係

1層は旧体育館建設に伴う盛土、整地上層で、 a～ gの 7枚で構成される。 2層は鉄分を含むにぶい責褐色砂

質シル ト層である。 3層は灰責褐色ンル ト層で、上部が酸化している。 4層は灰黄褐色シル ト層で灰白色火山灰

の小ブロックを多量に合む。 5層は暗褐色砂質シル ト層で、鉄分、マンガンが多量に認められる。 6層は鈍い黄

褐色シル ト層で、鉄分、マンガンを含む。 5、 6層中には砂の薄い層がみられ、水成堆積層と考えられる。 7層

は灰責色粘土層で上部に鉄分を多く合み、西側ではグライ化して灰色になる。 8層は黄褐色砂層で、炭化物を含

む。Q東区の 5層、 E～ J区の10層に相当する。 9層は炭化物を含む遺物包合層であり、黒色シル ト層である。

出土する土器は縄文晩期Ⅳ期の大洞 C2式期のものであり、 9層は晩期中頃の堆積層と考えられる。 10層はにぶ

い黄褐色砂礫層で、主に径 5 cm程度の小操で構成されている。

Q北区では、 8層から下の層は東から西へと傾斜して堆積している。

R区における層序関係

遺跡北辺のR区は自然堤防の突端にあたる。最上層は史跡公園造成時の50clll程の盛土が覆っている。盛土の下

に 1層から4層 まで 8枚の堆積層が確認された。 1層はンル ト層であり、色調やしまり、含有物によって a～ d

の 4枚に細分される。 la層は黒色で、径 2911程の観を含む。R西区に分布している。 lb層は黒褐色で、層の

上面に鉄分が酸化し、層状をなしている。しまりが弱く、径 5111111程度の炭化物をまばらに合む。R区全体に分布

する。 lc層は暗褐色であり、R西区の南側にひろがる。 ld層は黒褐色であり、灰化物を多く含む。R西区南

側に分布する。

2層は粒度や色調によって a、 bの 2枚に細分される。 2a層は 2b層に比べると、粘性があり、にぶい黄褐

色粘土質ツル ト層であり、観をまばらに含む。R西区の南西に分布する。 2b層は黒褐色シル ト層であり、 lb

層に類似するが、より多くの炭化物を含む。下部に径 5 clll程度の映を含む。 R区全体にひろがる。

3層は 2b層と 4層の漸移層である。 4層は責褐色ンル ト層であり、R東区の西側からR西区の南側にかけて

径 5 clll程度の礫を多量に含む。E～ J区の10層に相当する。

1962年に明治大学が行った発掘区がR西区南側からR東区において一部検出されており、 2b層から掘 り込ん

でいる。また、 la～ 2b層からガラス片や陶器片が出土してお り、この層は撹乱を受けていると推定される。

遺物は 2b層から最も多量に出上し、縄文晩期Ⅳ期 (大洞C2式期)か ら秀生Ⅱb期 (山王Ⅲ層式期)ま での上器が

出土 している。秀生 Ib期の遺物が多い。遺構は 4層上面で検出されている。

16
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R区

層名 土 色 粒度 粘性 しまり 含有物 分布 備考

la
10Y R2/1
黒色

シルト 強 中
径 5 cm以 上の礫をまばらに含
む

R西区西
半

沼土に近く、少ン

の臭気有 り 公
園造成前表土

lb
10Y R2/3
黒褐色

シ,レ ト やや強 中
径5el程の炭化物をごくまば
らに含む

R区全体
層の上端で鉄分
が層状を成して
いる

lc
10Y R3/3
暗褐色

シル ト やや強 やや強

R西区西
南に断続

的に分布

ld
10Y R2/3
黒褐色

シルト やや強 中
炭化物を多 く含む。径 5伽程
の礫をまばらに含む

R西区西
南

2a
10Y R3/4
にぶい黄褐色

粘土質
シル ト

やや強 強 小礫をまばらに含む
R西区西
半

10Y R3/2
黒褐色

シルト 中 やや弱

多くの炭化物を含む。下部に径5
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第 2節 遺 構

遺構の概要

第 3次発掘調査では、Q西区で弥生時代前期の竪穴状遺構 1基、P区で配石遺構 3基、土器埋設土羨 6基、弥

生時代前期以後のものと推定される溝跡 1条が検出された。また、第 2次調査で検出された第 7号濤跡の西側延

長部を精査した。ピットは各調査区において多数検出されており、ここでは遺物の出上しているピット6基をと

りあげた。これらの遺構の大部分が弥生時代に属するが、近世墓がQ東区において 1基検出されている。

1)竪穴状遺構

第 1号堅穴状遺構 (第 5図、図版3-2)

Q西区の南端において竪穴状遺構 1基が検出され、その北半分を掘 り下げ精査した。遺構は23層の上面から掘

り込まれている。規模は、東西4.lm、 南北1.5mで、全体のプランは径 4m程度の不整円形を呈するものと推定

される。】ヒ壁から東壁にかけて壁の立ち上がりが認められ、東側で最大 5 ctllで ある。ただし、西側では明確な立

第14号土器埋設土媛

0

七ァ5言B

撹乱

銹

b

p

第 1号竪穴状遺構

灰自色火山灰ブロラ

灰白色火山灰プロック

台 有 物

中

第 5図 山王囲遺跡 Q西区第 1号竪穴状遺構・第 14
The excavated plans and sections of the western

18

号土器埋設土羨平面図と発掘区南壁 。東壁断面図

part of the Q trench in the Sanno―gakoi site
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ち上がりが捉えられなかった。埋土は 1枚で、多量の灰化物を含む。滅化物集中地点が数力所でみられ、特に東

側で多く認められる。遺構の底面には凹凸があるが、柱穴や炉跡は検出されなかった。

埋土中から土器、石器、樹木質の戊化物が出上した。土器は晩期Ⅵ期 (大洞A式期)から弥生Ⅱ期の深鉢 (第 16

図7、 8)、 弥生 I期 (山王V上層式期)か らI期の甕 (同図5)と壷 (同図10)、 秀生工a期 (青木畑式期)の深鉢 (同

図13)と 高杯 (第 5図版 7)、 弥生Ⅱb期 (山王Ⅲ層式期)の甕 (第16図 6)と高杯 (同図9)がみられ、石器では石

錐 (第10図版21)、 楔形石器 (第■図版1)な どが出上している。

この竪穴状遺構は、層位、出土遺物の検討から弥生工a期に属すると判断される。 (坂日、鈴木、羽石、真日)

2)配 石 遺 構

遺跡の所在する自然堤防の北西部に設けたP区からは中央付近と東半部において 3基の配石遺構が検出された

(第 2図版、図版 1-1、 第 2図 )。 これらの配石遺構は全て10層上面で確認された。第 3号配石遺構はP区中央東

よりB J48区で検出され、西側に 2m程離れて第 4号配石遺構、その北側に1.2m程の位置に第 5号配石遺構が

ある。第 5号配石遺構の北東に約80oll離れて第13号土器埋設土羨が検出されている。配石遺構はいずれも橋円形

に礫が密集しており、形態、規模は共通している。第 3、 5号配石遺構では浅い不整精円形の上羨が確認されて

いる。配石の埋土や周囲からは土器や石器が多く出土している。検出層位、出土遺物から配石遺構群は縄文晩期

Ⅵ期から弥生工期の遺構と考えられる。

山王囲遺跡では第 1次調査で第 1号配石遺構、第 2次調査で第 2号配石遺構が検出されている。第 1号配石遺

構はG区中央に位置し、 9層 (G区基本層序)を掘 り込んでいる。今回検出されたP区の配石遺構群とは10m程

bre

転
8a
第5号配石遺構

掘隠は配石の認定範囲

2.第 4号配石遺構 0             1m

第 6図 山王囲遺跡 P区検出配石遺構平面図・断面図
The stone concentrations of the P trench in he Sann∈ gakoi site

―
」

第 3号配石遺構

第 3サ配石遺襦

第 4号配石遺構



の距離である。第 1号配石遺構の上部や周辺では方生Ib期の山王Ⅲ層式上器が出土しており、P区の配石遺構

よりやや新しい遺構とみられる。第 2号配石遺構はさらに西へ約40m離れたE区で検出された。配石の下に土羨

が確認されている。                                       (西 井)

第 3号配石遺構 (図版2-1、 PL.1-1、 第6図 1)

P区東のB J48区 10層上面で検出された。配石の下部で土羨のひろがりを追求した。土羨は、12層まで掘り込

まれていた。土羨は長軸14m、 短軸1.lmの楕円形であり、深さは最大で30clllである。配石の範囲は、土羨南半

部で幅60cm、 長さ2m程のひろがりをみせる (第 2,6図 1)。 配石は径 5～ 12cIIlの 円礫で構成され、特に土羨の

西南側で長軸1.Om、 短軸0.5mの範囲に密集している。土羨の壁はゆるやかに立ち上がる。埋土は 2層確認され

た。埋± 1は褐灰色シルト層で鉄分と灰化物をまばらに含む。配石を構成する礫が埋± 1に落ち込んでいる。埋

± 2は褐灰色ンル ト質土層で鉄分を若千含み、径 1～ 5 clll程 の礫を含む。掘り込みは明確であるが、底面は凹凸

が著しい。

縄文晩期Ⅵ期の深鉢 (第13図 3)、 弥生工期の甕 (同図1)、 方生Ⅱ期の長頸甕 (同図2)が埋± 1か ら出土して

いる。配石中には蛤刃磨製石斧 (第 12図版 2)、 石皿 (第 13図版7)カミ含まれていた。

配石の下部の上羨は、出土遺物が多く、配石が埋土に落ち込んでいることなどから墓竣の可能性がある。この

土羨の南側の一部は弥生 I期から弥生Ⅱ期に属する第15号土器埋設土羨と重複し、15号土器埋設土羨が新しい。

第 3号配石遺構は層位的関係、出土遺物、15号土器埋設土羨との遺構重複関係から弥生時代Ⅱ期に属すると考え

ら″ιる。 (西井、小原)

第 4号配石遺構 (第 6図 2)

P区の中央付近のB J47区 の10層上面で検出された。礫のひろが りは長径 lm、 短径0.8mのほぼ精円形を呈

する。配石遺構の下部において土羨は確認できなかった。配石は径 5～ 20clllの 円礫で構成されている。

配石及び周囲からは器面に朱が塗布された方生 I～ Ⅱa期の高杯脚部 (第 4図版 1)、 弥生 I期の深鉢 (第13図

4)、 不定形石器 (第11図版 2)、 石錐 (第 10図版19)が出土している。

第 4号配石遺構は検出層位、出土遺物より弥生 I期ないしⅡ期に属すると推定される。 (西井、福壽、竹ヶ原)

第 5号配石遺構 (図版 2-2、 第2図版、第2,6図 )

P区の北東郡 B K47区の10層上面で検出された。配石の範囲は、長径1.lm、 短径0.8mの不整楕円形である。

配石には径 10clll程度の円礫が主として用いられ、磨石 1点 (第12図版4)が出土した。配石の下層の一部では炭

化物の薄い層がひろがっている。配石から、弥生 I期の深鉢 (第 13図 5)が出土している。

配石下部の上羨は第 5号配石遺構の北半に位置し、長径30cIIl、 短径20clllの 精円形を呈する。10層上面で検出さ

れ、12層まで達している。深さは20clllである。土羨の埋土は黒褐色砂質ンル ト層であり、土器が埋設されていた。

この埋設土器は外側に縄文時代晩期から秀生時代前期の深鉢の体部下半 (第 4図版 2、 PL.5-2)、 内側に秀生

I期 とみられる深鉢 (第 4図版 3、 PL.5-3)が 入れ子状に出土した。いずれも正立した状態である。内側の小

型深鉢はほぼ完形であり、短い口頸部をもち、体部全体にLR縄文が施された土器である。外側の深鉢は底部が

20
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わずかに残存している。

第 5号配石遺構は層位的関係、出土遺物によって、縄文時代晩期Ⅵ期から弥生時代前期に属すると考えられる。

(鹿又、神田)

3)溝  跡

第 7号溝跡 (図版4-2、 第2図版、第7図 )

1996年度の第 2次調査で精査された第 7号溝跡の延長部分にあたる。N区の微高地中央部を南東から】ヒ西にの

びる7号溝はS区西端において分岐し、北に折れて I南区の 8号溝に連なる。また、一方 (7号溝)は西にのび

ることが確認された。

S区における第 7号溝の幅は約1.6m、 確認面から底面までの深さは約65cIIlである。埋土は 6枚堆積している。

56

Bc―十

第 7号溝跡

A―引

Ｎ①

AY十
50

AY十
560          1m

l.第 7号溝跡断面図・平面図

45

A却           菰
B

0           5m

億
D

o                            3m
2.第 9号溝跡断面図 (平面図第 2図 )

第 7図  山王囲遺跡 7、 8号溝跡平面図・断面図及び 9号溝跡断面図
Plan and secions of the excavated Ditch 7,8 and 9 in the S and P trench of the Sanno― gakoi site
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10Y R3/4 暗褐色



改修などの時期差は認められなかった。S区における第 7号溝跡の埋土には、K区の滞埋土と比較して礫が多く

認められた。底面のレベルは標高約37mであり、 I、 N、 K区の溝底面とほとんどレベル差は認められない。

第 9号溝跡 (第 2図、第 7図 )

P区西半において検出された。弥生時代前期の生活面である10層 とその下層の11層を底面とする溝状の浅いく

ば地である。 8号溝跡の封ヒに連なる。

幅は約5.5m、 確認された深さは25oll程度であり、底面の標高は36.7mである。明確な掘 り込みは認められな

かった。

このくば地状の幅広い溝の一部を埋めるように 9層が推積しており、 9層中からは弥生工a期の甕と高杯が出

土した (第13図16-19)。 さらに全体が 8e～ h層によって覆われているが、これらの層からは遺物は出土せず、

第 9号溝状遺構が埋没した時期は不明である。

第10号溝跡 (第 3図版、第8図 )

Q西区において検出された第10号溝跡は確認面での幅約1.lm、 底面の幅30～ 50911、

は出土しなかった。弥生時代前期の遺物包合層を掘り込んでつくられていることから、

であると考えられる。

+  48  +

深さ約30ollである。遺物

秀生時代前期以後の遺構

(大場 )

+  52  +  53

Q南区

引        艦

0         1m

CB

+

CA

十

BZ

+

後世の削平により

第 10号溝跡

第 8図 山王囲遺跡 Q区第 10号溝跡平面図・断面図
Plan and section of Ditch 10(Q trench)in the Sanno‐ gakoi site
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4)土器埋設土媛

Q、 P区では土器の埋設された小土羨が合わせて 6基検出された。これらの遺構は晩期終末から弥生時代前期

前半に属すると推定される。P区の埋設土器群は第 5号配石遺構中の埋設土器を含め、発掘区の北壁中央付近の

4m四方程の範囲に集中しており、墓域の一部を構成していると考えられる。

第10号土器埋設土境 (第 3図版、第9図 1)

Q東区B X58区の 5層上面で検出された。長径40clll、 短径25clllの楕円形を呈し、深さは10cmである。埋土は灰

黄褐色ンル ト層である。遺物は土羨底面から出上している。平行沈線文を有する弥生Ⅱ期の壷の日縁部 (第 23図

4)と 弥生 I期の深鉢の回縁部 (同図6)、 深鉢の体部 (同図5)、 凹石 (第13図版4)が出上している。

層位的関係、出土遺物から、第10号土器埋設土羨は弥生Ⅱ期に属すると考えられる。  (熊谷、鹿又、福壽)

A         IBA引
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3。 第12号土器埋設土壌
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第 9図  山王囲遺跡 P、 Q区土器埋設土壊平面図・断面図
Plans and sections of pits Mrith pottery (P and Q trench)in the sanno― gakoi site
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第11号土器埋設土壊 (第 2図、第9図 4)

P区の北よりB K48区の10層上面で検出され、土羨底面は12層に達する。縄文時代晩期から弥生時代前期の深

鉢の底部 (第 4図版 4、 PL.5-4)カミ正立して出上している。                (鹿 又、鎌田)

第12号土器埋設土壊 (第 2図、第 9図 3)

P ttB K47区 の10層上面で検出された。平面形は長径30clll、 短径25ollの楕円形である。深さは 6～ 7 clll程であ

る。深鉢 (第 4図版 5、 PL.5-5)は日縁部と底部が久損しており、体部が正立した状態で出上した。

(福壽、馬場)

第13号土器埋設土墳 (第 2図、第9図 2)

P ttB K47区 において第12号土器埋設土羨と並んで、10層上面で検出された。土羨底面は12層 まで達している。

平面形は直径27clllの 円形を呈する。土羨の幅は土器よりもわずかに大きく、掘り込みは土器の周囲に接して確認

された。縄文時代晩期後半から秀生時代前期の深鉢の底部 (第 4図版 6、 PL.5-6)であり、正立した状態で出

土した。第13号土器埋設土羨は縄文時代晩期終末から弥生 I期に属すると考えられる。 (西井、馬場)

第 14号土器埋設土墳 (第 2図版、第9図 5)

Q西区X2Yl区 で検出された。確認面での平面形は直径約43clllの 円形を呈している。上層では掘 り形の検出

が困難であったが、土羨底面近くで確認された。深さは約 6～ 7 clllである。晩期Ⅵ期から秀生 I期の深鉢 (第 5

図版 5、 PL.6-6)が倒立した状態で埋設されていた。 (大場)

第15号土器埋設土境 (第 2図、第6図 6)

P ttB J48区 で検出された。第 3号配石遺構の南東にその一部を壊して掘りこまれている。上層での掘り形の

検出が困難で、11層上面で確認された。確認面での平面形は長径70clll、 短径55clllの長精円形を呈しており、検出

面からの深さは約25clllである。秀生 I期の壷の上半部 (第 4図版 7、 PL.6-1)が出土した。また、弥生Ⅱ期の

深鉢、弥生 I期の鉢、晩期Ⅵ～秀生 I期の鉢、晩期V～Ⅵ期の重の破片 (第 13図 6～ 9)な どが出土している。

第15号土器埋設土羨は、出上した遺物から弥生 I期から林生I期に属すると考えられる。

5)ピ ッ ト群

R区において 4層上面で、44基のピットが確認された。 (第 4図 )

(大場)

ビット394(第 10図 1)

ピット394は径47c41程の円形を呈し、深さは64cIIlである。径 10clll、 深さ60ollの 柱痕跡が確認されている。その

他のピットには柱痕跡は確認されていない。
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第 10図  山王囲遺跡 R区検出ピットの平面図・断面図
Plans and sections of pits in the R trench of the Sanno―gakoi site

備    考

ピット394 径 2 c□程の礫をわずかに含む

塵■ 2

ンル ト質砂

径 2 cm程 の礫をわすかに含む

R(ヽり

IOYR3/2 黒褐色 ンルト 弱～中 径 1～ 3 cmの 礫 を少量含 む 張生 Π期の高杯、弥生 Ⅱa期 の茎、縄文

晩期Ⅵ期～弥生 コ期の深鉢出上

R6んつ 径 2～ 3 cmの 礫、責色上粒をわずかに含む

ピット401 R(硼 径 3～ 5 cmの 礫をやや多 く、黄色土社を少量含む

径 2m程 の礫を多 く、黄色土粒を少量含む
10YR2/3 黒褐色 赤色 土粒 、 貢ti粒 をわす かに含む 弥生 Ⅱ期の高杯、弥生 H劇 の鉢、弘生

Hbの養、弥生 Ⅱb期 の高杯出土

R(れつ 径51mの 炭化物をわすかに含む に工い赤褐色土粒と径 3 cm程の礫を少量合む

底面で礫が出土

炭化物を と



ピット396(第 10図 3)

ピット396は長径 65cIIl、 短径46clllの橋円形を呈し、深さ60allである。埋土は黒褐色シル ト層であり、林生Ⅱ a

期の高杯 (第23図 9,10)と 調整剥離の入念に施された横型石匙 (第10図版23)が出土している。

ピット397(第 10図 2)

ピット397は径56911の 円形で、深さは15911で ある。埋土は黒褐色ンル ト層であり、秀生正a期の奏 (第23図 11)、

縄文晩期Ⅵ期から弥生工期の深鉢 (第23図 12)、 秀生Ⅱa期の高杯脚部 (第23図13)が出土している。

ビット399(第 10図 4)

ピット399は径 28clll程の円形を呈し、深さは 9911である。埋土は黒褐色ンル ト層であり、弥生 I期の高杯の体

部 (第23図14)が出土している。胎上、浅い縄文施文の特徴からこの高必は砂沢式土器と近似する。

ビット400(第 10図 5)

ピット400は R区の西南部にある長軸37clll、 短軸26clllの楕円形を呈し、深さは25clllである。埋土が 2枚あ り、

ともに黒褐色ンル ト層である。棒状石錐 (第10図版18)と剥片が出土している。

ビット401(第 10図 6)

ピット401は R区西南部にあり、径60911程の円形を呈し、深さは34ollである。埋土は 2枚あり、ともに黒褐色

ンル ト層である。円盤状石器 (第14図版 4、 PL 28-10)が出上している。

ビット402(第 10図 7)

ピット402は径 52clll程の円形を呈し、深さは20011である。埋土は黒褐色ンル ト層である。弥生Ia期の鉢 (第

24図 3)、 弥生工期の甕 (第23図 15)と 工b期の高杯 (第24図 1)、 秀生Ⅱ期の高杯脚部 (第24図 2)が出土している。

ビット405(第 10図 8)

ピット405は長軸 84clll、 短軸67clllの 楕円形を塁し、深さは20011である。埋土は灰褐色ツル ト層であ り、晩期 WE

期から弥生 I期 と推定される高杯日縁部 (第24図 4)が出土している。

ビット406(第 10図 9)

ピット406は長軸79911、 短軸48911の 精円形を呈し、深さは20clllである。埋土は 3枚あ り、埋± 1、 3が黒褐色

シル ト層、埋± 2が黒褐色砂質シル ト層である。弥生工期の高杯 (第24図 5)が出上している。

R区の遺構群は発掘区の北西隅、中央、南端部、南東部に密集する。このうち中央と南端のグループのピット

からは弥生時代工期の上器が比較的多く出土している。これらのピットは、出土遺物から、弥生工期に属するも

のが主体であると推定される。                                  (鹿 又)
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6)焼 土 遺 構

P区の東南部では礫の散在する範囲において 3ヶ 所の焼上のひろが りが認められた (第 2図 )。 焼上のひろがり

の付近に柱穴は確認されておらず、特に住居との関わ りはないと判断した。 P区東半部にひろがる映集中群、土

器埋設土羨群、土羨を伴 う礫群などの遺構群と深く関わ りをもつものと考えられる。

第 1号焼土遺構 (第 11図 1)

P区のほぼ中央南よりのB148区の10層において検出された。平面形は長軸60cm、 短軸40clllの 不整楕円形を呈

する。断面はレンズ状であり、最大厚は10cmあ る。炭化物は含まれていない。長期に使用されたものと推定され

る。焼土上面から剥片が出土している。 3号焼土遺構と共通した性格が考えられる。

第 2号焼土遺構 (第 11図 2)

P区の南壁東よりのB H49区において12層上面で検出された。平面形は長径58911、 短径38伽の不整楕円形を呈

する。浅いくばみに焼土が堆積してお り、 3 cIIl程の厚さをもつ。炭化物は含まれていない。遺物は焼土上面から

大型の剥片 (第 16図版 3、 17図版 4)が 2′く出土している。このうちの 1ソく石器配66(第 17図版4)は近接して出土

した剥片配64,65(同 図版2,3)2点 と接合した (同図版 1)。 この接合資料は、焼土遺構の性格を推定するうえ

での重要な出土遺物といえる。第 2号焼土遺構は層位的関係から縄文晩期Ⅵ期から弥生 I期に属すると考えられ

る。

第 3号焼土遺構 (第 11図 3)

P区の東より中央のB J49区の10層上面で検出された。12層まで掘 り込んでいる。平面形は、長径 50crll、 短径

30cmの不整形を呈する。焼土面は中央部で深さ 6 cIIl程あって浅いくばみとなっている。焼土層は10、 12層が熱を

受けて変化したものであり、この変化した10層には径 1～ 2 clllの炭化物が多く含まれ、灰が混じる。なお、12層

か
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も灰をわずかに含んでいる。

第 3号焼土遺構の西半部分に灰化物の集中区域が確認されている。平面形は長軸 50clll、 短軸40clllの不整形を呈

する。この灰化物の集中地点は焼土遺構と重複関係が認められ、焼土遺構の上に炭化物の集中域が検出されてい

る。

これらの遺構は、焼土と灰を含み、炭化物の分布域が重なり合っている関係から、比較的長期にわたって繰 り

返し火を焚いた跡と推定される。第 3号焼土遺構は層位的関係から縄文晩期Ⅵ期から弥生 I期に属すると考えら

れる。 (西井、早瀬、竹 ヶ原)

7)1日 河 道 彿 2図、第2図版)

P区西端において検出された。幅は 6mを超える。旧河道を埋める砂層は 5b層及び 6層によって覆われてい

る。これより更に上層の 4層中で十和田a火山灰と推定される火山灰が検出されていることから、10世紀までに

埋没したと考えられる。 (大場 )

8)近 世 墓

Q東区のゴヒ東隅において、近世の墓羨 1基が検出された。 5層の上面で確認された。平面形は、長軸1.2m、

短軸0.95mの隅丸長方形を呈し、深さ36clllである。埋土は黒褐色ンルト層で、男褐色の砂のブロックを多量に、

灰白色土粒と鉄分、炭化物、マンガンを若千含む。埋土中からは焼けた骨片が出土している。底面からは古銭が

計 7枚、うち墓羨中央付近から出上した古銭は 3枚の癒着銭で、孔に組の一部が残存していた。また、表面には

編物状の布が付着していたことより、紐で結ばれ袋に納められていたと考えられる。他に煙管 1点、刀子 1点、

鉄製の管 1点、不明鉄製品 1点、不明木製品 2点が出土している。煙管は木製の羅宇部分が残存しており、その

0                                                  1m

第 12図  山王 囲遺跡 Q東区検 出第 1号近世墓
Grave l in the Edo era ofthe Q trench in the Sanno― gakoi site
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側から出土した木製品は煙草入れの可能性がある。刀子は、刃部が長さ 8 cIIl、 幅1.8cIIl、 柄の幅は l clllで ある。

これらの出土品は副葬品と考えられる。また底面からは、有機物が腐食したと考えられる褐灰色の粘上が検出さ

れている。墓羨底部付近には焼けた多量の礫が認められ、底面や壁面には焼けた砂も認められる。この墓羨の時

期は、出上した寛永通賓の年代より江戸前期頃と推定される。この近世墓は、北側の段丘崖にひろがる可能性が

あるが、地形的にみて小規模なものと推定される。 (坂田)

第 3節 出土 遺 物

(1)出土遺物の概要

第 3次調査では、自然堤防の】ヒ西部にP区、1964,65年の調査区の上に建設された体育館跡地にQ区、遺跡の

ひろがる自然晃防の北辺にR区と3ヶ 所の調査区を設定し、発掘調査を進めた。

これらの調査区からは、縄文時代晩期中葉から弥生時代前期までの遺物が多量に出土した。ことに、 P、 Q、

R区いずれの発掘区からも弥生時代 I期 とⅡ期の上器が豊富に出土している。弥生時代前期に、自然堤防の広い

範囲で生活が営まれ、住居、区画溝などの遺構群と遺物包含層が形成されたことが確認された。

第 3次調査では、P区において遺物包含層の下から配石遺構、焼土遺構などが検出され、縄文時代晩期終末か

ら弥生時代前期の上器、石器が出上した。さらに、晩期終末、秀生前期の埋設土器が 4基、配石遺構群のなかで

検出されている。また、包合層からは弥生前期後半の山王Ⅲ層式上器が主体的に出土し、さらに晩期後半の山王

V層式、終末の山王Ⅳ下層式、前期前半の山王Ⅳ上層式土器など多様な型式の上器が出土している。なお、わず

かであるが、秀生時代中期前半の寺下囲式相当の土器が出土している。

なお、P区からは、多数の打製石器とともに、整った形態の磨製石斧が出土した。2点は蛤刃石斧とみられる。

さらに、 3層からは秀生時代中期と推定される紡錘形の粘板岩製石庖丁の破片 1点が発見された。山王囲遺跡で

は、この資料を含めて 2点の石庖丁が出土したことになる (須藤 1986)。 これらの資料は、官扱県における】ヒ限

資料である。

遺跡北辺に設けたQ区では、その西区から径 4m程の竪穴状遺構が 1基検出され、その埋土から豊富な量の山

王Ⅲ層式期の上器、石器が出土した。また、遺構を覆う包含層からもこの弥生工期の上器が豊富に出土した。さ

らに、下層においても晩期終末から秀生 I期の遺物がまとまって出上している。

さらに、1962年に切治大学が調査した自然堤防の北東辺に設けたR区では、旧発掘区の位置が確認された。こ

のR区では多数のピットと小土羨が検出されたが、この遺構とそれを覆う遺物包含層から縄文時代晩期後半から

弥生時代前期の上器、晩期後半の飾髪土偶、蓋形土製品などの遺物が出土している。

(2)土   器

出土土器は、全てで平箱22箱分、重量で80kgに達した。ここでは、主要な包含層と遺構から出上した資料を整

理し、そのうち、日縁部を有する土器、有文土器破片を抽出して、その型式内容を検討することとした。出土資

料についての属性の特徴は、土器観察表に掲載した。観察表にかかげた「時期」、「器種」、「口縁部の特徴」、「文

様帯」、「主要文様帯の特徴」といった項目は、基本的に第 1次、2次調査報告書に記述した事項を受け継いだ (付



表 1)。 なお、装飾要素の分類では「変形工字文」を、0型、 P型、Al型、A2型 に、そして C型を 6類に区

分して記述した (須藤 1986)。

P区出土土器

P区からは、総計 5箱分、24kgの上器が出上している。出土土器の大半は、 8、 9、 10層から出上しており、

晩期 V期から秀生工期までの土器型式に属する。秀生時代中期前半のⅢ期と考えられる土器 (第14図 1,2、 第 5

図版 3)がわずかに出土している。日縁部外反の奄 (第14図 2、 PL.13-1-2)には、カナムグラと推定される

植物茎を回転した擬似縄文 (須藤他 1984)カミ施されている。 P区 8層からH層出土土器については、型式の判定

できる54点を図に掲載した。 10、 11層では、晩期 V期の台付鉢 (第 15図 17)、 Ⅵ期の鉢 (同図■,12)、 弥生 I期の

高杯 (同図13,18)な どが目につく。

次に遺構毎に出土遺物を検討する。

第 3号配石遺構出土土器 (第 13図 1～ 3、 PL 12-1-2,4,5)

P区の中央付近に検出された第 3号配石遺構からは、晩期終末と弥生時代の甕と深鉢が出土している。第13図

1は弥生 I期ないしIa期の短い平坦口縁の甕で、日頸部はナデで調整されている。体部にはLR斜行縄文が施

される。第13図 3は晩期Ⅵ期の小波状口縁の深鉢で、日頸部が軽く外反し、体部上半はゆるやかに内彎する。頸

部には沈線が 1条めぐり、体部にはLR斜行縄文が施され、内面はナデによって調整される。

第 4号配石遺構出土土器 (第 13図 4、 第4図版 1、 PL 5-1,12-1-3)

第 4号配石遺構からは、深鉢と高杯の脚部が出土している。第13図 4は晩期Ⅵ期から弥生Ⅱa期の小波状口縁

の深鉢で、体部にはLR斜行縄文が施される。器面はナデの後、横方向の箆 ミガキによって仕上げられている。

第 4図版 1は弥生 I期からⅡa期の高杯の脚部で、裾部に向かってひらく。底部との境と裾部に平行沈線文が施

されている。 ミガキが加えられ、朱が塗布されている。

第 5号配石遺構出土土器 (第13図 5、 第4図版 2,3、 PL 5-2,3、 12-1-6)

第 5号配石遺構からは、奏と深鉢が出上している。第13図 5は晩期Ⅵ期から弥生 I期 とみられる深鉢で、口縁

部には、頂部に押圧のある 2個 1対の小さな山形突起が飾られる。長い口頸部は軽 く外反 し、体部上半でゆるや

かに膨らむ。頸部に太い匹字文がめぐる。日頸部は ミガキによって調整され、朱が塗布されている。体部にはL

R斜行縄文が施されている。他に大型の深鉢の体部下半 1点 (第 4図版 2)と 高さ17cmの深鉢 1点 (同図版3)が

出土している。後者は平坦口縁で短い無文の口頸部をもつ。いずれもLR斜行縄文が施されている。弥生前期 I

期の深鉢と推定される。

第11号土器埋設土壌出土土器 (第 4図版 4、 PL.5-4)

第11号土器埋設土羨からは、深鉢の体部下半から底部にかけての土器が出土している。底径 7 cIIl、 体部にはL

R斜行縄文がみられる。内面はミガキによって整えられている。胎土には海綿状骨針が含まれている。時期は、
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器形、縄文、調整などから、縄文晩期終末から弥生前期 I期までに属すると推定される。

第 12号土器埋設土壊出土土器 (第 4図版 5、 PL 5-5)

第12号土器埋設土羨からは、縄文時代晩期終末から秀生時代前期とみられる深鉢の体部下半が出上 している。

LR斜行縄文が施され、内面はかるく磨かれている。底部を欠く。

第 13号土器埋設土摸出土土器 (第 4図版 6、 PL 5-6)

この上羨からは、縄文晩期終末から弥生前期と推定される深鉢の体部下半が出上している。底径は1 lclllで、 L

R斜行縄文が施され、内面は軽いナデによって調整されている。底部には木葉痕がみられる。

第 15号土器埋設土壌出土土器 (第 13図 6～ 9、 第4図版 7、 PL 6-1、 12-1-1,2-1,2,7)

この上器埋設土羨からは、深鉢、鉢、重が出土している。第13図 7は、晩期終末Ⅵ期から弥生 I期の小波状口

縁の深鉢で、日頸部が短 く、直立し、体部上半が膨らむ。体部にはLR斜行縄文が施され、内面はナデとかるい

ミガキで仕上げられる。鉢は 2点出上してお り、いずれも日縁部から体部にかけて軽い膨らみをもつ。第13図 6

(PL 12-2-1)は 、弥生 I期の装飾鉢で、体上部に変形工字文A2型が展開する。この変形工字文は小さな

貼付粘土粒をもつ。さらに丁寧なミガキが加えられ、朱が塗布されている。胎土には海綿状骨針がみられる。第

13図 8は、平坦口縁の鉢で、口縁部に 5条の平行線がめぐり、回縁部内面に 1条沈線が施されている。体部下半

にLR斜行縄文が施されている。器面はナデとかるい ミガキによって調整される。

第 4図版 7(PL 6-1)は 、日頸部がほぼ直立し、肩部が強く張る大型壷で、高さは35clll程度と推定される。

弥生 I期に属すると考えられる。頸部は太く、比較的長い。日縁部と頸部の境に 4単位の匹字文が施され、丁寧

なミガキによって仕上げられている。器面には朱が塗布されている。弘前市砂沢遺跡、福島県墓料遺跡、あるい

は秋田県諏訪台C遺跡などの弥生 I期の壷に共通 した様相がみられる (須藤他 1984、 利部・和泉 1990、 村越他

1991)。

P区包含層出土土器 (第 13図 10～第16図 4、 第5図版 1～ 4、 PL.6、 12～ 14)

P区の 4層、 8a層、 9層、10層、11層から、縄文晩期V期から弥生Ⅲ期の土器が出土している。出土土器に

は層位的に明確な相違はみられず、各層を通して主体となるのは弥生Ⅱ期の山王Ⅲ層式の古段階 (青木畑式)の

土器である。

4層からは弥生Ⅱ期の深鉢が 1点確認されている (第13図 10)。 平坦口縁で、日頸部は軽く外彎する。比較的小

型であり、器面は磨かれ、灰化物が付着している。

8層では晩期Ⅵ期の鉢が 1点出土している (同図■)。 体部上半に 4条の平行沈線文がめぐる。 8a層からは、

型式の判定できる 4点の上器が出上した (同図12～ 15)。 甕は平坦口縁で、器面は内外面ともに磨かれている (同

図12)。 深鉢は、日縁に、頂部に箆押圧のある山形突起が飾られ、顕部に太い沈線が 1条施されている (同図14)。

突起の形状などから、斎生 I期からⅡa期に属すると考えられる。第13図 15は、高杯脚部である。変形工字文 C

l型が施されている。器面はナデ調整され、朱が塗布されている。弥生工a期に属する。



9層からは、弥生Ⅱa期の上器が 4点出土 している (同図16～ 19)。 養は平坦口縁で、日頸部が 3 clll前後のもの

(同図17)と、 l clll程度の短いもの (同図16)がみられる。高杯、または鉢には平坦口縁で、体部から口縁部にか

けて屈曲なく広がる類型がみられる (同図18)。 体部には平行線文が展開し、秀生Ⅱa期のものと推定される。第

13図 19の鉢は平坦口縁で、屈曲なく広がる (PL 12-2-13)。 体部に変形工字文 Cl型が展開する。器面は丁寧

に磨かれ、朱が塗布される。日縁部の内外面には反化物が付着している。この鉢は、弥生Ⅱa期に属する。

10層からは、晩期 V期から弥生Ⅲ期の上器が35点出上 している (第 14図 1～ 13、 第15図 1～ 19、 第5図版 1～ 3、

PL 6-2, 3, 7)。

弥生Ⅲ期の上器には、委、重がみられる。姿には平坦口縁で、短い口頸部がほぼ直立し、肩が強く張る類型 (第

14図 1、 PL 13-1-1)がみられる。日頸部に太い平行線、体部上半には 1列の円形刺突列と太い平行線がめ

ぐる。体部にはLR斜行縄文が施される。谷起島遺跡などから出土する磨消縄文手法と列点文手法の併用された

土器群と類似しており、方生Ⅲ期の土器と推定される。また、日頸部が外反する平坦口縁の甕は、体部にカナム

グラの≧の回転圧痕と推定される擬似縄文が施されている。口頸部はミガキによって調整されている (同図 2、

PL,13-1-2)。 秀生中期前半に桝形囲式期に発達する擬似縄文がすでにこの地で出現していたことが確認さ

れ、重要な資料である。壷は広口壷で、体郡中位に最大径を有し、磨消縄文手法による波状文帯が展開する。縄

文が沈線帯中に文様に沿って展開する手法が特徴的である。内外面に朱が彩色され、内面には炭化物が付着して

いる (第 5図版 3)。 この上器は、弥生中期前半のⅢ期に属すると推定される。

さらに10層からは弥生Ⅱ期の養、蓋、晩期Ⅵ期から弥生Ⅱ期の深鉢、高杯、鉢、重が出土している。第14図 3、

13の甕は、平坦日縁で、日頸部が 3～ 5 clllと 比較的長い。日縁部は直上あるいは緩やかに外彎し、体部上半が張

る。体部には横走するLR縄文が施されている。器面はナデ調整が加えられ、内外面に灰化物が付着している。

弥生Ⅱ期のものとみられる。同図 4の深鉢は、口頸部が1.5cm程度で短 く、日縁部の屈曲も弱い。第15図 3、 4

は、日縁部が軽く外反する小波状口縁の深鉢である。これらは、晩期終末から秀生 I期に一般的な土器である。

同図 6の鉢は、体部に変形工字文 Cl型が施され、器面は丁寧に磨かれている。弥生 I、 工期の高杯か鉢と推定

される。また、第14図 5は体部が緩やかに広がる鉢である。器面が磨滅しているが、比較的細い沈線で変形工字

文、連択文あるいは菱形文が施されている。高杯には 3条の平行線による文様がめぐるもの (第14図 7)、 変形工字

文 C2型が展開する類型 (第 14図 10)な どがみられる。器面は丁寧に磨かれ、胎土には金雲母が混和されている。

変形工字文 C型が施された脚部が出上している (第 14図 11)。 これらの高杯は、弥生工a期の上器と考えられる。

秀生 I期の鉢、高杯が若千出土している。高杯は、円盤状粘土板の貼 り付けのある大きな山形突起をもち、体

部に変形工字文A型が施されている (同図 8、 PL 14-1-6)。 また、第15図 10は、高杯の装飾口縁と推定され、

頂部に押圧が加わる大きな山形突起が施されている。第15図 13は口縁部が内彎するし、体部には変形工字文A2

型が展開する。

同図16は、強くひらく浅鉢で、平行線が口縁部外面に 5条、内面に 1条めぐる。弥生時代 I期からⅡa期に属

すると推定される。第15図 18は、平坦日縁で、日縁は内彎し、変形工字文Al型が施されている。高杯と推定さ

矛とる。

晩期Ⅵ期の上器としては深鉢、鉢が出土している。深鉢は短い口頸部をもち、小波状口縁で口頸部は軽 く外反

する (第 15図 14,15)。 鉢は平坦口縁で、日縁部が屈曲なく広が り、体部には変形工字文A2型が展開する (第15

32



第 3章 調 査 の 成 果

図11,12)。

晩期 V期の土器には、深鉢、鉢がみられる。深鉢は口唇部に刻みが加えられ、日縁部に 2条の平行沈線文が施

される (同図19)。 第15図 17の鉢は、日縁部が強 く内彎し、山形突起が飾られる。体部上半には上下に対向する匹

字文が 2段施される。器面は丁寧に磨かれ、朱が塗布されている。低い小型の台をもつとみられる。

11層からは、縄文晩期 V期から弥生 Ia期の上器が10点出上している。第15図22(PL 15-1-1)は、口縁

に大きな山形突起が飾られ、くの字に屈曲する日頸部をもつ。体部には変形工字文Cl型が展開し、器面は磨か

れている。また、平行線文のめぐる高杯脚部 (第 5図版 4、 PL 6-5)や 、透しのある波状文の台部 (第 15図 21、

PL 14-2-13)が 出上している。これらの上器は、比較的太く深い沈線によって文様が描かれ、器面が入念に

磨かれ、内面はナデで調整されている。このような特徴から弥生Ⅱa期の上器群と判断される。

第15図 23は、体部上半が内彎し屈曲する器形の高杯である。日縁には頂部に押圧のある大きな山形突起が施さ

れる。日縁端面には、深い沈線が加えられ、内面には突起に沿った沈線が 1条めぐる。器形、突起の形状から弥

生 I期の上器と考えられる。また、第15図 24は、日縁部がわずかに内彎して立ち上がる。平坦口縁で、変形工字

文の一部とみられる沈線が 6条めぐる。この土器は晩期 V期新段階からⅥ期に属すると推定される。

第16図 2は、晩期 V期新段階からⅦ期の大型鉢である。日縁端面に沈線が加えられ、 2個 1対の低い山形突起

が配される。体部上半には匹字文が 1段展開し、器面には朱が塗布されている。

同図 1、 3は晩期 V期の深鉢である。 1は、押圧による小波状口縁をもつ。口頸部は比較的長 く、体部には横

走するLR縄文が施されている。V期の中段階あるいは新段階に属すると推定される。同図 3は、小波状口縁で、

日頸部は短 く直上する。口顕部は磨かれ、体部にLR縄文が施されている。V期新段階に属するとみられる。

同図 4は、口縁部が軽く内彎して直上する深鉢である。口縁部は軽く肥厚し、端面が平坦に仕上げられている。

LR縄文がやや浅 く施されている。このような口縁部、縄文施文の特徴は縄文時代晩期前半から弥生時代の深鉢

にはほとんどみられない特徴である。 (坂田、京野、須藤)

Q区出土土器

Q区では平箱で11箱分、約36kBの 上器が出土している。特にQ西区の南半では10層から25層において豊富な資

料が出上した。また、竪穴状遺構、浅い土羨から完形に近い土器がまとまって出上している。東区では生活面、

包含層が削平されており、弥生、縄文時代の堆積層は確認できなかった。Q区中央は1965年度の調査発掘区の確

認のために掘 り下げたもので、出土遺物の大部分が 2次堆積層の遺物である。ここでは、 Q西区の晩期後半から

弥生前期の上器について記述する。

Q西区出土土器 (第 16図 5～ 17、 17～ 22図、23図 1～ 3、 第5図版5～ 10、 6～ 8図版、9図版 1)

Q西区では、第14号土器埋設土羨、竪穴状遺構、包含層の10～ 17層、20層、22層、24～25層に消いて、縄文時

代晩期後半から弥生時代中期前半の上器が133点出土した。これらの資料を検討したところ、弥生時代前期の上

器型式の変遷が層位的に捉えられた。すなわち10～ 17層では、主に弥生時代Ib期 (山王Ⅲ層式)の土器が出土

している。 20、 22層では、弥生Ⅱa期 (青木畑式)に属する土器が多数みられる。そして、23層を掘 り込む竪穴

状遺構では、秀生Ⅱa期に属する土器が出土 している。24層、25層では、弥生 I期 (山王Ⅳ上層式)の上器が主



体である。

第 14号土器埋設土壌出土土器 (第 5図版 5、 PL.6-6)

第14号土器埋設土羨からは小波状日縁の深鉢が出土した。日径が 17clll、 器高は23伽あ り、体部にはLR斜行縄

文が幾分横走気味に施される。日縁部端面をヘラによる押圧で小波状とし、日頸部をナデによって調整 している。

内面に接合痕が 1～ 1.5cm幅 でみられる。また、外面では体部上半に、内面では体部下半に炭化物が付着してい

る。この上器は晩期Ⅵ期から弥生 I期に属すると推定される。

竪穴状遺構出土土器群 (第 5図版 6,7、 PL 6-4,8、 第16図 5～ 13、 PL 15-2)

Q西区の竪穴状遺構からは主に弥生前期 Ia期の上器が出土している。そのうち、11点を掲げた。第16図 13(P

L,15-2-3)は、口頸部から肩部にかけて軽く膨らみをもつ深鉢である。日縁部は短 く直上する。日縁部外面

に 3条、内面には 1条の沈線がめぐる。頸部の膨らみには 1条の太い沈線が緩やかな波状に展開する。体部は、

円筒形を呈するのが一般的である。この類型の深鉢は、一迫町青木畑澄跡、名取市十三塚遺跡、山形県酒田市生

石 2遺跡、蟹沢遺跡、秋田県秋田城跡 (加藤 1982、 恵美 1979、 安部 1987、 加藤他 1986、 須藤 1997、 小松他

1979)な どから出土している。秀生 I期からIa期に属する特徴的な深鉢である。

第 5図版 7の高杯は、日縁部が上方に立ち上が り、頸部でかるく内屈し、体部が緩やかに内彎して広がる。太

い脚部をもつ。日縁部と体部には 3条の平行線が施され、体部上半に無文帯がめぐる。体部下半には、LR斜行

縄文が施されている。胎土には金雲母が混和され、器面には朱が彩色されている。焼成は良好である。このよう

な特徴をもつ高杯は、青木畑遺跡、岩手県軽米町馬場野工遺跡、和当地 I遺跡など、北上川水系に広く分布する

(工藤他 1986、 高橋他 1997)。 高杯の脚部には、 3条の波状文が施されるもの (第 16図 12)と 、磨消縄文手法に

よる垂下文の施されたもの (同図9)がみられる。前者は、山王囲遺跡1965年度調査のⅢ c、 1層などⅢ層下層

に多く、弥生時代Ⅱ期古段階に盛行する類型である。後者は、Ⅲ a、 k層などⅢ層上層から多く出上し、工期の

新段階に発達する類型である (須藤 1983)。

10～ 17層出土土器群

この地区の包含層のうち、10～ 17層では秀生Ⅱ期の上器が主体である。斐、深鉢、鉢、高杯、壷、蓋が出上し

ている。甕は倒卵形で、外反あるいは直上する回頸部をもつ。口縁は大半が平坦で、幅 2～ 3 clllあ る。第 6図版

4(PL 9-1)は 、発掘区南東部のXlY2a区 の15層から出上した養で、平坦口縁をもち、頸部で強く屈曲

し、口縁部は軽く外彎気味に立ち上がる。肩部は強く膨らむ。日径は26cm、 体部の最大径は32cIIlあ り、高さは40

crll程度とみられる。比較的大型な甕である。体部には全体に灰化物の付着がみられる。第20図 1は、16層から出

上した波状口縁の奏である。日頸部は短 く軽く外彎する。肩部がわずかに膨らむ。第 16図 14、 17も 押圧による小

波状縁の口頸部で、この類型に属するとみられる。

深鉢には、頸部に平行線がめぐり、強く膨らむ肩部をもつ類型 (第 5図版 8、 第19図13)と 、口縁部に屈曲がな

く緩やかに内彎するか、真直ぐに立ち上が り、体部から底部にかけてわずかに内彎し、すばむ砲弾形深鉢 (第 6

図版 3、 第17図 3,10,11)が 出土している。第 5図版 8は、日径35clll、 器高が37cIIlあ り、比較的大型である。頸
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部から肩部に 4条の平行線が施されている。口縁部には、 2個 1対の低い山形突起が 6単位飾られている。突起

の下には 4～ 6 cmの長さの刻線が 1条施され、内面に 1条の沈線がめぐる。内外面ともに炭化物の付着がみられ、

特に内面では体部下半に顕著である。第19図 13は、日頸部に 4条の平行線が施され、口縁部には 2個 1対の山形

突起が飾られる。器面は軽く磨かれ、体部内外面に戊化物が付着している。突起の形状などから、弥生工a期の

山王Ⅲ層式古段階 (青木畑式)に属するとみられる。

蓋には笠状の器形で台状の摘みの付く類型がみられる。器外面にLR縄文が施されるもの (第18図 1、 第20図 12,

13,14、 第 6図版 5)、 無文のもの (第 19図 14、 第20図 16、 第 5図版10、 PL 7-2)、 有文のもの (第 19図 16、 PL 18

-2-6)が出上している。縄文施文のものが主体であるが、無文の蓋も日につく。蓋の口縁部付近内面に灰化

物が帯状に付着している。第18図 1、 第19図 14、 第20図 13、 16の場合、内面に日縁から3～ 4 clllの 幅で帯状に炭

化物の付着がみられ、外面では 2～ 3 cmの範囲に黒色変化が観察される。これらの蓋は、甕などに日縁部端がわ

ずかにはみ出すように被せられ、使用された結果、物の煮たきによって炭化物が付着したものとみられる。第 5

図版10(PL 7-2)の 無文蓋は、内外面ともに帯状の炭化物付着がみられるが、日縁部付近の約 l clll幅 に戊化

物の付着は認められない。

第19図 16は、日縁部にLR縄文が施され、日縁に沿って 2条の平行沈線がめぐる。体部に連続山形文が展開す

る。LR縄文は磨消されている。内面には炭化物が付着し、「Il縁から約 1～ 4 clllの 範囲に集中している。この同

一個体破片が1965年の発掘調査資料 (第30図 19)にみられる。体部には沈線による複雑な入組文が施され、沈線

区画外には、LR縄文が施される。官城県角田市鱚沼遺跡 (志間 1971)か ら多数出土する平底鎌を伏せたよう

な円筒摘みのない類型の蓋である可能性が高く、直上回縁の砲弾形の装飾深鉢にセットになるとみられる。

高杯は、口縁部から体部にかけて明瞭な屈曲がなく緩やかに広がる器形が多い。磨消縄文手法、充填縄文手法

を伴った変形工字文 C2、 3型が施される。第17図14(PL 17-1-8)は 変形工字文C3型が展開し、縄文が

充填されている。変形工字文の一部が入組文的に崩れ、その無文部に先端半円形の工具によって刺突列が 1条加

えられている。この刺突列は、体部下限の平行線間にもみられる。器面は丁寧に磨かれ、朱が施されている。胎

土には金雲母が含まれている。これと同一個体の破片が1965年発掘調査資料に確認されている (PL■ 7-1-9)。

第18図 8(PL 17-1-10)は 、太い沈線によって変形工字文C2型が描かれ、磨消縄文手法で飾られる。文様

内に充填される沈線が上段では欠落している。中期に盛行する「王字文」へ文様の変化する様相がうかがえる。

器面は丁寧に磨かれ、朱が彩色されている。

高杯の脚部は、中位に軽い膨らみをもつ円筒形を呈する。磨消縄文手法、充填縄文手法を用い、垂下文や波状

文が施される。第 6図版 1(PL 7-4)は、磨消縄文手法で山形文と垂下文が組み合った幾分複雑な文様が施

されている。また、第17図 2(PL 16-1-4)は、充填縄文手法を用いた垂下文が展開する。胎上には、山王

Ⅲ層式上器に特徴的にみられる金雲母が混和され、器面全体に朱が塗布されている。第18図 9、 10、 第20図 3は、

磨消縄文手法を伴う波状文が施され、器面には朱が塗布されている。また、同図 4は 2条の沈線によって波状文

が描かれている。縄文は施されず、器面が丁寧に磨かれている。第18図 9、 第20図 4には胎土に金雲母が混和さ

れている。高杯脚部の内面は、調整が粗く、幅1.5～ 2 cIIlの接合痕が明瞭に認められる。

第 5図版 9(PL 7-3)は無文の小型壷である。外面と体部下半の内面はナデによって調整されている。体

部上半の内面は、口頸部から指で押さえて成形されており、幅 1～ 1 5cmの粘土紐の接合痕がみられる。このよ



うな土器は、山王囲遺跡Ⅲ層、秋田県諏訪台C遺跡、地蔵田B遺跡などからも出土している (菅原他 1986)。 第

20図10(PL 19-2-2)は 、体部上半に変形工字文C5型 (須藤 1983)に類する文様が描かれた壷である。変

形工字文の反転部からのびる 2条の斜線は横方向には連続しない。器面には朱が塗布されている。

20層、22層出土土器 (第 21図 2～ 9、 22図 1～ 15、 PL.20、 21-1、 21-2-1～ 5,7～ 9)

包含層の20～22層からは、主として弥生時代工期の資料が出上した。器種には養、深鉢、高杯、壷、蓋がみら

れる。第20図 15は、平坦口縁の甕である。日縁部はほぼ直上する。頸部の括れは強く、肩部が張る。体部には、

LR原体に r撚 りの縄を巻きつけた付加条縄文が施されている (PL 20-2-1)。 山王囲遺跡では弥生前期の上

器に施される縄文は、一般的にLR縄文であり、付加条縄文、無節のR縄文は極めて稀である。第 6図版 6(P

L8-2)は 口径 1 5cIIl、 器高22clllで、比較的小型の甕である。体部にLR斜行縄文が施され、外反する口縁部は

無文である。第21図 6は、平坦口縁の甕である。日頸部外面はミガキによって仕上げられている。内面は調整が

粗く、幅約1.5～ 2 cmの粘土紐接合痕がみられる。内外面ともに体部上半に灰化物が付着している。

第20図17(PL 19-2-1)の深鉢は、頸部に 1条の沈線がめぐり、器面に朱が塗布されている。日頸部外、

内面の調整は、磨きによって丁寧に行われている。第 7図版 1(PL 8-3)は 、日縁が強く内彎する砲弾形の

深鉢である。縦走LR縄文がみられる。縄文晩期終末から秀生前期の山王囲遺跡出土土器には、LR斜行縄文と

横走縄文が一般的で、縦走縄文の上器は稀である。内面は、ナデ調整されている。内外面に炭化物が付着してい

る。第22図■の深鉢は、押圧による不規則な小波状口縁をもつ。第22図 15は、縄文晩期Ⅳ期の深鉢である。口唇

部には押圧が加えられ、頸部と日縁部内面に 1条の沈線が施されている。器面は非常に丁寧に磨かれている。

第21図 5の蓋は、無文で内外面ともに軽い磨きによって調整されている。内面にはた化物が口縁から約 4 clll幅

で帯状に付着している。第22図 10の蓋は、外面に縄文が施され、内面は磨きによって調整されている。日径は14

clllで小型である。灰化物は内外面ともに口縁から2～ 2 5clllの範囲に帯状に付着している。

高杯には変形工字文Cl型 とA型が展開する。第21図 4は変形工字文 Cl型が施文されている。意匠の反転郡

の横にのびる沈線は調整によって消されることが多いが、この上器はそのまま残されている。胎土には金雲母が

混和され、器面には朱が彩色されている。体部上半に反化物の付着がみられる。第22図 14は変形工字文A型が施

され、縄文晩期Ⅵ期から弥生 I期の土器と考えられる。高杯の脚部には、第21図 9(PL 20-2-5)の ように

磨消縄文手法を伴う3条の沈線による波状文が施されたものがある。外面は沈線を描いた後に、磨きによって仕

上げられ、内面はナデで調整されている。胎土には金雲母が混和され、外面には朱が塗布されている。

鉢には、比較的多様な器形がみられる。第21図 2(PL 20-2-2)は 、直線的に広がる鉢である。LR縄文

を施した後、変形工字文 C2型が描かれている。器面には朱がみられる。類例が官城県青木畑遺跡から出土して

いる。第 7図版 2(PL 8-4)は 、外反口縁の小型鉢である。外面に幅1.5～ 2 cIIlの 粘土紐の接合痕がみられ

る。外面にはLR斜行縄文が施され、内面はナデによって調整されている。第21図 8は、日縁部と内面が丁寧に

磨かれている。体部上半には部分的に浅い縄文がみられる。胎土に金雲母が混和され、器面には朱が塗布されて

いる。第22図 6(PL 21-1-1)は 広口重である。弥生工期と推定される。類例は岩手県湯舟沢遺跡、上村貝

塚などにみられる (昆野他 1991)。 第22図 12は、回縁部に 2個 1対の山形突起が配され、口縁部端面に沈線が施

される。口縁から体部には 3条の平行線が施され、内外面ともに磨き調整されている。
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第 3章 調 査 の 成 果

第22図 8(PL.21-2-9)は、日頸部が軽く外彎する小型壷である。丁寧に磨かれ、朱が塗布されている。

同図9(PL.21-2-2)は、日頸部が直上する壷で、器面は丁寧に磨かれ、口縁部に 2条の平行線文がめぐる。

胎上には金雲母が観察される。こうした土器群の大部分は、山王Ⅲ層式に属するとみられる。

24層、25層出土土器 (第22図 16～ 19、 23図 1～ 3、 PL 8～■、21、 22)

24層、25層では、弥生 I期の土器が主体的に出土している。発掘区の西寄 りの地区から完形に近い土器が一括

して出土した。

第 8図版 1(PL 10-1)は平坦口縁の甕で、日径26cIIl、 体部最大径30clllと 比較的大型である。体部にはLR

斜行縄文が施され、日頸部が軽く磨かれている。口頸部内面には磨きが加わり、体部はナデで調整されている。

外面に約1.5cIIl幅で接合痕が観察される。第22図 17は平坦口縁の甕で、日径は21clll程度と推定される。器面の調

整方法や手順、土器の成形は第 8図版 1と非常によく似ている。

第 7図版 5(PL 9-2)は、日径20clll、 器高20clllと 比較的小型の砲弾形深鉢である。外面にはLR斜行縄文

が施され、内面はナデで調整されている。底部には木棄痕があり、内面全体に炭化物が付着している。第 7図版

6(PL 9-3)、 8図版 2(PL 10-2)は、日頸部が屈曲する小波状口縁の深鉢である。第 7図版 6は口径14

clll、 器高19clllと比較的小型で、 8図版 2は口径23clll、 器高30ctllの大型深鉢である。いずれもLR縄文が体部に施

されている。

第 9図版 1(PL H-2)は、変形工字文A2型の施される高杯で、弥生 I期の土器である。箆描文を施し、

反転部を彫 り込み、粘土粒が貼付される。さらに器面は丁寧に磨かれている。日縁には円形の小粘土盤を貼 り付

けた山形突起と、頂部に 1個刻みをもつ山形突起が交互に 3単位配されている。日唇部には沈線 1条が加えられ

る。内外面ともに朱が塗布されている。杯部のひろがりが強いのが特徴的である。

第 7図版 4(PL■ -1)は 口径36clllの 大型鉢である。日縁には対向する2個 1対の山形突起が 6ケ所配され、

日唇部に沈線が施されている。体部上半には 5条の平行線が施され、 3条の沈線間を 5カ所で彫り込み、長径約

5111111の粘土粒を彫り込みの両端に貼 り付けて匹字文を構成する。器面は丁寧に磨かれ、朱が彩色される。この上

器は、突起の形状や体部文様、粘土粒などの貼付方法から、弥生 I期に属する鉢と考えられる。

第 7図版 3(PL.8-5)は、体部最大径が10clll、 高さ12clll程 の小型壺である。頸部と体部下半に 1条の沈線

がめぐり、外面は軽く磨かれている。器面には朱が塗布される。このような形態の土器は、秋田県地蔵田B遺跡、

諏訪台C遺跡において出土しており、秀生 I期の上器と推定される。

Qゴヒ区 (第23図 7、 9図版 2、 PL ll、 22)

この地区は、1965年度の調査区】ヒ側を確認するために発掘を行い、 9層 まで掘 り下げた。 9層から、 2点の上

器が出土した。第 9図版 2(PL ll-3)は、口縁部端面に押圧による刻み目の加わる深鉢である。頸部に 2条

の沈線がめぐり、体部にはRL斜行縄文が施される。内外面に炭化物の付着がみられる。晩期Ⅳ期の深鉢である。

また、第23図 7(PL.22-2-8)は、晩期Ⅳ期の鉢である。体部には磨消縄文手法による平行線文化した雲形

文が施され、縄文原体は細いLR縄文が用いられている。この雲形文は、縄文晩期中頃の通常の雲形文に比べる

と平行線化し、反転部分が鋭く屈折する意匠構成となっており、Ⅳ期でもより新しい様相を消びる。



Q東区

第10号土器埋設土壌出土土器 (第23図 4～ 6、 PL.22-1-5、 22-2-1,2)

第10号土器埋設土羨からは 3点の土器が出土した。深鉢と壺がみられる。第23図 4は、壷の口頸部で、日縁部

には頂部に押圧のある山形突起が飾られる。この突起形状と、筒状の頸部に太い平行線 2条がめぐっている′点か

ら、秀生工期に相当する壷と考えられる。類似した土器は岩手県上村貝塚から出土している。同図 5は、日顕部

に屈曲をもつ深鉢である。体部上半に平行沈線が 2条施されている。また、同図 6は、日縁部に屈曲をもたない

深鉢である。これらの深鉢も秀生工期に一般的にみられる土器である。            (京 野・須藤)

R区出土土器

R区からは、縄文晩期V期から秀生工期にかけての上器が出土しており、88点を資料化した。

ピット396(第23図 9,10、 PL.22-2-3, 7)

ピット396か らは、高杯が 2点出上した。第23図 9は、弥生 Ia期の高杯で、体部には変形工字文 Cl型が展

開する。器面は磨きによって調整され、金雲母がみられる。同図10は、秀生 I期から弥生 I期の山形突起をもつ

高杯で、器面は磨きによって調整されている。日縁端面に沈線が施される。

ピット397(第23図 11～ 13、 PL.22-2-4, 5, 9)

ピット397か らは、甕、深鉢、高杯が出土している。第23図11は、弥生工期の甕で、日縁部は押圧によって小

波状を呈する。器面は磨きによって調整されている。同図12は晩期Ⅵ期から弥生Ⅱa期の砲弾形深鉢で、LR斜

行縄文が施される。同図13は弥生工a期の高杯脚部で、 3条の並行線による波状文がめぐり、磨きによって調整

されている。

ビット399(第23図 14)

ピット399か らは秀生 I期の高杯の体部が出土 している。太い沈線による文様帯の区画線がみられ、体部下半

にLR斜行縄文が施されている。丁寧な磨きによって調整されている。

ビット402(第 23図 15、 第26図 1～ 3)

ピット402か らは、秀生Ⅱ期の甕、高杯、鉢が出土している。第23図15は、弥生 I期の平坦日縁の甕で、体部

にLR斜行縄文が施されている。口頸部は横ナデによって調整されている。第24図 1は弥生 Ib期の平坦口縁の

高杯で、体郡下半にLR斜行縄文が施された後、変形工字文 C2型が描かれ、磨きによって仕上げられている。

胎土に金雲母が認められる。第24図 3は、弥生工a期の鉢、あるいは高必で、体部に変形工宇文 Cl型が展開す

る。器面には朱が塗布されている。器面に金雲母はみられない。

ピット405(第 24図 4)

ピット405か らは、高杯が 1点出土している。外面は磨き、内面はナデによって調整されている。日顕部、肩
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部の形態、箆描文の様相から、縄文晩期Ⅵ期から弥生 I期の高杯と推定される。

ビット406(第 24図 5)

ピット406か らは、秀生Ⅱ期の高杯が出上している。日縁部に突起が施されており、変形工字文 Cl型が展開

すると推定される。器面はナデと磨きによって調整されている。

R区包含層出土土器 (第 24図 6～ 27、 第25図 1～ 23、 第26図 1～ 31)

包含層 lb層、 2b層から、晩期Ⅳ期から弥生Ⅱb期の上器が出土した。出土土器には、層位的な変化はみら

れず、主体となるのは弥生Ⅱ期の土器である。

弥生工期の土器は、甕、深鉢、鉢、高杯がみられる。甕は平坦口縁で、日縁部が緩やかに外彎する (第 24図 6,

7,8,23,24)。 日顕部は比較的長く無文である。体部には横走するLR縄文が施されている。深鉢は口縁部が

外彎し、頸部に平行沈線がめぐる (第24図 9,12)。 鉢には、変形工字文Cl型が施される (第25図 H,12)。 高杯

は口頸部がくの字状に内屈し、体部に変形工字文C2型が施される (第 24図■)。 器面は丁寧に磨かれ、朱が塗布

される。内面には炭化物が付着している。高杯脚部には、波状文 (第 24図 10、 第25図 4,13～ 15)や、垂下文 (第 25

図16)が施されている。胎上に金雲母が混和される。第24図 10は、細く浅い 2条の並行線によって波状文が描か

れる。第25図 4は、太い 3条の沈線により波状文が描かれており、器面は丁寧に磨かれている。

秀生Ia期の土器は、甕、鉢、高杯がみられる。第25図 6は、屈曲なく広がる鉢で、口縁部にめぐる低い隆帯

を上下から彫 り込み、工字文としている。体部文様帯に磨消縄文手法による変形工字文 (Cl型 )が展開すると

みられる。このような装飾の鉢は、青木畑遺跡から出上している。

R区 2層では高杯が目につく。この器種は、体部に波状文が展開するものがみられる (第25図 5)。 この土器は、

山王囲遺跡Ⅲ層下部から多数出土している。脚部には、変形工字文C型 (第26図18)や、 3～ 5条の平行沈線 (同

図19)、 透し孔を有する波状文 (第 24図17,27、 第25図 13,14、 第26図13,14)が施されている。特に、平行沈線や波

状文は、比較的太く鋭い沈線によって文様が描かれている。

弥生 I期の上器としては鉢がみられる。鉢は山形の波状口縁をもち、口縁端面に沈線が加えられるもの (第 26

図15、 20)と、平坦口縁で口縁部が内彎するもの (第25図 17、 第26図21)がみられ、体部には変形工字文A2型が

展開する。

晩期Ⅵ期の土器には抹がみられる。平坦口縁で、体部上半が内彎し、匹字文 (第25図 1)や変形工字文Al型

(第26図 24)カミ施される。

晩期V期の上器としては深鉢、鉢、台付浅鉢がみられる。深鉢 (第 26図29)は山形突起をもつ大波状口縁で、

外反する口頸部をもつ。鉢 (第26図30)は平坦口縁で、日縁部が内彎し、体部に平行線がめぐる。第26図31は鉢

の台部で、匹字文が施されている。

晩期Ⅳ期の深鉢、鉢がみられる。深鉢 (第24図 20)は平坦口縁に刻みが施されたもので、体部に平行線がめぐ

る。鉢 (第24図21)は 口縁部が内彎し、平坦口縁に刻みが加えられる。体部には、磨消縄文手法のみられる雲形

文が展開する。 (坂田、京野、須藤)



(3)土 製 品

土製品としては土偶頭部 1点、蓋形土製品 1点が出上している。

a.土  偶

R西区の南北 トレンチ北端、B Z68区 2b層から中空土偶の頭部が出土した (第 9図版 4、 PL 25-2-1)。

頭頂部は剥落がみられるが、飾髪土偶と考えられる。頂部に径 5 11ullの焼成前の穿孔がみられる。顔面はやや上向

で、日、眉、耳、鼻、日は、粘土粒や粘土紐を貼付し、刺突や亥Jみを加えて表している。特に日と口は小さな環

状の粘土帯で表されている。後頭部と胸部には箆描文が施されている。頸部と背部は丁寧に箆磨きを加えられて

いる。類例は岩手県九年橋遺跡、中神遺跡 (須藤編 1997)な どにみられる。晩期V期の上偶と推定される。

b.蓋形土製品

大きな円錐形の蓋状の上製品がR西区B Z68区 2b層から出土した (第 9図版 3、 PL 4-1、 25-2-2)。 直

径5.5oll、 高さ3 5cIIlあ り、底面がかるく凹面になる。十字に隆帯が貼付され、隆帯上とその区画内に細い沈線が

放射状に施される。縁辺にも幅 1911程の隆帯が貼 り付けられ、 4～ 5条の平行線が加えられる。中央部には径 2

11ullの焼成前穿孔が 2個認められ、孔は垂直に貫通している。朱が塗布されている。岩手県軽米町大日向遺跡に類

例がみられる (田鎖他 1995)。 弥生時代 I、 工期に属する小型壷の蓋の可能性が考えられるが用途は引確ではな

い 。 (坂田)

(4)石器・石製品

P、 Q東、Q西、R区の遺構および遺物包合層から出土した石器のうち定型的な石器、あるいは調整加工が明

瞭な石器を抽出して属性を観察、検討した (付表 3)。 対象とした石器は92点である。石器の器種認定基準は、基

本的に第 1、 2次調査の報告書に従った。

石   鏃 (第 10図版 1～ 17、 PL 26-1～ 17)

石鏃は20点出土し、完形のものは 7点である。長さは15.411ull～ 373111111の 範囲で、2011ull前後のものが多い。重さ

は0.37g～4.95gで lg前後に多く集中する。凸基有茎式が最も多くH点、凹基無茎式 1点、平基無茎式 2点、

不明のもの 3点である。両面加工のものが 9点、半両面加工石鏃が 4点、周縁加工のものが 3点みられ、自然面

や素材剥片の剥離面が残存しているものは比較的少ない。石材は鉄石英が13点をしめ、最も多く、他に頁岩、黒

曜石、珪質褒灰岩がみられる。破損は先端および茎に見られ、第10図版 1の石鏃先端は衝撃剥離の可能性が考え

られる。第10図版 9、 Hは茎部に黒色の付着物が認められる。

石   錐 (第 10図版18～ 22,24,25、 PL,26-18～ 24)

石錐は 7′く出上している。完形品は 1′く、先端部が破損しているものが 3点、基部が破損しているものが 3点

みられる。長さは27.411ull～ 36.411ullあ り、重さは0,76g～2.28gあ る。棒状の類型が多く、基部の断面形が痛平あ

るいは楕円形を呈する類型がある。石材は黒曜石、鉄石英、頁岩、珪質頁岩、碧玉などである。両面加工で側縁

から丁寧に調整され、中央に自然面や素材剥片の腹、背面を残すものが多い。第10図版24(PL 26-22)の石錐

は自然面のある剥片を横位に用い、剥片の左側に調整を加え錐部を作り出している。

54



第 3章 調 査 の 成 果

石   匙 (第10図版23、 PL 26-25)

頁岩製の石匙がR ttB Y68区 ピット396の埋土から出土している。素材剥片の打面側につまみ部が整形され、

背面側には整った周縁加工が施される。使用痕観察から、刃部に平行の線状痕を伴う使用痕光沢が確認された。

楔 形 石 器 (第 11図版 1、 PL 27-1)

鉄石英製である。片面に大きな自然面を残し、上下からの剥離痕が認められる。

不定形石器 (第■図版2～ 6、 PL.2～ 6)

不定形石器は 6点出上している。第H図版 2は鉄石英製で、自然面が大きく残っている。第11図版 3は P区か

ら出土した。頁岩製で素材基部付近に二次加工が施される。第11図版 5は、流紋岩製で素材末端の一部に連続的

に二次加工が施される。第11図版 4は鉄石英製でP区河川跡から出土している。一部に自然面を残し、素材背面

側の周辺部に二次加工が施され、ノッチ状を呈する部分もある。第11図版 6は頁岩製で分厚い剥片を素材とし、

素材の背腹両面に比較的大きな二次加工が施される。

石 庖 丁 (第■図版 8、 PL.26-27)

P区 3a層から石庖丁が 1点出土した。背部、刃部ともに外彎する半月形外鸞刃型で、淡灰色の粘板岩製であ

る。残存長56.411ull、 幅398111111、 厚さ6.711ullで重量20.33gである。全体の 2イ 3程度が欠損しており、一端がわず

かに残ったもので、破損に伴う剥離面が複雑に観察される。穿孔部分は失われている。両面、刃部、背部いずれ

も全体に丁寧に磨かれている。敲打痕はみられず、粘板岩の剥離性から、敲打の段階が省略された可能性が考え

られる。また使用痕観察により穀類光沢とみられる鮮明な使用痕光沢が認められた。

この石庖丁は弥生中期中葉から後半に仙台平野、相馬・磐城地方で多数みられる型式である。本遺跡では本資

料を加えてこれまでに 2点の石庖丁が出土している。

磨 製 石 斧 (第11図版7,12図版 1～ 3、 PL 27-7～ 10)

磨製石斧は 4点出土している。完形品は 1点 (第 12図版2)あ り、他の 3点 と異なって断面形が円形に近く、

長さは99.511ullと 小形の蛤刃石斧である。P区第 3号配石遺構から出土した。敲打痕を身に多く残し、刃部は研磨

によって敲打痕が除かれている。刃部には研磨面より新しい剥離と研磨痕があり、使用によって破損した部分を

再成形したとみられる。第12図版 1は平面形が稜形、断面形は橋円形で、本来は蛤刃石斧として製作されたと推

定される。刃部と基部に新しい剥離と研磨、敲打痕がみられる。敲打具に転用された結果と考えられる。第11図

版 7は断面が精円形であり基部は欠損している。刃部には使用による破損と考えられる新しい剥離痕が認められ

る。刃部は敲打と研磨によって整形されている。第12図版 3は平面形が短冊形、断面形が楕円形であり、蛤刃石

斧である。基部は欠損している。刃部と体部には縦方向の研磨痕がみられる。

磨   石 (第 12図版4, 6、 PL 29-5,10)

磨石は 3点出土している。 6は完形品で重量1324,7gと かなり大型の資料である。磨面は 2面に見られる。



凹   石 (第 12図版 5、 第13図版 1～ 6、 PL 29)

凹石は19点出上している。完形は13点であ り、長径801～ H9511ull、 短径622～ 991111111である。石材は安山岩、デ

イサイ ト、花嵩岩などである。14点が両面に凹みを有するが、第12図版 5、 第 13図版 3の ように比較的深く2個

1対の円形の凹みを有するものが 5点含まれている。第13図版 1は側面にも凹みを有している。片面のみに凹み

を有するものは 5点あり、そのうち 1点が 2個 1対の凹みである。凹みの深さは 2個 1対のものは共通して深い

が、それ以外の石器は斉一性は認められない。凹みの位置や深さに斉一性がみられないのは使用法の相違による

と推定される。

石   皿 (第 13図版 7、 PL.29-8)

破損品であるが、比較的大型で痛平な石皿が 1点出土している。

られず、平坦である。表面には敲打の痕跡がわずかに認められる。

は少ない。周縁にもある程度の摩耗が観察される。

石材は安山岩である。中央に大きな凹みはみ

両面ともに全面が摩耗している。明瞭な擦痕

円盤状石器 (第 14図版 1～ 4、 PL 28-8～ 11)

円盤状石器はR区のピット内と包含層からそれぞれ 2点ずつ計 4点出上している。石材は安山岩為よびデイサ

イ ト質褒灰岩である。長径は 6～ 7 cIIl、 厚さは 2～ 3 clllの 間に分布し、ほば共通した大きさである。いずれも周

縁を整形し、平面形はほぼ円形を呈する。断面形は最大厚が一方に片寄 り台形を呈するものと厚さがほぼ均等で

長方形を呈するものとが認められる。整形は、周縁を打ち欠く整形と周縁からの整形がみられる。今回出土した

資料では、切 り合い関係から常に周縁からの整形が新しいことがわかる。また、研磨と整形の先後関係について、

研磨が新しいものとその逆のものとが出土しており、研磨と整形が繰 り返されていた可能性がある。

石   核 (第 14図版5～ 7、 第15図版 1～ 4、 16図版 1、 PL.27-■ ,28-1～ 7)

石核は 8点出上している。 P区 10層から7点、Q西区から 1点出土している。第16図版 1は 5号配石の下から

出上している。石材は、鉄石英 1点、頁岩 3点、デイサイ ト質凌灰岩 4点である。第15図版 1、 第16図版 1の 2

点は打面と作業面を交互に剥離している。細かい剥離が剥離面の打点付近に多く見られる。これらは、剥片剥離

の際の打面調整もしくは頭部調整であると考えられる。これらは、大型で自然面が多く残されている。第14図版

5、 6、 15図版 2～ 4の 5点は、打面転位が行われているものである。このうち、石器配 56、 57、 58は 1～ 3回

の打面転位が行われており、打面は約90度転位することが多い。また、これらは、大型で自然面が多く残されて

おり、 1個の原石から生産される剥片数は少ない。また、石器配 52、 53は、頻繁に打面転位が行われ、小型で自

然面があまり残されていないものである。以上の 7点は、いずれも頭部調整・打面調整があまり認められない。

配54は、剥離が 1回行われただけのものであり、大型で自然面が多く残されている。打面調整が認められる。

以上8点の石核の特徴から、①打面と作業面を交互に剥離するもの、②90度の打面転位を行うもの、の2種類

に大別できる。①には調整技術が若千みられるものの、②には調整技術がほとんど認められない。また、自然面

を残すものが多く、 1個の石核から生産される剥片数は少ないと考えられる。



鰯  使用痕光沢  園  摩滅
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0                     200μm

第27図 山王囲遺跡出土石匙の使用痕
Use―、vear of k■obbed scraper excavated frona the Sanno― gakoi site

1背面つまみ部の摩滅 2.腹面つまみ部の摩滅

3.背面刃部の使用痕 (E2タ イプ) 4腹面刃部の使用痕 (E2タ イプ)



剥   片 (第 16図版2～ 5、 第17図版 1～ 4)

剥片は多数出土している。P区 10層から16点を測量記録している。これらのうちP区南東部の 2号焼土および

その周辺から一括して出土した 7点を資料化した (第 16図版 2～ 5、 17図版 1～ 4)。 剥片の石材は、頁岩 8点、鉄

石英 2点、と化凝灰岩 1点、凝灰岩 1点、ガラス質デイサイト1点である。受熱痕のある剥片は16点中 4点あり、

そのうち 3点はそれぞれ第 1号焼土遺構、第 2号焼土遺構から出土したものである。

完形剥片13点の長さ、幅、厚さ、重量の平均はそれぞれ、39,411ull、 45.7111111、 9 911ull、 17.lgである。長幅指数

(長さ/幅 ×100)は平均90.6で あり、13点の完形剥片は長幅指数50～200の間におさまる。これらのことから、

出土した剥片は、長さと幅に大きな差のない不定形な剥片であると考えられる。

自然面のある剥片は16点中 8点あり、自然面を打面としたものは 3点ある。自然面を残す剥片が多いことがわ

かる。このことは、石核が大型で自然面を多く残すものが多いことと対応していると考えられる。

接 合 資 料 (第 17図版 1～ 4、 PL 30-4～ 7)

P区東南隅のB H49の 2号焼上の周辺から出上した剥片 3点が接合している (第17図版)。 頁岩製である。剥離

は血66(第 17図版4)→血64(第 17図版2)→配65(第 17図版3)の順で行われている。配66の剥離後、90度の打面

転位が行われ、配64、 65が剥離されたことが分かる。このような90度の打面転位は出土した石核からも観察され

ている。打面を残す配66、 64はいずれも平坦打面であり、打面調整はみられない。また、頭部調整は配66に若千

みられるが、その他のものには認められない。 2号焼土遺構から出土した配66は受熱しており、他の 2点は受熱

していない。また、配64、 66には部分的に自然面が残っている。

この接合資料は、 2号焼土遺構から北西に配66、 配64、 配65の順に分布しており、剥離順序と一致している。

各剥片の距離は、配66から64が約10cIIl、 64から65の距離が約50clllであり、それぞれ近接している。

石 製 小 玉 (第■図版 9、 PL 26-26)

大きさは長径10.411ullで 厚さが7.Ollllll、 重量は0.98gで ヒスイ製である。全体の形状はやや偏平で不整形を呈す

る。平らな面を穿孔面としている。穿孔は片面のみに見られ、作業途上で終了している。

(鈴木、池谷、鹿又、西井、神田)

使用痕分析

出土石器のうち、石匙と石錐の使用痕について観察を行った。石錐に明瞭な使用痕跡は認められなかった。

石   匙 (第 10図版23,27図 )

つまみを有する横長の石匙である。つまみ部上端には背・腹面に摩滅が見られる (第27図写真 1、 2)。 また、

背面を構成する剥離面間の稜上には摩滅がみられ、直交の線状痕を伴う部分もある。刃部の縁辺と剥離面間の稜

上には、平行の線状痕とE2タ イプのポリッシュが広範囲に見られる (同図写真 3)。 腹面刃部の縁辺にはE2ケ

イプのポリッシュに伴って、平行の線状痕がみとめられた (同図写真 4)。 部分的に直交や斜行の線状痕も認めら

れる。使用痕観察の結果、乾燥皮のカッテイング、ソーイングが中心的な作業であったと推定される。

(池谷、鹿又)
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第 1節 P区検出配石遺構・土羨の性格と時期

第 3次調査では、第 1次調査で精査したG区の西側、1次調査の J区と第 2次調査の I区との間に、南北12m、

東西24mの発掘区 (P区)を設け、自然堤防の封ヒ西部に広がる遺構群の検出に努めた。その結果、 I区、 J区と

同様にP区の東半に自然堤防の高まりが確認された。そして、P区では、自然堤防の礫層の上に堆積する土層の

うち、10層の上面で縄文時代晩期最終末から弥生時代前期の遺構が検出された。配石遺構 3基と土器埋設土羨 4

基、焼土の広がり3ヶ所である。配石遺構は、拳大の礫が多数集中し、長径約70911の広がりをもつ。その配石の

構造は、礫の配列に規則性がみられず、きわめて確認しにくかった。 3号配石遺構では不整形の上羨が検出され

た。また、 5号配石遺構では、礫集中の東よりに高さ35clll、 日径25clll程の深鉢と高さ18clll、 日径14911程の小型深

鉢が入れ子になって、長径30911、 深さ20ctll程度の小土羨に埋設されていた。 4号配石遺構では、周囲の上壌がき

わめて複雑な様相を呈しており、土羨の確認はできなかった。

土器埋設遺構11～ 13、 15号の上羨には、いずれも晩期最終末から弥生時代前期にかけての深鉢が正立の状態で

埋設されていた。15号埋設土羨では推定最大径29911、 高さ30911程の大型壷の上半部が検出された。この壺は弥生

I期に属するとみられる。これらの遺構は、P区の北壁中央部に集中している。これらの遺構は晩期終末から弥

生前期にかけての土器棺墓であった可能性が高い。また、P区の東南部には、焼上の広がりが 3ヶ 所で検出され

た。 1、 3号焼土遺構は、10層の上面、 2号焼土遺構は12層上面で確認され、焼土は、 5911前後の厚さをもって

いた。柱穴、壁溝、壁などは検出されておらず、住居跡は確認できなかった。

このP区東半にひろがる配石遺構群、土器埋設、焼土遺構は、 1次調査のG区で検出された礫の集中した配石

遺構や土器埋設遺構と関連をもつと推定される。これらの遺構は、晩期終末から弥生時代前期後半に属し、G区

とP区にかけての径20m程の範囲に広がる墓域を形成していた可能性が高いと考えられる。

第 2節 V宇溝の時期と性格

さらに、今回の調査では、P区において自然晃防の北西辺に沿ってのびる低湿地および旧河道が確認された。

この旧河道は、P区の西端部を南南東から北北西にのび、幅は6m、 深さは2mを超し、流路に砂、ンルトが厚

く堆積している。南から北への流れが推定される。砂層から遺物が出土していないため時期は確定できなかった

が、秀生時代にも機能していた河道とみられる。

この河道に平行して I区 7, 8号溝に連なる浅い溝-9号溝―が南南東から北北西にのびる。 9号滞は、幅が

3mあ り、深さは10～ 15cxll程度である。】ヒ側で深く南よりが浅い。中央に灰白色ンル トが堆積している。灰白色

ンル ト層の幅は、P区北寄 りで幅 2m、 南で狭くなり、幅 lm程度である。北半は一段と幅広く、深さも一定し

ていることから、このシルト層の下に水田跡が埋没している可能性が予想された。そのため、このシルト層の下

に広がる暗灰色粘土層において、土壌中のイネのプラントオパールの遺存状況を検討した。しかし、いくつかの



採集地点からわずかなイネのプラントオパールが検出されたにすぎず、水田土壌は確認できなかった。

断面V字形を呈するK区 7号溝がのびる方向を確認するために設けた S区において、その西端付近で、東のK

区 7号溝から西にのびる深いV字溝と北に分岐して I区 7号溝に連なる浅い 8号溝が確認された。この浅い 8号

溝は、その構造、それを埋めるシル ト層の広が り、V字溝との分岐部の構造から、断面V字形の深い 7号溝から

取水し、北流する溝と推定される。このような構造から、 7号溝と浅い 8号溝は、基本的に潅漑水路としての調

整機能をもっていたと判断した。浅い 8号溝は、深い 7号溝から水が流入し、北側の浅い 9号溝 (く ばち)へ と

流れる取水路と推定した。

この潅漑水路では、 3次調査のP区 9号溝から秀生土器の破片がわずかに出土したにすぎないが、 2次調査で

は、 I区 8号溝の埋土から新段階の山王Ⅲ層式土器が多数―括出土している。さらに、 I区北壁の深掘 トレンチ

によって I区溝の断面を観察した結果、 8号溝が掘 りこんでいる包含層 (601～612層 )と の関係から、弥生時代

前期前半に 8号溝が掘削され、前期末まで機能していたと推定した。そして、S区 7号溝分岐点の検討から、K・

S区 7号溝 (V字溝)と S・ I区の浅い 8号溝、 P区 9号溝は、基本的に一体で機能する灌漑水路の可能性が強

いと考えている。

第 3節 Q西区竪穴状遺構と包含層について

山王囲遺跡の所在する微高地北東辺とその北側に広がる沖積地との間には、現在 2m程の段差がみられる。こ

れは、迫川が浸蝕した低段丘崖と考えられている。この低い段丘崖から南側約20m離れて発掘区Q区を設け、自

然堤防の北辺に広がる後背湿地の埋没状態と包含層の堆積状態を精査した。その結果、遺跡北東部の広がりを把

握できた。このQ区の西南部発掘区 (Q西区)では、1965年に調査された弥生時代前期包含層の西辺を検出した。

この包合層は、全体に西にむかってゆるやかに傾斜しており、H層から25層まで15枚の推積層がみられ、厚さ50

clllを超す。11層から22層までが1965年度調査のⅢ層に相当し、その包含層の西縁辺にあたると判断した。11層・

13層は、厚さ10cm程度、15・ 16層が厚さ 5 clll前後、20・ 22層が厚さ10cm程度と大きく3つの層群を形成し、多量

の遺物が出土した。11、 13、 15、 16層は山王Ⅲ層式新段階の上器群を出土する。20、 22層は、古段階、青木畑式

と共通する土器群が出上している。

そして、20層 と22層の下から、浅い竪穴状遺構 1基が検出された。遺構は、直径4.Omと 小型の不整円形であ

る。北半分が精査され、壁の立ち上がりは確認されたが、全体に掘 り形が浅く、柱穴、炉跡は認められなかった。

竪穴埋土と底面には炭化物、焼上の小塊が多量に含まれていた。遺構の埋土は、10cIIl程 の深さで、主として山王

Ⅲ層式古段階の上器が含まれている。11点の出土土器について詳細に型式学的な検討を行った。この竪穴遺構出

土一括遺物は、平坦口縁の甕が主体であるが、深鉢、壷、高杯の体郡や脚部も若千ではあるがみられ、器種の組

み合わせを多彩にしている。ことに口顕部がかるく膨らむ長胴深鉢はきわめて特徴的な器種類型である。頸部の

膨らみに太い沈線で波状文が施されており、山王Ⅲ層式にはこれまで知られていない器形である。一方、この類

型は青木畑式、生石 2式に出上している。また、粗製の煮沸形態には波状口縁の深鉢と平坦口縁の甕の両類がみ

られる。完全に復元できる土器は出上しておらず、破片が遺構内の壁寄りに散在していた。

さらに、竪穴遺構が掘 り込まれた23層の下層の24、 25層から、弥生時代前期前半の山王Ⅳ上層式土器 (第22図

60
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16～ 19、 23図 1～ 3、 第7図版3～ 6,8図版 1,2、 9図版 1)が―括出上してお り、この包含層は、弥生前期前半

(方生I期)に形成されたと判断した。

この調査区では厚く遺物包含層が形成され、土器の一括出土はみられるが、土羨墓、埋設土器などはほとんど

認められず、1965年に精査された遺物包含層の西辺にあた り、晩期終末から秀生時代前期の生活残滓の廃棄層が

広がる。また、包合層で検出された竪穴遺構については、その埋土から土器、焼上、灰化物が出土する状況から、

①土器の焼成遺構、②生活残滓の廃棄遺構、③竪穴住居跡といった可能性を検討したが、①あるいは②の可能性

が高いと半!断した。

土器作 りに関わる遺構としては、近年、粘土採掘跡の類例が増加している。晩期中葉大洞C2式期の粘土採掘

遺構が、仙台市三神峯遺跡においても検出されている。しかし、土器の野焼きを裏づける遺構の確認は難しく、こ

れまでに例がない。今回の調査では、浅い不整円形土羨に焼土ブロック、戊化物が多量に堆積していたこと、浅い

埋土に土器片が集中していたことなどから、ことに土器焼成遺構の可能性を検討した。今後、この遺跡における

同様な遺構の検討が必要であると考える。この地域ではこの時期に多量の上器が出上しており、基幹集落で盛ん

に土器作りが行われていたと考えられ、こうした土器焼成遺構が集落に残されている可能性は高いと考えられる。

第 4節 Q区包含層出土弥生土器

Q区西南部発掘区では、厚さ50clll程の弥生時代前期遺物包含層を精査し、その出土遺物の詳細な検討を行った。

この包含層のうち、11層から16層は厚さ10cIIlか ら 5 clllの堆積層が複雑に重なりあっている。13層、14層、16層は

上下に重なり合っている。11層はその西側に広が り、 13、 14層の下層、16層の上層にある。これらの層群から出

土する土器群は、11・ 13層から16層までその特徴が共通し、山王Ⅲ層式の新段階にあたる。器種としては、平坦

口縁の甕、深鉢、鉢、壷、高杯、粗製蓋、そして精製蓋がみられる。高杯や外には太い箆描沈線による変形工字

文 C2型が施されている。その意匠は、晩期終末の変形工字文A型が大きく変容し、流水文のような構成に変化

した類型が主体となっている。この山王Ⅲ層式の主要意匠は、変形工字文 C型と命名されている。しかもさらに

大きく変化した意匠 (第17図 2,14、 18図 8、 19図 16、 20図 3)がみられ、山王Ⅲ層式においてより新しい段階に属

すると考えられる。

さらに、竪穴遺構の埋土から出土した土器群には、磨消縄文手法による波状文が展開する高杯脚部 (第16図 9)、

3本の箆描線で波状文が展開する高杯脚部 (同図12)、 変形工字文 C2型の展開する高杯 (同図11)がみられ、や

はりいずれも山王Ⅲ層式上器群である。また、日頸部に膨らみをもつ山王Ⅲ層式古段階の深鉢が出土しており、

青木畑式、生石 2式に近い土器群とみられる。

さらに、遺構が掘 り込まれている23層から25層の出土土器群は、山王Ⅳ上層式 (伊東・須藤 1985)に相当し、

弥生時代前期前半の上器型式である。波状口縁深鉢、平坦口縁甕、粗製蓋が共伴する。

Q西区の11層から16層、20層 と22層、竪穴状遺構、24層 と25層の出土遺物の内容を検討した結果、弥生時代前

期前半から前期後半にかけての土器型式変遷をあらためて確認することができた。しかも中間に23層のような無

遺物層、竪穴状遺構などが展開しており、前期前半から前期後半の古段階、そして新段階へと層位的に変化する

関係を確実に捉えることができた。

察
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第29図 山王囲遺跡 Q西区包含層のひろがりと土器分布状態 (17～ 22層 )〔Sc』el:60〕
Distribution of the excavated layers and pottery at the Q trenCh
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1～ 14・ 29～ 34山王Ⅲ層式下層
15～ 22山王Ⅲ層式上層
23～ 28山王Ⅲ層式中層

0             10cm

第 30図 山王囲遺跡  1965年第Ⅲ層出土土器 (須藤 1983か ら作成)
Yayoi pottery from Layer m at the SannO― gakoi site in 1965
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第31図  山王囲遺跡 1965年第Ⅳ層出土土器
JOmOn and Yayoi pottery from Layer IV at the Sanno― gakoi site in 1965

1～ 14山王Ⅳ上層
15～ 27山王Ⅳ下層



その土器型式の変化には、器種構成では、次のような特色がうかがえる。

① 晩期終末の粗製土器は、波状口縁の深鉢が主体であるが、秀生時代前期になると平坦口縁の甕が出現し、そ

の頻度が上層で著しく増大する。

② 粗製甕とセットになる粗製蓋が出現し、上層でより多量に出土する。

③ 高杯が盛んに製作され、平坦口縁の高杯が上層で発達する。

① 特徴的な形態の装飾鉢、深鉢が出現し、定着する。

⑤ これらに伴う装飾蓋がわずかに出現する。16層出土装飾蓋は、粗製蓋と異なった鉢を伏せた形態と推定され

る。1965年調査のⅢa層出土土器と接合した。この蓋に磨消縄文手法による太い箆描の「入組文」が施されてい

る。山王Ⅲ層式新段階に属する。中期前半への型式推移をうかがうこどができる。

⑥ 大型重は少なく、小型重が目につく。

次に、装飾体系、施文手法、製作技法では次のような特色がみられる。

① 変形工学文A型からC型への断進的変化が認められる。

② 変形工字文から複雑な意匠構成の入組文、波状文が出現し、発達する。

③ 磨消縄文手法が用いられるようになり、上層で一層発達する。

④ 粗製の蓋は、基本的にLR斜行縄文が外面に施されるが、11、 20層では無文蓋も出土している。無文蓋には

刷毛目調整手法は認められないが、西日本の遠賀川系土器の蓋との類似性がうかがえる。

⑤ 装飾土器と煮沸形態の間で器種によって胎上に大きな相違が確立する。ことに山王Ⅲ層式新段階の装飾土器

における加熱され金色に発色した雲母の混和が特徴的である。

このように、山王Ⅳ上層式から山王Ⅲ層式への推移は、きわめて顔進的な側面と、器形や土器製作技術、意匠

の新たな変革が複雑に絡みあっていることが指摘される。また、迫川・北上川流域 。北上山系などの広い地域で

土器型式が斉一性を確立していることも顕著な特色である。さらに、下層の山王V上層式土器は、東北地方北部

の砂沢式上器と器種構成、装飾体系で強い共通性を示している。この砂沢式期の外生前期前半には、東北各地で

遠賀川系土器が出現、共伴し、西日本の前期方生社会から土器製作技術、土器そのものが盛んに導入されたこと

が裏づけられている。しかし、山王囲遺跡では、現在のところ、遠賀川系土器の搬入資料は確認されていない。

今後、Q西区の包含層下層から出土した無文粗製蓋などについては、刷毛目調整などの技術的特徴を有する遠賀

川系土器の搬入品、あるいはその技術のみられる折衷型遠賀川系土器の確認が必要である。

山王囲遺跡のⅢ層から出土した多量の上器群を基準資料とする山王Ⅲ層式上器を出土する遺跡は、一迫町松風

西、宮城県築館町浄土遺跡、嘉倉貝塚、横須賀貝塚、館貝塚、敷味遺跡、岩手県花泉町貝鳥只塚など、迫川流域

に多数の遺跡が知られている。また、北上川流域の官城県中田町大泉遺跡、石巻市沼津貝塚、岩手県花泉町中神

遺跡、白岩貝塚、一関市谷起島遺跡、滝沢村湯舟沢遺跡、松尾村長者屋敷遺跡、岩手町乙茂内遺跡など30ヶ 所を

超す遺跡が調査されている (須藤 1997、 佐藤他 1987)。 さらに、陸前高田市中沢浜貝塚、大船渡市長谷堂遺跡、

宮古市上村只塚など、北上山系と三陸海岸にも多数の遺跡が分布しており、豊富な資料が出土している。その分

布域は、南北200km、 東西80kmにおよぶ。体生時代に消ける土器型式の分布圏としてはきわめて大きな広がりを

みせる。このように、著しく斉一性の強い土器型式が発達することから、この広い地域の方生集団に著しく共通

した生活様式が確立し、緊密な集団関係が繰り広げられたことがうかがえる。
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第 4章 考

また、Q西区包含層の24、 25層からは、1965年度に調査した低湿地包含層Ⅳ層上部から出土した山王Ⅳ上層式

上器が出土した。ことにその鉢、高杯の器形と箆描文の意匠構成、施文手法には、砂沢式土器との強い類似性が

認められる。晩期終末から弥生時代前期にかけて広い地域で共通した土器作 りが発達したことがうかがえる。こ

のように砂沢式、山王Ⅳ上層式、山王Ⅲ層式には広い地域で土器の形態、意匠、製作技術、胎土に共通した特徴

が認められる。この時期に東北地方の北部から中部にかけて広い範囲でこのような共通性の強い土器型式が成立

する背景として、複雑多様な生活環境のなかにあって各地の集団間に緊密な交流関係が確立したことが考えられ

る。その集団相互の交流関係を明らかにするために、土器の器形や意匠などに関する型式学的研究を深めるとと

もに、PIXEや X線回折分析法、偏光顕微鏡観察などによる胎上の検討、土器製作手法の分析などを併せて行い、

土器の生産と供給のシステムをより明確にすることも重要な研究方向である。

1965年の調査と1997年の第 3次調査の結果、遺跡北東部の自然堤防北端西側にひろがる後背湿地が埋没したの

ち、晩期終末から秀生時代前期にかけて東西20m、 南北20m以上にわたって厚さ50oll程 の包合層が形成されたこ

とが明らかになった。包含層からは、1965年度の調査で膨大な量の上器、石器が層位的に出上しているが、今回

の第 3次調査でも包含層の西縁辺、竪穴状遺構とその周辺から豊富な資料が得られ、この時期の生活域が広い範

囲で確認された。

こうした包含層の広がりと出土遺物の内容から、晩期中頃から後半に自然堤防の高まりで生活を営んでいた人

々が、晩期終末から秀生前期にかけて北側に広がる後背湿地の埋没が進むとともに、生活域を西に拡大したこと

が明らかになった。そして秀生時代前期の遺物包含層からは、豊富な土器、石器などの遺物が出上しており、こ

の時期の生活様式、物質文化の推移を提えることができた。ことに、蓋をセットとして煮炊きに使用する養の導

入、定着、発達は、この時期に食生活のスタイル、生活様式の根幹に新たな変革があったことを示唆している。

また、西側の 7号溝の】ヒ側には前期後半の水田跡が展開する可能性が 7号溝の深いV字状の構造と8号溝との連

結・分岐関係から予想される。また、これまでに山王囲遺跡では 2点の石庖丁が出土しており、この地域で弥生

時代に水稲栽培が営まれていた可能性を一層強く示唆している。

第 5節 出土石器について

第 3次調査では、P区 とQ西区において比較的多くの石器が出上した。今回、整理、分析を行った資料は、晩

期後半から秀生前期にかけての包含層、配石遺構、焼土遺構から出土した石器群と石核、剥片の一部にとどまっ

た。打製石器としては石鏃、石錐、石匙、楔形石器と不定形石器などが出上している。石材は、頁岩と鉄石英一

碧玉―が日につき、山王囲遺跡の石器製作の特徴的様相といえる。時期的には、晩期後半から弥生前期後半の石

器群とみられる。内容を検討した結果、この移行期に打製石器には石器組成、材質、製作技術に大きな変化は認

められない。ことにQ西区の包含層11～ 24層において出土した弥生前期の石器群については、晩期後半と基本的

な変容はみられなかった。

出土石器の主体となる石鏃は、凸基有茎式が圧倒的に多い。精巧で薄手、小型の石鏃が出上しており、晩期か

ら秀生前期の山王Ⅲ層式期にかけて大きな変化はみられない。また、凹基無茎式で基部が軽く内彎する比較的入

念な作りの石鏃が出土しており、晩期に発達する根挟みに着装する石鏃と同類型の可能性が指摘され、こうした



石鏃の製作、使用が晩期全体を通じて継続し、さらに弥生前期にも続いていたことが推定される。また、石錐に

は、やや幅広な剥片の一部を尖らせた類型、全体に細身に縁辺を調整して錐部を鋭くした類型、棒状石錐、と晩

期に発達する類型のものが認められ、この種の石器にも基本的には大きな変容はみられない。楔形石器が 1点確

認されている。機能については特定できないが、その形態上の推定機能から、骨角器、木器の加工に欠かせない

石器と推定される。出土量が少ない。

R区ピット396か ら、山王Ⅲ層式上器とともに石匙 1点が出土した。弥生時代の石匙と推定される。丁寧な調

整の縁辺、刃部、摘み部をもち、整った形態の横型石匙である。晩期からの伝統的な技術がよく踏襲されている。

使用痕を観察した結果、光沢と線状痕が認められ、その機能、用途を推定する手掛か りが確認された。

こうした打製石器のあり方については、資料の出土量が限られているため、なお今後、調査資料全体について

の詳細な検討が必要であると考えている。

剥片と石核が少数ではあるが出土し、基本的な剥片製作技術が検討された。石核は、盛んに打面転移されてお

り、長さと幅に差の少ない剥片が作られ、石匙、石鏃、不定形石器など多様な形状と機能の石器が製作されてい

る。こ少した剥片製作技術のあり方は、縄文時代から秀生時代にかけて広く認められる技術体系といえる。また、

P区南壁の東寄 りにある第 2号焼土遺構から出土した 3点の頁岩製剥片は、接合した。 1点は受熱している。こ

の墓域と推定される場にある屋外炉における作業を考える上で重要な資料であるが、遺構、石器の性格を特定す

ることは難しい。

1965年度調査で多量に出土した円盤状石器が、 3次調査で 4点出上した。いずれも痛平な礫の周辺に剥離調整

と研磨がみられ、植物等を敲打した り、磨 り潰す用途が推定される。この石器も中沢目只塚や九年橋遺跡など晩

期に多く認められる石器である。1965年度の調査では晩期Ⅳ期とV期に多く (伊東他 1985)、 弥生時代前期の山

王Ⅲ層式期には皆無であり、これらの資料も晩期後半の石器とみられる。

また、ヒスイ製の小玉がR区包含層から 1点出上した。この玉は晩期後半のものと推定される。径 l clll、 重量

lg程度の小型品で穿孔途中の未成品である。比較的小さなヒスイがこの集落に搬入され、製品に加工されてい

たことがうかがえる。

さらに、今回の調査では、秀生磨製石器に蛤刃石斧 2点 と石庖丁 1点がはじめて確認された。完形の蛤刃石斧

1点は、長さ15clllの 小型品で、敲打痕がよく残った断面が精円形の石斧である。他の 1点は、幅 8 clll、 厚さ 5 cm、

長さ20clllを 超すとみられる大型蛤刃石斧である。いずれも形状は晩期の磨製石斧とは異質である。また、敲打調

整が顕著にみられる点もこの時期の特徴とみられる。

石庖丁は、推定長15clll前後、幅 4 cIIl程の紡錘形、外彎刃外彎背の類型である。両面、背、刃、端部が丁寧に研

磨されている。紐孔が欠損してお り、穿孔法は不明である。 P区の上層 3a層から出上 しており、時期は特定で

きない。しかし、その形態、整形法や油板岩の石質などから、仙台平野と相馬・いわき地方にひろく分布する中

期前半から中葉の石庖丁の中型品 (須藤 1984)と推定される。この石庖丁には、金属顕微鏡の観察で穀物光沢

が認められ、イネなどの収穫に盛んに使用したのち、廃棄されたものと推定される。蛤刃石斧、石庖丁が使用さ

れていたことが確認されたことによって、迫川の最上流域において、前期の弥生集落が出現し、弥生文化が確実

に定着、発展していった動向をうかがうことができたといえる。その間、この山王囲遺跡の弥生集落は、この地

域の拠点集落 として中核的で重要な位置を占めつづけたと考えられる。
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今回の 3次調査では、遺跡の西側と北側に重点をおいて、晩期から弥生時代にかけての集落構造の変遷を追求

した。 2次調査で I区北壁のトレンチで出土した晩期後半のクヌギ製竪杵、加工木、ヒエ、アサなどの栽培植物

の出土から、この時期の農耕遺構の追求を低湿地に消いて試みた。その結果、遺跡の中央部を東西に区画するV

字溝-7号溝―が、浅い 8号溝に分流する濯漑水路として機能していた可能性が指摘されるに至った。また、水

路のゴヒ側には洪水後に沈殿したとみられる灰白色シル ト層の堆積する浅いくば地 (9号溝)が広がり、今後この

北側では水田遺構の調査が必要と考えている。現在のところくば地の性格は不明である。

また、居住域の西側に晩期終末から弥生前期の配石遺構、埋設土器、焼土遺構などが群在する墓域の可能性が

推定される遺構群が広がっていることが明らかになった。

さらに、遺跡の北東部での調査区では弥生時代の包合層の広がりが明らかにされ、その中に山王Ⅲ層式土器と

戊化物を多量に出土する浅い竪穴状遺構が検出された。こうした遺構の性格については今後慎重な検討が必要で

ある。また、これらの遺構と包含層からは層位的に多量の前期弥生土器が出土しており、その上器型式の変遷を

詳細に検討し、縄文時代晩期終末から弥生前期後半にかけての東北地方中部における土器型式変遷の漸進性と新

たな変容との動向をより明確に捉えることができた。山王囲遺跡はこの地方の縄文・弥生変革期を代表する重要

な遺跡でもある。

さらに】ヒ端の調査区では晩期終末から前期後半の上羨が確認され、自然堤防上の広い範囲でこの時期の集落が

営まれていたことが確認された。

さらにQ区において、1965年度に伊東信雄東北大学教授が調査した低湿地包含層についてもその現状を確認す

るための旧発掘区の検出調査を実施した。その結果、発掘調査区の北壁と西壁を確認し、その保存状態を確かめ

ることができた。涌水が激しく、崩壊しやすい状態であり、この地区の再調査については極めて慎重な取り組み

が必要であることがあらためて確認された。また調査の体制、方法を充分に計画して 4次調査を実施することが

必要であると判断された。

このような成果をかまえ、今後、 4次調査計画を策定していくこととしたい。           (須 藤)
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付章 1 山王囲遺跡の灰白色火山灰の分析結果

阿子 島 功 (山形大学人文学部環境地理学)・ 檀原  徹 (京都フイショントラックkk。 )

分析を行った火山灰はP区 トレンチ】ヒ壁の第 4層の灰白色火山灰層である。

この火山灰層は浅い谷を埋める堆積層にはさまれていて、層厚は最大数伽で、きれぎれになっている。 P区 ト

レンチの北西部は微高地を刻む浅い谷であ り、西側にわずか深くなっている。試料採取位置は、谷のほぼ中心で、

地表より約0.5m下、弥生時代の遺物包合層の上面より0.5m上の層準にある。その上は氾濫堆積層の細砂層、下

は同じく細砂および細礫層である。谷の基底の断面形に比べて、「より浅い凹形～ほとんど水平」を示す。すな

わち、浅い谷がほとんど埋もれきった状態で火山灰層が堆積している。

分析結果を表 4、 図32、 33に示す。重鉱物組成 (図 32)は、従来より灰白色火山灰KHKと よばれていた十和田

a(To― a)火山灰に似ている。火山ガラスの屈折率の最頻値 (60%以上集中)は 1.506<=Nd<1.507で あ り、

多賀城東門溝、仙台市富沢水田跡遺跡、仙台市赤生津水田遺跡、山形県遊佐町下長橋遺跡 (雨落ち溝)、 秋田県横

手市竹原 (窯跡)遺跡、秋田県仙北郡払田柵ほか (いずれも阿子島 檀原、1991が分析値を記載)のKHK火山灰のそ

れとよく似ている。比較のため図33右に赤生津遺跡第 6層 (1次堆積の層準)の火山ガラス屈折率頻度グラフを示

す。したがって、山王囲遺跡の灰白色テフラは時期的にも915年A.D,の To―a火山灰に対比してよいと考えられる。

白頭山火山灰 B―Tmと される秋田県峰浜村土井の試料では1.511付近と1.519付近に 2つのピークがあ り、

KHKと は異なる。なお、山王囲テフラの火山ガラスに、屈折率が1498+、 1.500+、 1.502+の粒子が各 1個含

まれているが、ほかのテフラからの混入も考えられるし、また岩手県二戸町駒焼場 (ST埋め土中、9C後葉-10C

前葉)のKHKは1.495付近にもうひとつのピークをもっている。

OPX + CPX

第 32図 灰白色火山灰の重鉱物組成
Heavy Hュ inerals of the grayish、 vhite tephra

★ KHK tephra in Sanno― gakoi_

試料の分析方法

(1)前処理 半湿潤状態の生試料を適宜採取秤

量し、50℃ で15時間乾燥させ、乾燥重量測定後、

2ビーカー中で数回水替えしながら水洗し、その

のち超音波洗深を行う。この際、中性のヘキサメ

タリン酸ナトリウムの溶液を液濃度 1～ 2%程度

となるように適宜加え、懸濁がなくなるまで洗淡

水の交換を繰返す。乾燥後、使い捨てのフルイ用

メッシュ・クロスを用い、3段階の飾別 (60、 120、

250mesh)を行い、各段階の秤量をする。このう

ちの120～ 250mesh(1/8～ 1/1611ull)の 粒径試料を

比重分別処理等を加えることなく、封入剤 (Nd=

154)を用いて岩石用薄片を作成した。



第 4表 テフラ分析結果表
Analysed resuit of the grayish white tephra

Whole Mineral composition(4-2), Heavy minerals(4-3)and refractive index of volcanic giass particle(4-4)

*全測定数に対するmode範 囲内にある火山ガラスの合有を示す。
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第 33図 火山ガラス屈折率のヒストグラム

4-1 試 料 名

処理生試料

乾燥重量

(g)

舗別試料重量 (g) 色 調

以下試料 の

分析方法 は

(1)～ (41を 参

照。

>1/4 1/4～ 1/8 1/8～ 1/16 10 YR 3/2

灰白色 (乾 )

10YR 7/2にぶし

責橙色 (湿 )
山工困P区北壁 4層の灰白色火山灰 649 077

4-2 全鉱物組成
山

スラ

火

ガ
軽鉱物 重鉱物 岩 片 その他 合 計 備 考

200個 pm>bw型 ガラスを主とする軽石質テフラ。pmガラスは n=1506-1508,
bwガラスはn=1499-1 502c hydration layerが 2-3μ mで非常に若いテフラ。
少量のスコリアガラスも含む。岩片はガラス質で一部黒曜石。1000%

4-3 重鉱物組成

01

Pyroxene Arnphibole

Opq Cum Bi Ap total

備 考
Opx Cpx BHo GHo

個

　

％399

4-4 火山ガラス屈折率測定

届折率範囲

(range)
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平 均 値
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測   定
個 体 数
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(mode)
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15004
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3
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*60%

→Htt    H:扁 平型
C:中 間型
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(ギ〒ケキl, 1976)

→T,C tt  lt:不 規貝1型

Histogram of reと active index of volcanic glass parides



付章 1 山王囲遺跡の灰白色火山灰の分析結果

(2)全鉱物組成分析 封入薄片を用い、表 4-2の 5項 目について 1薄片中の各粒子を無作為に200個 まで計

数し含有粒子数の量比百分率を測定した。

(3)重鉱物分析 主要重鉱物 (カ ンラン石 (01)・ 斜法輝石 (Opx)単斜輝石 (Cpx)角閃石 (Am)黒雲母 (Bi)

アパバイト(Ap)・ ジルコン・イディングサイト・不透明鉄鉱物 (Opg)等 )を鏡下で識男Jし、ポイント・カウンターを

用いて無作為に178個体を計数してその量比を百分率で示した。一般に重鉱物含有の少ない試料は重液処理によ

る重鉱物の濃集を行うことが多いが、特に火山ガラスに包埋された重鉱物はみかけ比重が減少するため、重液処

理過程で除外される危険性があり、さらに風化による比重変化や粒径の違いが組成分布に影響を与える懸念があ

るため、今回の分析では重液処理は行っていない。

(4)火 山ガラスの屈折率測定 120～ 250mesh(1/8～ 1/1611ull)粒径試料を対象に、温度変化型屈折率測定装置

(RIMS、 檀原、1993ほか)を用い火山ガラスの屈折率を測定した。屈折率のhistogram(図 33)は縦方向に屈折率を

0001き ざみで表示し、横方向にその屈折率をもつ火山ガラスの個数が表現され、混入も識別できる。

*一つが 1個の火曲ガラス片の測定結果を示す。

阿子島功・檀原 徹 1991「東北地方、10C頃の降下火山灰について」『中川久夫教授退官記念論文集』 1-9

檀原 徹 1993「温度変化型屈折率測定法」 (日 本第四紀学会編)、『第四紀試料分析法 2』「研究対象別分析法」pp 149-157

(東京大学出版会) +PAT.1803336, 1888831

イ竜離111:=

要,1猿

写真 1 山王囲遺跡 P区 トレンチ北壁   ― は灰白色テフラの層準
North―side wal of Trench in the Secion P Arrow indicates the horizon of grayish都/hite tephra layer

灰自色テフラの薄層は西側で地表下05～東側で04mにあり、下層の泥層の深いところでは灰白色テフラ
の深さも少し深い。凹所にのみ、きれぎれに分布している。灰白色テフラ直上の砂質層準は洪水性の可能

性がある。

献文



付章 2 山王囲遺跡出土木材の樹種

鈴 木  三 男 (東北大 。理学研究科)・ 能 城  修 一 鰻 水省森林総合研究所)

官城県栗原郡一迫町の山王囲遺跡の縄文時代晩期の遺物包含層 (I試掘トレンチ)から出上した自然木74′くと木

製品 (竪杵)1点の樹種を調査した結果、表 5に示すように17の樹種の18タ イプが同定された。

以下にそれら18タ イプの同定の識別点を簡略に記載し、また、代表的な標本の顕微鏡写真を写真 1～ 18に示し

た 。

記  載

1 オニグルミ JuglanS mandshurica Ma� m.var.sachalinensis(Miyabe et Kudo)Kitamura クルミ科

写真 la― c。 (MYG-3639)

茶褐色に着色している出土材で、中型 (直径約60-200μ  m)の精円形の道管が、斜め放射方向に連なってまばら

に散在する半環子L材。道管は単独、あるいは2-3個放射方向に複合し、直径は年輪界にむけて緩やかに減少す

る。木部柔組織は 1細胞幅の接線状で、年輪の半ぼ以降で著しい。道管の穿孔は単一、チローンスが多く、道管

相互の壁孔は交互状で密に分布する。随伴状の柔組織との単壁孔は交互状で、やや横ながの楕円形となり、数多

い。放射組織は同性で 3-5細胞幅くらい。

2 ヤナギ属 Salix ヤナギ科

写真 2a― c.(MYG-3619)

小型 (直径100μ m以下)で放射方向にややのびた丸～多角形の道管がやや密に散在する散孔材。道管は単独あ

るいは2-3個複合し、直径は年輪界にむけて緩やかに減少し、晩材部と早材部ではハッキリと大きさが違う。

道管の穿孔は単一で、道管相互の壁孔はやや大きめで、交互状で密に分布する。木郡柔組織は日立たない。放射

組織は単列異性で、道管との壁孔はやや大型の多角形で蜂の巣状に密にある。

3 クリ Castanea crenata Sieb.et Zucc.ブ ナ科

写真 3a― c.(MYG-3636)

漆黒に着色した出土材で、年輪の始めには楕円形あるいは卵形の大道管 (直径約200-350μ m)がほぼ単独で年

輪にそって 1-3層に並び、晩材部にかけて道管は多角形の小型 (直径約20-50μ m)で薄壁となり、徐々に径を

減じ、火炎状に配列する環孔材。道管の穿孔は単一で、道管内部にはチローシスが著しい。木部柔組織はいびつ

な接線状―短接線状。放射組織は単列同性で、道管との壁孔は不定形。

4 クヌギ節 Quercus sect.Aegilops ブナ科

写真 4a― c.(MYG-3672)

74
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褐色に着色した出土材で、大型 (直径約250-400μ m)で丸い単独道管が年輪のはじめに 1-2層配列し、晩材

部では中～小型 (直径約150-50μ m)で厚壁の九い単独道管が放射方向に配列する環孔材。道管の直径は早材から

晩材にかけて急速に減少し、それ以降はあまり大きさが小さくならない。道管の穿孔は単一で、内部にはチロー

シスが見られる。本部柔組織は 1-3列ほどの帯状で著しい。放射組織は同性で、単列のものと、大型の複合放

射組織とからなる。放射組織と道管との壁孔は柵状。

5 ニレ属 幹材 Uhus ニレ科

写真 5a― c。 (MYG-3618)

やや大型で丸いやや厚壁の道管が、単独あるいは 2-3個複合して年輪のはじめに 1-2層ならび、晩材部で

は小型 (直径約15-60μ m)で薄壁の角張った道管が集合して、斜め～接線方向の帯をなす環孔材。道管の直径は

早材から晩材にかけてやや急激に変化する。道管の穿孔は単一で、小道管の内部には顕著ならせん肥厚が認めら

れる。

木部柔組織は周囲状で、晩材部では小道管の固まりを取 り囲み、しばしば大型の結晶が連なる。放射組織は同

性で 1-4細胞幅、細胞の接線面での径は小さい。

6 ニレ属 根材 Uhus ニレ科

写真 6a― c。 (MYG-3670)

基本構造は幹材と共通だが、道管の密度が低く、早材部の大道管は小さいのに対し晩材部の小道管は太いので、

散孔材的になる、等の形質からニレ属の根材と同定した。

7 ヤマグフ 根材 Morus bombycis Koidz.ク フ科

写真 7a― c.(MYG-3621)

中型の楕円形の道管が単独あるいは2-数個複合して、年輪内に均―に分布する散孔材で、年輪界に向かって

少しつづ径が小さくなる半環孔材。年輸界はしばしば不明瞭。道管の穿孔は単一で、小道管の内壁にはらせん肥

厚が認められる。放射組織は上下端の 1-3細胞ほどが直立細胞からなる異性で、 1-3細胞幅くらい。

8 ヒサカキ Eurya Japonica Thunb.ツ ′ミキ科

写真 8a一 c,(MYG-3630)

薄壁多角形の微細な道管が密度低く均―に分布する散孔材で、年輪界は目立たない。道管の穿孔は多数の横棒

からなる階段状である。木部柔組織は散在状で、放射組織は 1-3細胞幅の典型的な異性で、単列部の背がやや

高い。単列放射組織は直立細胞のみから成る。

9 サイカチ Gleditschia〕 aponica Miq.マ メ科

写真 9a― c,(MYG-3668)

やや大型で丸い道管が単独あるいは 2-3個複合し、年輪のはじめに緩く集合し、その後はまばらに径を減じ



ながら散在 し、晩材では外形多角形、内腔円形のやや壁の厚い小型の道管が数個～十数個複合した塊をなす環孔

材。道管の穿孔は単一、小道管の内壁にはらせん肥厚がある。本部柔組織は早材で周囲状、晩材で翼状から連合

翼状。層階状の配列を示す。放射組織は同性で、 8細胞 くらい。

10 イヌエンジュ Maackia amurensis Rupr.et Maxim.var.buergeri(Maxim.)C.K.Schn.マ メ科

写真 10a― c。 (MYG-3648)

やや大型で丸い道管が年輪のはじめに、単独あるいは 2個複合して 1-3層 に集合し、年輪の中間部分では中

型の丸い道管が単独あるいは 2-3個複合してまばらに散在 し、晩材では薄壁の角張った道管が多数集合して、

接線方向にのびる塊をなす環孔材。道管の穿孔は単一で、小道管の内壁にはらせん肥厚があり、道管内部にはし

ばしば濃褐色のゴム状の物質が見られる。木部柔組織は周囲状。層階状の配列を示す。放射組織は同性で 5細胞

幅くらい。サイカチに似るが、晩材部の小道管の塊の形態が違 う。

11 コクサギ Oryxa Japonica Thunb.ミ カン科

写真 Ha― c.(MYG-3616)

ごく小型で薄型のやや角張った道管が多数集合し、木部柔組織とともに斜め方向に継続する不規則な帯をなす

紋様孔材。道管の穿孔は単一で、内壁にはらせん肥厚がある。放射組織は同性にちかい異性で、上下端の単列部

にはときに方形あるいは直立細胞を摩くみ、 1-2細 胞幅。

12 キハダ PhellOdenron amurense Rupr. ミカン科

写真 12a― c.(MYG-3603)

大型で丸い道管が単独あるいは 2-3個複合して年輸のはじめに 2-3列配列し、晩材部ではごく打ヽ型で薄壁

の方形の道管が多数集合して接線方向の帯をなして配列する環孔材。早材から晩材にかけて道管の直径 と配列は

急激に変化する。道管の穿孔は単一で、小道管の内壁にはらせん肥厚があり、道管内部には濃褐色のゴムの物質

が詰まる。放射組織は同性で 1-4細胞幅くらい、背の低い紡錘型が整っている。イヌエンジュによく似るが、

層階状構造とならないこと、放射組織の輪郭がきれいに調った紡錘形であることなどで区別される。

13 ミズキ Swida controversa(Hemsl.)Soiak ミズキ科

写真 13a― c。 (MYG-3652)

小型でややまるい道管が単独あるいは 2-3個 放射方向に複合してややまばらに均―に散在する散孔材。道管

の直径は年輪の終わ りでやや減少する。道管の穿孔多数の横棒からなる階段状。木部柔組織は短接線状。放射組

織は異性で、直立細胞からなる単列のものと、 2-4細 胞幅で紡錘形の多列のものとからなる。道管と放射組織

との壁孔はごく小型で交互状に密に分布する。

14 ハリニデリ  Kalopanax pictus(Thunb.)Nakai  ウコこ∵科

写真 14a― c.(MYG-3612)
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付章 2 山王囲遺跡出土木材の樹種

大型でまるい道管が年輪のはじめに 1列にならび、その後は急に径を減じた薄壁で角張った小道管が多数集合

して斜め接線方向につらなる帯をなす環孔材。道管の穿孔は単一で、道管内部にはチローシスが見られる。放射

組織は上下端の 1細胞が直立細胞からなる異性で、 5細胞幅くらい、背のひくい紡錘形をなす。道管と放射組織

との壁孔は橋円形で疎ら。ニレ属、ケヤキによく似るが小道管にらせん肥厚がないこと、道管―放射組織間壁孔

が大振 りであることなどで区別される。

15 ウコギ属 Acanthopanax ウコギ科

写真 15a― c.(MYG-3646)

小型でまるい道管が主に接線方向に多数複合して、斜め接線方向の帯をなして配列する散孔材。道管の直径は

年輪界にむけて徐々に減少する。道管の穿孔は単一で、道管内部には薄壁のチローシスが著しい。木部柔組織は

周囲状で、道管との壁孔は交互状の精円形でまばら。放射組織は異性で、構成細胞は大振 りで、上下端に 1-2

個の直立細胞をもち、高さ 4 11HIl以上となり、 8細胞幅くらいで切瞭な鞘細胞をもつ。

16 ニフトコ Sambucus racemosa L.subsp.sieboldiana(h/1iq,)Hara スイカズラ科

写真 16a一 c。 (MYG-3613)

小型で薄壁の角張った道管が、年輸界にむけて公々に径を減 じながら、単独あるいは数個―数十個複合 して、

断続的に接線方向の帯をなして配列する散孔材で、晩材部で波状の紋が目立つ。道管の穿孔は単一で、内部には

しばしば薄壁のチローンスがある。放射組織は異性で 5細胞幅くらい、背のひくい紡錘形で、大振 りの細胞から

成 り、明瞭な鞘細胞をもつ。道管と放射組織との壁孔は精円形一方形でやや密。

17 オオカメノキ Viburnum furcatum Blume ex Maxim.

写真 17a― c。 (MYG-3665)

多角形の小道管が年輸の前半でやや大きく、後半では小さ

横棒からなる階段状。木部柔組織は短接線状だが目立たない

列放射組織は直立細胞のみからなり、多列部の幅は単列部よ

スイカズラ科

くて半環孔的に見える散孔材。道管の穿孔は多数の

。放射組織は幅 2列の典型的な異性で、単列及び単

りわずかに広いだけである。

18 竹笹類 Bambusoideac イネ科

写真 18a― b.(MYG-3634)

向軸側に原生木部腔、その外側の左右に 1対の大きな後生木部道管、外側の中央に鮪部があって、それら全体

を繊維が取 り囲んで 1本の維管束となっものが、均―に散在 し、表皮は平滑、髄は空隙 (髄腔)と なっている。

枠の直径があまり太くないことから見て竹類ではなく笹類であるといえる。

樹種組成の特徴

同定された自然木のうち、クリが21点 ともっとも多 く、ついでオニグル ミ (14点 )、 コクサギ (9点 )、 ニフト

コとイヌエンジュ (4点 )、 ミズキ、オオカメノキ、ニレ属 (以上3点 )、 クヌギ節、ウコギ属、ヤナギ属、サイカ



チ (以上 2点 )、 それにキハダ、ハリギリ、ヒサカキ、ヤマグフ (根材)、 竹笹類 (以上 1点)である。これらのデー

タから縄文時代晩期の山王囲遺跡周辺の森林植生を推定してみよう。

同定結果の特徴として、まず、ヒサカキ 1点を除いて、残りは全て落棄広棄樹であることが挙げられる。調査

された試料数は決して多くはないので明確には言えないが、針葉樹を全く欠いていることは、スギ、ヒノキ、モ

ミと言った有用樹が付近には生育していなかったことを示す可能性がある。

高木となる樹種ではクリがもっとも多く、オニグルミ、イヌエンジュ、ミズキ、クヌギ節、ニレ属、サイカチ、

キハダ、ハリギリ、ヤマグフが挙げられる。特にエレ属とヤマグフは根材が出上しており、遺跡近辺での生育を

示す証拠である。オニグルミが多くてミズキ、ヤマグフもあることから、水湿地近くであることが言え、クリ、

クヌギ節の存在から二次林的であったとも言える。

一方、低木ではコクサギが大変多く、それにニフトコの存在もかなり湿潤な林の林床にこれらが生えていたこ

とを示しているのだろう、また、ニフトコ、ウコギ属の存在は集落あるいは人家周囲の人による撹乱が頻繁に入っ

た「薮」のような状況が推定できる。

また、610a層 と611層ではクリ、オニグルミ、イヌエンジュ、 ミズキは共通するものの、オオカメノキとクヌ

ギ節、サイカチは610a層にのみあり、反対にコクサギ、ニフトコなどは611層 のみにある。これらが層位による

植生の違いを反映しているのかは試料が少ないため分からないが、もっとも優先する2種が共通していることか

ら、基本的には同じ植生の反映であった可能性が言える。

以上のことを総括すると、山王囲遺跡周辺にあった植生は、温帯性の水湿地性の落葉広葉樹からなる二次林で、

人の手がずいぶんと入ったものであったといえる。ただ、冷温帯に多いオオカメノキと暖温帯の指標になるヒサ

カキの同時的存在は、更にデータを追加して、どうしてその両者が同時存在していたのかを検討する必要がある。

ただ 1点調べられた木製品である竪杵はクヌギ節であった。

第5表 山王国遺跡出土木材の樹種
List of woods excavared frOm the Sanno― gakoi site

樹 種 610a)冒 6■ 層 612層 総 計

ク リ

オニグルミ 9 14

コクサギ 9 9

ニワトコ 4

イヌエンジュ 1 4

ミズキ 1 3

オオカメノキ 3

クヌギ節 1 3

ニレ属
エレ属    根

2

1

2

1

ウコギ属 2 2

ヤナギ属 2

サイカチ

キハダ 1 1

ハリヨドリ 1 1

ヒサカキ 1 1

ヤマグワ   根 1 1

竹笹類 1 1

総 計 54 ユ
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A/1YG-3639la。 オニグルミ

木回 ×40.

2a.ヤナギ属 MYG 3619
木口 ×40。

板 目  ×100.

同 板目 ×100.3b.3a. クリ ふ近YG‐3636
木回 ×40.

写真 2 山王囲遺跡出土木材顕微鏡写真
h/1icrographs of woods excavated fronュ the Sanno― gakoi site



4a.ク ヌギ節 MYG 3672
木口 ×40.

板 目  ×100.

5a. ニレ属 MYG‐3618
木口 ×40.

同 】阪目  ×100.

木口 ×40。

写真 3 山王囲遺跡出土木材顕微鏡写真
�笙icrographs of woods excavated froni the Sanno― gakoi site
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6a. ニレ属 根 MYG-3670 6b. 同 板 目 ×100.



付章 2 山王囲遺跡出土木材の樹種

7a.ヤマグワ 根 MYG 3621
木口 ×40,

7c。 同 柾目 ×200,

8a. ヒサカキ A/1YG‐3630
木口 ×40。

9a.サ イカチ MYG 3668        9b. 同 板目 ×100.
木口 ×40.

写真 4 山王囲遺跡出土木材顕微鏡写真
江ヽicrographs of、 voods excavated frona the Sanno― gakoi site

8b. 同  板 目  ×100.



10a. イヌエ ンジュ ふ71YG-3648
木口  ×40。

1la.コ クサギ MYG 3616
木口 ×40。

同 板目 ×100,

12a。 キハダ MYG-3603          12b. 同 オ反目 ×100.
木口 ×40。

写真 5 山王囲遺跡出土木材顕微鏡写真
Micrographs of、 voods excavated frona the Sanno― gakoi site

82

10c. 同 431目   ×200.

12c. 同  lI目   ×200.
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13a.ミ ズキ MYG-3652
木口 ×40。

お反日  ×loo.

14a, ハリギリ MYG 3612
木口 ×40。

14b. 同  板 目  ×100.

15a. ウコギ  MYG 3646           15b. 同 板 目  ×100。            15c.
木に|  ×40.

写真 6 山王囲遺弥出土木材顕微鏡写真
ふ江icrographs of ttroods excavated frona the SannO_gakoi site

多
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14c. 同 瓶E目   ×200.

柾 目



16a. ニワ トコ MYG 3613
木匡I  ×40.

tlk目   ×100

17b. 同 オ又日 ×100

18bo F可  ,代 ||  ×100.

17a オオカメノキ
木口 ×40.

17c. 卜可  lF日   ×200。

18a.竹往類 MYG 3634
木口  ×40.

写真 7 山工囲追跡出土木材顕微鏡写真
ふ江icrographs of ttroods excavated the frona the SannO― gakoi site
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付表 1 山王囲遺跡出土土器観察表 (1)
Attribute list of pottery froni the Sanno― gakoi site(1)

出土地点 遺  鵜 層 位 時  期 器 種 口撮部の特徴 主要文様の特徴 縄文 器面調整の籍徴 備 考 写真詭

3号配石 弥 I～ Ha期 平坦口緑 I コ無文 (,デ)肛 組文 しR斜行縄文 ナテ (内 )ナ デ

3号配石 渡状口緑? ナデ ミガキ (内 ),デ

3号配石 晩Ⅵ期 I無文 (ナデ)Ⅱ 平行洸練文 Ⅱ縄文 しR斜行網文 ナデ (内 )ナ デ

4号配石 晩Ⅵ～弥 Ha期 深  鉢 I無文 (ナア ヨヨミガキ)皿 縄文 炭化物

5号配石 (断ち割り) 晩Ⅵ～弥 I期 深  鉢 山形突起 ぜヂ堅
昼X httX ミ〃ギ nヽ,

第15号土器理設土壊 平Jtt口縁 【無真 (ミ ガキ)IE変形工字文A2 洸線文 ミガキ (内 )ミ ガキ 朱 海綿状脅欝

第15号主器埋設土残 理■ 1 晩期終末～弥 H期 小波状口綴 遠↓
よJLx(ナアミガ千, 皿 Ⅳ ナデ ミガキ LR斜行縄文 (内 ,テ

兵イヒ物

第15号土器理設土壌 理  土 晩Ⅵ～弥 I期 鉢 [刻 み Dl平行沈線文 Ⅳ熙文 世窃晋I棒訴;ひ4彗七弩与イ
ナデ

第15号土器理設土残 晩V～ Ⅵ期 茎 H変形工字文卜 平行沈線文 Ⅲ組文 え化物

深  鉢 平狙口綴 I無文 (ヨ コミガキ) コミガキ (内 )ヨ ヨミガキ 炭イヒ物

P‐ B,47 包含層 晩И期 皿平行沈繰文 沈線文  ミガ千 (内 )ミ ガキ

弥 I～ Hb期 平E口縁 I H無 文 (ミ ガ■)

弥 H期 藍 平坦口縁 I Ⅲ駕文 LR斜行組文 (内 ),デ ミガキ

包含層 弥 I～ Ⅱa期 深  鉢 西形突起 I平行泥線文 皿A41文 炭イヒ物

包含痛 弥 ua期 高   杯 V変形工宇文Cl 沈線文 ミガ■ (内 )ミ ガキ 朱

包含層 弥 Ha期 平担口縁 さ券挙゙希監尋
〃千)」無ヌ(

炭化物

弥 コa期 甕 平遭口縁 I Ⅱ無文 (ヨ コミガキ) ヨコミガキ (内 )ヨ コミガキ

包含層 弥 Ⅱa期 高  杯 平JH口縁 I平行泥練文 皿変形工字文? 朱 炭化物

包合層 弥 Ⅱa期 鉢 平坦回縁 1半 毯孝
III文 Ⅲ変形 工 〒 文 Cl 平 で琴I ナア ミガ■(内 )ナデ 朱 炭イヒ物

包含層 弥 Dl期 翼 崩I密ホl革客孫色↓
‐41先羅X川

撃脇子機務革沈線文刺突 ミガ炭化物
包含層 弥Ⅲ期 I H無 文 (ヨ コミガキ)Ⅱ 擬44文 |ヨ

コミガキ (n,ナテ ヨ

包含層 弥 コ期 売 平坦日縁 I 皿4E文 (ナテ)Ⅱ 平行洸練文 ナデ 沈練文 (内 )ナ ア

包含層 深  鉢 平 ltf回 縁 〔 H無文 (ミ ガキ)Щ 縄文 ぞワれIttX 
ミ〃T(州 ,ヨヨナア

包含層 菰 I～ Ⅱb期 詢形波状口縁 I Ⅳ無文 (不明)皿 変形工字文 沈線文 不明 (内 )不 明

蔵壁サノ トレンテ 晩Ⅵ期～弥Hb Щ変形工字文 平行沈練文

包合層 弥 Hb期 高  杯 Щ平布沈線文 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

こ合層 IV平行沈線文 甲
構X 五凝ヌ ベ〃千 (囚 , 金雲母

包含層 晩Ⅵ知～弥Ⅱb II変 形工字文?Ⅳ無文 (ミ ガキ) 沈線文  ミガ■ (内 )不明 朱

包含屈 晩Ⅵ期～弥Ⅱb 高  杯 I平行沈線文 Il変形工宇文 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

包含層 弥 コa期 V変形工字文 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

包含層 奏 小波状口縁 岳議手
(ヨ コナデ, コ平行沈線文

ζflLlk斜●4X XttX(囚 ,

包含層 弥 江期 箋 平週口縁 阜暴携験呈̀tr認識緩
コミガキ) 爾貼 り付 け 哄 積た組文  沈線

炭イヒ物

包含層 弥 Ⅱ期 山形波状口縁 I Щ縄文 炭化物

弥 Ⅱ期 I平行沈練文 Ⅱ無文 (ミ ガキ) 沈繰文 ミガキ (内 )ナ デ

包含層 晩期終末～弥 1期 深  鉢 小波状回縁 I Ц無文 (ヨ コナデ  ミガキ ) ヨコナデ  ミガキ (内 )ヨ ヨナア

包含層 晩期終末～弥 I期 浜  斜 小茨状口縁

P BJ48 包含層 弥Цa期 奏 小波状口縁 I Ⅱ無文 (ヨ ヨナア )

PB」 48 包含層 弥 I～ H期 餌or高杯 皿平行沈線文 変形工宇文Cl 沈線文 ミガキ (内 )ナデ ミガキ

包含層 晩Ⅵ期～弥 I期 深   鉢 Ц無文 (ナデ)皿 変形工字文A lt線文 ナデ (内 )不明
包含痛 高   杯 山形突起 I無文 (ミ ガキ)Ш 変形工宇文A み幹冬チ望主屈賭り1すげ ミ〃千 金雲母
包含屈 晩Ⅵ期～弥 I期 Ш変形工字文A? 沈線文 不明 (内 )不 明

包含層 晩M期～弥 I期 山形突 F‐ I無文 (ナ デ )

P BJ48 晩Ⅵ期 平jB日縁 圭舞手益辛ガキ)Ш変形工字文Aつ 甘幹
=,都
型
制り 影歿浮

PB」 48 包含層 晩Ⅵ期 鉢 平坦回緑 I無文 (ヨ コミガキ)Ⅲ 変形工字文 沈線文 ヨコミガキ (内 )ミ ガキ

包含層 弥 I期 平担口縁 諺+登手誉耳
コミガキ)Ⅲ匹字文

輩
漂X ヨヨく刀千(囚ブヨコミ〃 釜雲母 炭イヒ物

P―BJ47 包合層 晩Ⅵ期 小波状回緑 綿
ヨコミ〃千,よ 十行泥繰ヌ

沈線文 ミガキ (内 )ヨ コミガキ

包含層 晩Ⅵ期 こ
無文 (チデ)Π 平行沈練文 lr縄 しR斜行機X 沈耀文 ナテ (内 ,ナ

南整サントレンチ 弥 I～ コa期 浅  鉢 平迪口縁 I無文 (ミ ガキ)皿 平行沈線文 沈線文 ミガ■ (内 )ミ ガキ

包含層 台 ■ 鉢 山形突起 と姿垂三畿綴 ぎ烈期紋 沈繰文 ヨ
コミガキ (内 )ヨ

包含層 晩Ⅵ期 隻式ド
ヌ(ヨコミガキ,Ⅱ変形I 流線文  ヨコミガ■ (内 )ヨ コ ミガ

包含屈 晩 V期 平年沈線文 , 沈繰文 (内 )ヽ ガキ

弥 Ⅱ期
」で静Ff 

平行沈線文 IV無 文 (ヨ と線文 ヨコミガ■(内 )ヨコミガ

吉壁サブ トレンチ 高  杯 波状文 透かし孔 沈練文 ナア (内 )ナデ

P―BJ44 包含層 山形突起 彬壬与髪を,' 
コヤ灯滉級文皿

沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

包含層 弥 I期 山形突起
Ш平↑

沈繰文  ヨコミガキ (内 )ミ ガキ

包含層 晩 V～ M期 透写
沈線文 Ш変形工字文 平行 泥練文 ナデ (内 )ヨ ]ナテ ミガ

包含層 晩V期 深  鉢 小波状口縁 畠
=!饉
手(ヨ
コミガ■)Il平行沈ζttg縄文 沈線文 ミガキ(内 )

包含罵 鉢 山豫 起 存麓壬(ヨ
コミガキ)Ш匹字文 評 g響ぎテ摯糠文 ヨコミガキ

包含層 晩期 V期 小波状口縁 平行沈練文 Ш組文 弊
縄文 沈線文  ミガ■ (内 )

後期後半 Ⅲ縄文



付 表

付表 1 山工囲遺跡出土土器観察表 (2)
Attribute list of pottery froln the Sanno― gakoi site(2)

出
=地
点 還  納 層 位 時  期 器 種 口絨部の特徴 主要文様の特徴 組文 器面調整の特徴 III 考 写真h

QヽV 第 1号竪穴状遺網 ナア LR斜 行縄文 (内 )ナ デ

QW 弥コb期 不 明 I H無文 (ミ オキ)皿 組文 オキ LR斜行組文 (内 )ミ ガキ 炭イヒ物

QW 第1号竪穴状遺構 晩Ⅵ～弥 H期 深  鉢 平坦H縁 I II組文 LR斜行組文 (内 )ミ ガキ

第 1号竪穴状遺構 晩Ⅵ～弥 H期 深  紫 平坦口縁 I �縄文 LR斜行組文 (内 )ヨ コミガキ 炭1ヒ物

QW 第 1,竪穴状越種

QII 弥 H期 壺 狂平行洸線文 Ⅲ艇文 金蟹母

QⅢV 第1号竪穴状遺構 壇■ 1 弥 Ha期 高  杯 平坦口綜 LR斜行組文 沈線文 ミガキ 金雲母

第1号竪穴状遺構 弧Ⅱ期 商  杯 V波状文 透じ孔 泥線文 ミガキ (内 )ヨ

第 1号竪穴状遺構 埋■ 1

包含霜 弥 Ⅱa期 小濃よ口緑

包含層 弥 Ⅱb期 平坦日縁 I Ⅱ無文 (ミ ガ■)Ⅱ組文 ミガキ LR拇行艇文 (内 )ナ ア 炭化物

包含層 弥 Ⅱb期 平4口縁 I Ⅱ無文 (ナア)皿 組文 ナテ LR斜 行組文 (内 )ナデ

QW 包含層 弥 Hb期 炭化物

包含層 Ш平行沈線文 �組文 炭化物

QW―BYゑ 8～50 弥肛b期 V=下文 沈線文 ミガキ LR組文 (内 )ナ デ 金簑母 未

包含層 晩Ⅵ～弥コ期 深  鉢 平坦口縁 I Ⅲ組文 LR斜行縄文 (内)不明 炭化物

QW 包合層 弥コ期 高  林 V平行沈線文 vL線文 ミガキ (内 )ミ ガキ 銭雲母

包含層 V平行沈線文 泥線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

QW 弥 I期 ? Ⅲ変形工字文 平行泥線文 泥線文 ヨコミガキ (内 )ヽ ガキ

QW 包含層 晩Ⅵ～弥 I期 平4口儒 I無文 (ヨ ヨミガキ)Ш 平仔沈線 金簑母

包含層 弥 I期 平坦口縁 I平行洸線文 コ無文 (ヨ ヨミガキ) 釜雲母

QW 包合層 弥 Ⅱb期 薦   杯

QW 包含層 晩M～弥 Ⅱb期 平坦口縁 I Ⅲ組文 LR斜行型文 (内 )ナ デ

QヽV 包含屈 晩M～弥Ⅱ期 深   鉢 平ll口縁 I m縄文 RL斜行組文 (内 )ミ ガキ 炭化物

QヽT 包含層 弥Ⅱ期 鉢 平坦口縁 I平行泥縦文 Ⅱ変形工字文C2?
とR斜行縄文 泥線文  ミガ■ (内 )

QW 包含屈 弥Ⅱa期 高   林 平」口縁 I平行沈線文 Ⅱ波状文 泥線文  ミガキ (内 )ヨ コミガキ

QW BY塞 8～ 51 包含層

QW 弥Ш期 平坦口縁 [ 皿擬組文 授tud文 (内 )ナ デ ミガキ 炭化物

QW 包含層 弥Hb期 充 平坦口綴 I 狂無文 (ナデ)Ⅱ 組文 ナデ 駅 斜行縄文 (内 )ナ デ

ユ含層 弥 Ⅱb期 莞 平坦口綴 I Ⅱ無文 (ヨ コミガキ)Ⅲ 組文 LR斜行組文 ヨコミガキ (内 )ナデ 炭イヒ物

QW Bスと9 包含層 発

QW 包含層 晩Ⅵ～弥巨b期 深   針 平辺口縁 I Ⅱ縄文 LR斜行組文 (内 )ナ デ

●L含層 殊 Шb期 繋 平坦口縁 I n平行沈線文

包含層 弥 Hb期 鉢 平坦口楊 I Ш平行洸線文 泥線文 ミガ■ (内 )ナ デ 坊モイヒ|″

QW 包含層 高  杯 平坦口傷 [平行沈線文 Ш V変 形工字文C2

QW BX49 包含層 洸線文

QW 弥コも期 高  林 V波状文 縄文 LR組文 泥線文 ミガキ (内 )ナ テ

包含層 晩M～ 弥 Hb期 高  林 V平行沈線文

QW BX郷 ～51 包含層 弥 H期 魂 平坦口縁

QW 包含層

包含層 弥 Ⅱ期 平坦口縁 [無文 (ヨ コミガキ) ヨコミガキ (内)ヨ コミガキ 炭化物

QW BX49 包含層 弥 Ⅱ期 整 小波状日縁 I無文 (ナテ) ナデ (内 )ナ デ

包含屈 晩Ⅵ～弥Ⅱ期 深   鉢 平坦回縁 と無文 (ナデ)Ⅲ 縄文 ナテ LR斜 行組文 (内 )ナ デ

QW BX49 包含層 晩Ⅵ～弥Ⅱ期 【組文

QW 包含層 突起 (山形突起 ) ヨコミガキ (内 )ヨ コミガキ

QW 弥 H期 Ⅲ変形工字文C 縄文

包含層 弥 I～ H期 鉢 Щ Ⅳ平行沈線文 組文 隙斜行縄文 沈練文 (内 )ミ ガキ

包含層 弥 I～ Ⅱ期 鉢 皿変形工字文 rv組文

包含層 弥 I～ コ期 Ⅳ洸線文 V無文 (ナア ) 泥線文 ミガキ (内 )ナ テ

QW― BX49 包含層 弥 Ⅱ期 高  杯 と平行洸練文 題波状文? 泥線文  ミガキ (内 )ナ デ  ミガキ

包含層 弥 I～ Ⅱ期 苫  杯 Vlt線文 洸線文 ナデ (内)ナ デ

包含層 弥 H期 高  杯 平坦口縁 1平行沈縦文 泥線文 ミガキ (内 )ナ デ ミガ■

包含雇 弥 H期 蓋 I Ⅲ縄文 LR斜行鯉文 (内 )ヨ コミガキ

QW B凛 9 包含雇

QW 弥 Ha期 浜  鉢 小渡よ口縁 I Ⅱ無文 (ミ ガキ) ミガキ (内 )ミ ガ■

QW 包含層 晩Ⅵ～弥 I期 鉢 平坦口縁 I平行洸線文 Ⅱ縄文

QW 包含層 晩 V～ Ⅵ期 深  鉢 小波状口縁 I無文 (ミ ガキ)H Ш平石沈線文

QW BX49 包合層 晩Ⅳ期

QW 包含屈 弥 Ⅱa期 平JH口縁 山形突起 I平仔沈糠文 皿 Ⅳ縄文 炭化物 朱

QW 包含層 弥 コ期 蓋 平坦回縁 I Ⅱ無文 ( がキ) ミオキ (内 )ミ ガキ 炭化物



付表 1 山王囲遺跡出土土器観察表 (3)
Attribute list Of pottery frona the SannO― gakoi site(3)

器 種 口縁部の特徴 主要文様の特徴 削文 器面 vil整の特徴 術  考

包含屈 弥コb期 苗  杯 V平行沈線文 �文 組文 沈報文 ミガキ (内 )ミ ガキ 朱

包含層 弥肛期 平坦口憲 I Ⅲ平F沈線文 入組文 II文 LR斜行組文 沈線文  ミガキ (内 )

包含痘 弥 口b期 妻 平JE口縁 ナデ LR枚 た綽d文 (内 )ナデ

墾 平坦口縁 I Ш無文 (ヨ コミガキ)Ш 細文

包含層 弥 Hb期 I群文 (ナ デ)肛  皿純文 ナテ LR積 走組文 (内 )ナデ

QW 包含層 弥 Ⅱb期 平坦 H縁 I Ц無文 (ミ ガキ)皿剥文 LR斜F組文 ミガキ (内 )ナテ ミカ
炭化物

包含層 弥 Ⅱb期 高  

“

V波状文 平行洸線文 組文

商  杯 V波扶文 平行沈絲文

包含層 霊 平坦日縁 Ik文 (ヨ ヨミガキ) ミガキ (内 )ヨ コミガキ

QW XlY2b 包含厚 弥 I～ Ц期 V平行洸線文 朱

包含馬 弥 コ期 深   鉢 平坦口縁 LR斜行組文 (内 )ヨ コミガキ 炭イヒ物

QW XOY2b 包含層 殊 I～ Ц期 平垣口縁 I無文 (ミ ガキ)H平 行沈線文

Ⅳ平行洸線文 V無文 (ナデ) 沈線文  ミガキ

包含層 弥コ期 I W平 行沈線文 変形
工宇文  糾

炭化物

包含厄 弥 H期 E無文 (ヨ コミガキ)Ш 縄文 え化物

包含屈 弥 H期 平IE口稼

平垣口綜 I Ⅱ組文 LR斜行概文 (内 )ナ デ ミガキ

包含層 弥 Ⅱ朋 平L口縁 I縄文 LR斜行測文 (内 )ヨ コミガキ 友化物

包含屈 弥 Ⅱb朗 岳ふI無文(ヨ
ヨナデヨコミガキ) 昼鳳孝私)ゞ考勢サ付加

包含層 弥 Ⅱ期 平坦日縁 I Ш無文 (ナ デ ミガキ )

包含屈 深   鉢 辛坦口縁 キ由野(ヨ
コミガキ,趾半行涯繰ヌ

LR2・‐行純文 沈線文 ヨコミガキ

包含層 文化物

包含層 孫Цb期 Ш変形工字文C2W肥 文

QW‐ X2Y2a 包含厖 弥口期 沈線文  ミガキ (内 )ナ デ

包含屈 弥 Πa期 嵩   林 Ⅲ変形工字文CI Ⅳ組文

平坦口縁 [ Ⅲ無文 (ヨ コミガキ) ガキ (内 )ミ ガキ

包含層 弥 コb期 [ コ無文 (ミ ガキ)Ⅲ 組文 ミガキ 択斜行組文 (内 )ナ デ

ユ含層 晩Ⅵ期～弥 Цb 深   鉢 ナデ (内 )ナデ

包含用 弥 I～ 弥口b期 平坦口縁 I平行泥線文 Ⅲ組文
LR斜⊂肥文 沈紙文  ミガキ (内 ) 未 金雲母

包含層 弥頑も期 高   杯 V波状文 I.H文

Ⅱ無文 (ミ ガ■)皿 組文 LR斜行組文 ミガキ (内 )ナ デ

包含屈 弥 H期 I無文 (ヨ コミガキ ) ヨコミガキ (内 )ヨ コミガ 炭化物

QW― XOYla 包含層 晩Ⅵ～弥 コ期 際  鉢 LRN行 組文 (内 )ミ ガキ

QW― XlYlb 包含層 弥 Ⅱ期 平坦口縁 I平行洸線文 変形工宇文C

QW‐ XlY2d 弥 巨期 V波状文 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

包含屈 Ⅱ無文 (ヨ コミガキ)Ш 組文 ナデ LR斜行|14文 (内 )ヨ コミガ

QW― XlYlc ユ含屈 晩Ⅶ～弥H期 V平行泥線文 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ 金雲母

QW 包含層 弥コ期 平坦口縁

QW― XOYlc 包含屈 弥 1 平4口霧 I平行沈線文 H“文 (ミ ガキ)

菱 平坦口協 I EI IV組文 LR斜行14文 (向 )ミ ガキ

包含層 弥 Цa期 小波状口縁 I 口熊文 (ヨ コミガキ) コミガキ (内 )ヨ コミガキ

QW,XlY] 包含層 弥 I～ コa期 刷 塩 T無文(ミガキ) 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

QW‐ XlY〕 包含層 弥 Ha期 裂 小波状目縁 I Π無文 (ヨ コミガキ)El組文

QW 包含層 晩Ⅵ～弥 I期 皿平行沈線文 Ⅳ変形工字文A

QW‐ Xユ Y]g 包含層 平坦口縁 押圧

QW― X2Yll 包含層 猟Цa期 I Ш無文 (ミ ガ■)Π 組文 LR斜行44文  ミガキ (内 )ナテ λ化物

QヽV 包含層 弥 I期 整 平坦口縁
ナテ LR斜行組文 ミガキ (内 )ナ

包含層 弥 Ⅱ期 深  鉢 山形波状口縁

QW 深  鉢 平Jll口 縁 I 口熊文 (ミ ガキ)皿 組文 ミガキ kR斜 行組文 (内 )ナ デ

QW 包合層 密 平坦口縁 I n無 文 (ナ デ)Ⅲ 組文 ナテ LR斜 行縄文 (内 )ナ デ 炭化物

QW 包含屈 晩Ⅵ期～弥 H期 I Ⅲ組文 LR斜行組文 (内 )ヨ ヨナデ ナテ 皮化物

QW 包含層 弥 I期 蓋 平jH口縁 LR斜行艇文 (内 )ナテ 炭化物

第10;土器塵設主壊 弥 Ⅱ期 I平行沈線文 口

“

文 沈線  ヨコミガキ

弥 I期 ～弥 Ⅱ翔 深   斜 Ⅲ平行洸線文 組文 組文 洸線

第10号■器理設土跛 晩Ⅵ期～弥 Ⅱ期 平la口縁 I無文 Ⅱ縄文 ヨヨナデ 縄文

QN 包含層 晩Ⅳ期 [平行沈線文 Ⅲ雲形文
LR斜行組文 沈線 ミガキ (内 )ミ カ

炭化物

QN 包含扁 弥 コ期 Ш平行洸線文

理  ■ 弥コa朗 高   杯 平坦口縁 I平行泥線文 Ⅲ変形工字文CI 沈線文 ミガキ (内 )ヨ コミガキ

高  杯 平坦口縁 山形突起 学ヽ若丼慧争
千,, t日昏訃に涯瀬 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

弥 Π期 [ Ш無文 (ヨ コミガキ) ミガキ (内 )ミ ガキ



付 表

付表 1 山王囲遺跡出土土器観察表 (り
Attribute list of pottery fronl the Sanno― gakoi site(4)

遺   稲 時  期 器 種 主要文f7kの 特徴 組文 器面調整の特徴 備 考

R(W) 晩Ⅵ期～弥 五 深  鉢 平坦口縁 I組文 LR斜行縄文 (内 )ヨ ヨナデ ナテ

R(W) 弥 顧a期 高  杯 V It状文

弥 I期 高  IT Ⅳ平行沈線文 t■ 文

弥 H期 蔓 I コ無文 (ヨ ヨナデ)Ⅲ 組文 LR斜布組文 ヨヨナ,(内 )ヨ コナ 炭化物

R(W)BX68 平坦回縁 とⅢ率業&■音4女オ,、卜景辱部に沈

R(W) 弥 コ期 V平 行沈線文.波状文

理■ 1 弥口a郷 館or高杯 朱 白色砂粒

埋  i 晩Ⅵ餌～弥 I期 高  杯 I平行沈練文 皿無文 (ミ ガキ) 沈線文 ミガキ (内 )ヨ ヨナテ

平坦口緑 突起 I平行泥線文 沈線文 ミガイ (内 )

R(W)BY68 包含層 弥 コb期 整 平坦口編 [ Ⅱ無文 (ヨ コミガキ)Ⅲ 組文 R-69と 同一

R(W)BY08 弥 Hb期 霊 平遭口縁 [ Ⅱ無文 (ヨ コミガ■)Ⅲ iRI文

包含層 弥Шb期 翼 [ Ⅱ無文 (ヨ コミガ■ ) ガ■ (内 )ヨ コミガキ

包含層 弥 狂b期

R(W)BY08 包含層 弥 コb期 V波水文,平行沈線女 沈線文  ミガキ (内 )ナ デ 金雲母

R(V)BY68 包含層 弥 Ⅱb期 高  杯 波状口縁 【郎文 (ヨ コミガキ)皿 変形工宇文 朱 炭イヒ物

包含層 弥 Ⅱ期 I平行泥線文 H無文 (ミ ガキ) 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

包含層 弥Ⅱ期 I無文 (ヨ コナデ)Ⅱ 平行沈練文 泥線文 ヨヨナデ (内 )ナデ

R(W)BY68 包含居 晩Ⅵ期～弥Ⅱ期 深  鉢 平坦口縁 I Ⅱ細文 LR斜行縄文 (内 )テデ

R(W)BY6S 包含屈 晩Ⅵ期～弥Ⅱ期 深   鉢 平坦回縁 I無文 (ナデ)Ⅲ 報文 LIl縦走縄文 ナデ (内 )ナア

弥 n期 南  杯 泥線文 ヨコミガ■ (内 )テテ 宋

包合層 弥 Ha期 高  杯 V波状文 透かし 泥線文 ナデ (内 )ナデ

包含層 V工字文

R(W)BY68 包含屈 晩Ⅵ期～弥 I期 平坦口縁
I平行沈線文,(口 唇部に沈線 ) 沈線文 ナテ (内 )ナ デ 釜蜜母

R(W)BY68 晩Ⅳ期 深   鉢 平坦口縁亥Jみ

包合層 晩Ⅳ期 鉢 平JH口縁 列み 岳聖つ隻1縄?FH文
Ⅱ平行瓦線ヌ

包含層 不 明 平坦口縁 I平行沈線文 Ш熊文 (ナデ) 沈線文 ナデ (内 )ナデ

R(W) 包含層 弥 Ⅱb期 翼 平坦口掘 I Ⅱ無文 (ヨ コミガキ ) 釜雲母 炭イヒ物

R(V) 包含層 2上面 ET H b期 莞 平坦日縁 金雲H 皮イヒ物

包含層 2■面 弥 コb期 小波状日縁 沈線文 ナデ (内 )テ デ

包含屈 2上面 弥口b期 I平行沈練文 コ波状文? 不明 (内 )不 明

R(W) ユ含層 弥 H期 高   杯 V波状文 透かし 沈線文 ミガキ (内 )ナ デ

R(W) 包合層 晩Ⅵ期 鉢 平坦口縁 [匹字文 Ⅲ無文 (ミ ガキ)

包含層 晩Ⅵ期 鉢 V変形工字文A 金蜜母

包含層 弥 コb期 [ Ⅱ無文 (ヨ コミガキ)El不 明 ミガキ (内 )ヨ コミガキ 金雲母 皮化物

包合層 弥 コb期 V平行洸線文 波状文

R(W)S 包含層 弘 Цa期 平坦口縁 千肇寿羊誇 徹 ャ(号最弗〒留摯) ,(イヒ,カ

R(W)S 包含屈 F41tt a期 平坦口縁 I工学文 Ш縄文 金雲母

弥 Цb期 箋 平坦回縁

包含層 弥口b期 勇 I H無文 (ミ ガキ)皿 縄文 LR斜行縄文 ミオキ (内 )ミ ガキ 金雲母

包合層 平坦口縁 I H無文 (ナア)工 組文

R(W)BX68 包含層 弥 Hb期 密 平坦口縁
I無文 (ミ ガキ)Ⅱ 無文 (ミ ガキ )

R(W) 包含層 弥Ⅱb朗 鉢 Ⅲ変形工字文ω 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

包含層 弥 Πb期 Ⅲ平行沈線文,変形工字文C2 泥線文 ヨコミガキ (内 )ヨ コミガ

包含層 弥 工a期 V波状文 透か し 洸線文 ナデ (内 )ナデ

R(W)B7Ch3 包含屈 弥 Ha期 V波状文 透かし 泥線文  ミガ■ (内 )ナ デ

R(W)BXCS 包含層 弥Цb期 高  林 V平行沈線文,波状文 泥線文 ヨコミガキ (内 )ミ ガキ 未 金雲母

包含層 弥 コb期 高  杯 金雲母

包合層 弥 I期 I コ Ⅲ変形工字文 泥線文 ナア (内 )ナ ア

包含層 晩Ⅵ期～弥 肛b 平坦口縁 I無文 (ミ ガキ)皿 平行沈線文 洸練文 ミガキ (内 )ヨ コミガキ

R(W) 包合層 琳 Ⅱb期 高   杯 Ⅵ平行沈線文.浚状文 金_F母

R(W) 包合層 弥 Ⅱ期 琵 平坦口縁 I無文 (ヨ コミガキ ) ヨコミガキ (内 )ヨ コミガキ 炭化物

包含層 珠コ期 甕 I Ⅱ無文 (ヨ コミガキ)Ⅱ 組文 炭化物

包含層 弥Ц期 露
洸線文 献 斜行縄文  ヨコナデ

包含層 平週回縁 I コ無文 (ヨ コミガキ)

R(W)BY68 包含層 弥 H郷 深  鉢 平坦口縁 I瓢文 LR斜行縄文 ナデ (内 )不明 金妻母

弥 H期 深  鉢 平坦口縁 [純文 Ш組文 L醐 行縄文 (内 )ナデ

包含層 弥 期 [縄文 Ⅱ組文 LR斜行縄文 (内 )ミ ガキ 炭化物

包含層 平坦口縁 [ Ⅲ縄文 LR斜行組文 (内 )ヨ ヨナデ ナテ

R(W) 包含層 弥 Ⅱ期 不 明
平行泥線文 コ変形工字文C2, 平

R(W) 包含屈 弘 Ⅱ朋 鉢 辛坦口縁 沈線文 ナテ (内 )ナ デ 朱



付表 1 山王囲遺跡出土土器観察表 G)
Attribute list of pottery frona the Sanno― gakoi

日体� 還  構 層 位 時  期 器 種 口緑部の祥徴 主要文藤の特徴 艇文 器面調整の持歓 備 考 口卿

包含届 平坦口縁 府審訴遊7千 ,皿 半ケ泥凝X,尉 沈線文  ミガキ (内 )ミ ガキ

R(W)BX68 包合層 弥口期 卍影餐霊、(ボタン状 1無文 (ミ ガキ),(口 唇部に洸線)

包合層 弥 H鋼 高  杯 Ш波状文 泥練文 ナデ (内 )ミ ガキ

包含層 弥 1期 高  杯 Ⅱ変形工字文C,平行泥線文 沈線文 ナデ (内 )ナ デ

包含層 高  杯 V波状文 沈線文 ミガ■ (内 )ナデ

R(W) 包合層 弥 H期 V波状文 沈線文 ナテ (内 )ナデ

R(W)BX68 包含層 弥 Ha期 Ⅵ波状文 泥線文 ナデ (内 )ナ デ

包含層 弥 Ⅱa期 高  

“

沈線文 ミガキ (内 )ナ デ

弥 I期 鉢 山形波状口濡 辞寿売議&千
,,(口善部にた耀,

洸線文 ミガキ ナデ (内 )ミ ガキ 朱 金簑母

R(W) 包含層 高  杯 Ⅲ平行沈線文

R(W)BZ68 包含層 弥Ⅱa期
券摯母
X,半 打五灘 X IIttX(ミ

包含層 V変形工字文Cl 沈線文 ミガキ (内 )ミ ガキ

a期 高  林 V茨状文,平行沈療文

包含層 鉢 山形波状回縁 t幸寿縮 4翼支隈 甥揮科 沈繰
文 ヨコミガキ (内 )ヨ コミガ

金雲母

R(W)BY68 包含層 弥 I期 と無文 (ミ ガ■)Ш 変形工字文A2 金雲母 朱

R(W)BX68 包合層 晩Ⅵ期～VF I期 鉢 山形波状口緑 [無文 (ナ デ)皿 平行沈線文 ナデ (内 )ナア

包含層 晩 M朋 ～弥 I期 平jH回縁 〔平行滉繰文 肛組文 炭イヒ物 朱
包含層 晩Ⅵ期 鮮 皿平年沈練文,変形工字文A

R(W) 包含層 晩Ⅵ期～弥 I期 先善子(ヨ
ヨ` ガ■,Ш半行た繰嘉 晉晉ζティリ込

み ヨコミガキ(内 ,
R(W) 包含層 弥 I期 鉢 Ⅲ平行沈線文,変形工字文A 輩踏ふ撃黒聯Ψ付け ヨコミガ

包含層 晩Ⅵ期～弥 I期 高  杯 渡状口縁 と禁将鰈隻'｀
」唇いにた漑′

包含層 晩Ⅵ期 鉢 平坦回線
I無文 (ヨ
変形工字文

オキ)Ⅱ平行洸線支,
沈線文 ヨコミガキ (内 )ミ ガキ

R(W)BX68 包含層 晩 V期 査
波状 口縁 山形突 I n無 文 (ヨ コミガキ)皿 不明 釜箋母

R(W)BY68 包合層 晩V期 平坦口縁 I平 行洸線文 皿縄文

包含層 晩V期 台付減鉢 V匹字文
(内 )ミ ガキ ナデ

4号配石 弥 I～ Πa期 商  杯 沈線文 ヨコ ミガキ

5号配石 晩期～弥■ 深   鉢 Ⅳ V組文 駅 斜行縄文  (内 )ミ ガキ

5号配石 弥 I期 平坦口縁 I Ц無文 (ナデ)Ⅱ Ⅳ V組支 皮イヒ物

H号理設 晩期～弥生 I期 Ⅳ V細 文 LR41行 組文 ミガキ

12号埋設 ljt期 ～弥生前期 深  鉢 Ⅱ Ⅳ縄文 麒 斜行縄文 (内 )ミ ガキ

13号理殻 晩期～訴生前期 深  鉢 颯 斜行縄文 (内 )ナ デ

第15号土器理設土跛 平坦口縁 判
穏 ヌ  匹 7文 Ы Ⅲ無 文

沈線文 粘土粒踏付 ヨコミガキ

包含層 晩Ⅵ輝～弥 I期 と～Ⅳ撫文 V木業戻 縦たLR縄文 (内 )ナ デ 炭化物

包含層 弥 I～ 巨期 五手l卿どテ ミオキ)Ⅱ  Ⅳ LR斜行縄文  ミガキ (内 )ナデ
P‐ B」46 包含層 VrШ期 皿 Ⅳ平征沈線文 波状文 縄文 沈線文 は 斜行組文 ミガキ 朱 炭イヒ物

包含層 弥 Ha期 高  杯 V平行沈線文 洸線文 ヨコミガキ

QW 14号理設 深  鎌 小波状口縁 ↓ザ揉亀畳恐
ヨコミガキ

' Itl 
Ⅳ雑

炭化物

QW 第 1号墜穴状遺構 弥 I～ Ц期 Ⅳ縄文 V無文 (ナデ) LRtl行 縄文

QW 第 1号霊穴状選構 弥 Ha期 平坦口縁 孟‡
Ⅱ平伝沈線文 Ⅳ組X Vttπ 滋 哄 斜行縄文 沈線文 ミガ

～
金雲母

QW 孫 Ha期 深  鉢 平坦口縁 山形突起 千看将途好ヽ 鶴 昔+4Tぬ穏X LR桜走組文 沈繰文 ヨヨミガキ 炭化物

包含層 H期 壺 Ⅱ～Ⅳ無文 (ナ ア )

QヽV 包含層 弥コ期 平坦口縁 I～ V無文 (ミ ガキ ) 化物

包含層 弥Hb期 高  杯 V波状文 望下文 LR横走縄文 沈線文 ミガキ

QヽV 包含屈 弥 Ⅱb期 平」口縁 I Ц無文 (ミ ガキ)皿 V縄 文 LR斜仔艇文 ミガキ 皮化物

QW 包含層 晩Ⅵ期～赤Ⅱ期 深  鉢 平坦口縁 ～V縄文 V無文 (ミ ガキ ) 麒 斜行縄文 炭化物

QW 包含層 甕 平坦口縁 H熊文 (ミ ガ■)皿  V縄 文 炭イヒ物

QW 包含層 訴口期 ～ V縄文 LR斜行縄文 炭化物

QW 包含層 弥H期 融↓R舞藤yi軍ふ
ミガキ)皿  ⅣLR斜行縄文  ミガキ 炭化物

晩Ⅵ期～弥Ⅱ期 深  鉢 平坦口縁 LR斜行組文 文化物

包合層 鉢 平坦口縁 ～II縄文 V無文 (ナ テ) LR斜行艇文

QW 包含層 弥 I期 孝翠F子翌
gLヌ

(

洸線文 ミガキ

QW 包含層 弥 I期 鉢 平行沈線文 Ⅱ匹字文 Ⅱ縄文 母子ヨ音でチ牽
スリ込み 消土村猫

QW 包含層 晩Ⅵ期～弥狂期 深  鉢 平坦口縁 ～V縄文 V木葉痕 は斜行V4文 イヒ物

包含層 深  鉢 山形波状口縁 H蕪文 (ミ ガ■)皿  V組文 嶼斜行縄文 ミガキ 化物

QW― X2Ylg 包含層 甕 平坦口縁 H無文 (ミ ガキ)皿  III縄 文 しR斜行縄支  ミオキ ナデ

QヽV ユ含層 弥 I期 小波状口縁

QヽV 包含層 弥 期 高  杯 否髪球
形矢遷 狛

蓬写解 くた2F予逓白 泥練文 粘主粒貼付 ミガ■

QN 包含層 晩Ⅳ期 深  鉢 平坦口縁 押圧 attX(ミ
ガキ)H平 行泥線文 Il RL斜 行組文 沈繰文 ミガキ え化物



付 表

付表 2 山王囲遺跡出土土製品観察表
Attribute ist of clay obieCts from the Sanno―gakoi site

付表 3 山王囲遺跡出土石器・石製品観察表 (1)

Attribute■ st of stone implement from the Sanno gakoi site(1)

聴 出土地点 層位 時期 種別 諦則値 (D 重 さ 付着物 備考 図dNo 写真No

1 RWttZ68 晩期 V期 土偶

高さ 635

幅  553
厚さ 5守

8675 征
（

中空 頭頂部は剥落欠損

頂部に径 54Hの焼成前穿孔あ り
9望 25-2‐ 1

2 Rヽ T―BZ68 晩期～弥生 Ⅱ 蓋形土製品

高さ 355

長径 556

短径 545

4016 朱
中央に 2個の径 2ndの焼成前穿孔あり

縁辺の約3分の1を欠損
併3 252‐2

陣
血

納 出土地点 遺構 層位 石材
最大長

(lm)

最大幅

(H」コ)

最大厚

(lШ )

菫
①

備考 図MNQ 写真No

ユ 石鏃 Q西 署 玉 274 1 破損 26-10

2 石 鏃 R(WS) ガラス質デイサイト 破損 102 269

3 石鏃 R(W) 流紋岩 64 092 破損 26お

4 石鏃 Q西 鉄石英 244 10望

5 石鏃 R(W)B Y68 ピット397 埋± 1 鉄石英 受熱 ll1 5 2争 4

6 石鏃 R(W6) 鉄石英 ll1 6 26‐ 3

7 石 鏃 Q西 黒曜石 070 破損 ll1 7 26‐6

8 石 鏃 R(W)C A68 鉄石英 511 083 1じ 8 265

9 石鏃 P 玉 髄 94 037 破損、付着物有り 262

石 鏃 R(MI)― C A68 玉髄 075 破損 ll1 10

石鏃 Q西 鉄石英 123 破損、付着物有り 267

石鏃 2 珪質頁者 90 42 破損

石 鏃 Q西 11 鉄石英 203 128 108 26-12

石鏃 R(W) 鉄石英 495 破損

石鏃 R(Wも ) 鉄石英 破損 2614

石鏃 Qtt X O Y2a 17 鉄石英 2争 15

石鏃 R(W)‐ C A68 4 産質頁岩 236 44 2616

石錐 R(W)B X68 ピット400 埋± 1 97 142 破損 2∈ 19

石錐 P 第4号配石遺構 碧王 267 228 破損 2621

石錐 Q西 11 碧玉 364 197 破損 1090 2620

石at Q西 第 1号竪穴状遺構 埋± 1 黒曜石 206 8お 破損 26ワ3

石釜 R(WS) ピット 4層上面 玉髄 274 70 076 1022 2∈ 18

石匙 R(W) ピット396 埋± 1 買岩 433 565 ll1 23 26ワ5

石錐 R(W) 珪質買岩 263 542 破損 ll1 24 2622

石錐 Q西 破損 10-25 26‐24

襖形石器 Q西 第 1号竪穴状遺構 埋± 1 鉄石英 250 324 115 927

不定形石器 P 第4号配石遺構 鉄石夫 345 1613 11ワ 27望

28 不定形石器 P 頁岩 520 599 破損

不定形石器 P‐ BK型 河川跡 埋 土 鉄石英

不定形石器 P 流紋岩 695 破損 116 243

不定形石器 P 頁岩 378 404 2968 破損 275

磨製石斧 P 砂質貢岩 692 431 13168 破損 117 247

石庖丁 P 粘板岩 564 2033 破 損 11お 2697

石製小玉
包含層

(撹乱 )
ヒスイ 098 11つ 26ワ6

磨製石斧 P デイサイト 21735 破損 27お

磨製石斧 P 第3号配石遺構 安山岩 995 17823

磨石 P 第5号配石遺椿 花商岩 892 941 486 56940 破損 124

磨製石斧 R(W)― B Z68 デイサイト質凝灰岩 1069 571 31120

凹石 安山岩 801 666 29600

磨石 Q西 安山岩 9G6 132470 1み6 29-10

凹石 P―BJЪ 6 安山岩 927 83130 29-9

42 凹石 P 砂岩 805 658 41600 13-2 2餅 7

43 凹石 P 859 45520 293

44 凹石 Q東 第10号土器埋設土壊 花両岩 1055 991 32230 2併 6

45 凹石 R(W‐ N) 安山岩 889 42620 29‐2

46 凹石 P 花両岩 979 865 68810 29望

47 石 皿 P 第3号配石遺構 安山岩 113590 破損 1争7 29お

48 円盤状石器 R(E) デイサイト質凝灰岩 630 630 11809 28お

49 円盤状石器 R(W) ピット 埋± 1 安山岩 695 643 18449 14つ



付表 3 山王囲遺跡出土石器・石製品観察表 (2)
Attribute lst of stone implement from the SannO gakoi site(2)

酢
血

器種 出土地点 遺構 層位 石材
最大長

(nl)

最大幅

(D4)

最大厚

(lun)

韮
①

備考 図版 No 写真No

円盤状石器 R(W― N) デイサイト質凝灰岩 14 3 28つ

円盤状石器 R― B X68 ピット401 埋 土 デイサイト質凝灰岩 10400 144 28-10

石核 P デイサイト質堤灰岩 36お 0 14も 28望

石核 P 鉄石英 3330 14 6 28-5

石核 P デイサイト質凝灰岩 585 881 1048 61210 147 283

石核 P 買 岩 1527 87350 27‐ 11

石核 P 買岩 494 40210 15ワ 287

石核 P 買 岩 753 29420 15お 28-6

石核 Q西 デイサイト質凝灰岩 659 50140 SP5 28‐ 1

石核 P デイサイト質凝灰岩 1119 763 596 49090 No24 l∈ ] 289

剥 片 P 買 岩 1017 162 30‐ 1

剥片 P 第2号焼土遺構 頁岩 受熱 163 30ワ

62 剥 片 P 頁 岩 459 2091 166

剥片 P 買岩 471 164 303

剥 片 P 頁岩 452 破 損 171、 2 30望、5

剥 片 P 買 岩 破損 171、 3 30望、6

剥片 P 第2号焼土遺構 頁岩 725 受熱 17‐ 1、 4 30望、7

石鉄 R W 破損

石鏃 R W 破損

石鏃 R E 039 破 損

不定形石器 R W B X68 ピット400 埋± 1 碧玉 159

磨石 Q西 11-12 デイサイト 654 33470

凹石 P デイサイト 622 46280

凹石 Q西 デイサイト 884 36730 破損

凹石 Q デイサイト 850 458 44690 破損

凹石 Q西 安山岩 704 406 29430 破損

凹石 Q西 安山岩 1204 728 400 53110

凹石 Q西 デイサイト 829 399 46820

凹石 P デイサイト 939 496 51560

凹石 Q西―X O Y2b 安山岩 595 645 19350 破損

凹石 Q西 凝灰岩 283 21800

凹石 P デイサイト 825 38760

凹石 436 60900

凹石 Q 安山岩 755 703 390 30360 破損

剥 片 P 疑灰岩 406 276 84 &79

剥片 P ガラス質デイサイト 1357

86 剥片 P 買岩 444 460 222 5062

剥 片 P 珪化疑灰岩 79

剥片 P 鉄石英 1983

剥片 P 珪質凝灰岩

剥片 P 鉄石英 489 1573

剥片 P 第1号焼土遺構 435 104 1520 受熱

剥 片 P 審玉 432 62 786
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第 1図版 山王囲遺跡発掘区配置図
Loca■on of excavated grids in the Sanno― gakoi site
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等高線は1962年明治大学考古学研究室作成の測量図による
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第 5図版 山王囲遺跡出土土器実測図
」OmOn and Yayoi pottery fronl the Sanno― gakoi site
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第6図版 山王囲遺跡出土土器実測図
」OmOn and Yayoi pottery frona the Sanno― gakoi site
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JOmOn and Yayoi pottery from tte Sanno‐ gakoi site
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l・ 2Q西区24層第 8図版 山王囲遺跡出土土器実測図
」OmOn and Yayoi potteryとom the Sanno― gakoi site



第9図版 山王囲遺跡出土土器・土製品実測図
Jomon and Yayol pottery,clay ngurine and baked

frona the Sanno― gakoi site

lQ西区24層  2Q北 区 9層  3R区蓋形土製品
4土偶

clay obiect
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第 11図版 山王囲遺跡出土石器

Stone implements froni the Sanno― gakoi site
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第 12図版 山王囲遺跡出土石器
Stone implements froHl the Sanno― gakoi site
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第 14図版 山王囲遺跡出土石器
Stone implements froni the Sanno― gakoi site
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山王囲遺跡出土石核

Cores fronl the Sanno―gakoi site
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第 16図版 山王囲遺跡出土石核・剥片
Cores and aakes froni the Sanno― gakoi site
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Rettttedユ akes froni the Sanno― gakoi site
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鶉 上班千

P区 第 3廿山じ石遣柑および第 15を 上器オL設上Illi(南から)

P IX第 3号配石遺構・第 15号 ^土器埋設土娯およびP区第 1写 焼上造構
Stony feature3 and Pit15 with buried pottery and Burned soll feature l

筆独
―
|‐

2 P区 第 1を 焼 卜遣構 (前から)

PL. 1



1 1965年時調査区 (西区)司ヒ壁

2 1965年時調査区 (東区)】ヒ壁

PL.2 1965年 時調査区北壁
View of excavated trench in 1965



l Q東区全景

2 Q東区第 1号近世墓

PL.3 Q東 区全景および第 1号近世墓

View of excavated trench and Grave l in Edo era



l R区蓋形土製品

2 R区ピット402

PL.4 R区 蓋形土製品出土状況およびピット402
Clay obiect and Pit402
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山王囲遺跡 出土土器

」omon and Yayoi pottery frona the Sanno― gakoi site

(271)

lP区 第 4号配石遺構  2・ 3第 5号配石遺構
4第 ■号土器埋設土崚 5第 12号土器埋設土壊
6第 13号土器埋設土娠
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山王囲遺跡出土土器

froln the Sanno― gakoi siteJOmOn and Yayoi pottery

(279)

lP区第15=土器埋設土崚 2・ 3・ 7P区 10層
4・ 8Q西区第 1号竪穴状遺構  5P区 11層
6Q西区第14号土器埋設土媛



3

PL. 7

(281)    4

山王囲遺跡出土土器

Yayoi pottery froni the Sanno_gakoi site
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PL. 8

(289)

山王囲遺跡出土土器

Jomon and Yayoi pottery fronュ the Sanno― gakoi site

(291)

lQ西 区12層  2～ 422層
5 25'詈
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PL. 9

(293)

山王囲遺跡出土土器

」OmOn and Yayoi pottery frona the SannO_gakoi site

(294)

lQ西 区15層  2 324層



2

PL. 10

(296)

1・ 2Q西 区24層
山王囲遺跡出土土器

Yayoi pottery from the Sanno― gakoi site



3

PL. 11

(298)

1'2Q西 区24層  3Q北 区 9層
山王囲遺跡出土土器

」omon and Yayoi pottery from the Sanno_gakoi site



l P区 出土土器

2 P区出土土器

PL.12 山王囲遺跡出土土器
」OmOn and Yayoi pottery frona the Sanno― gakoi site

P区第15号土器埋設土壊 2・ 4・ 5第 3号配石遺構
第4号配石遺構 6第 5号配石遺構

・ 2'7P区 第15号土器埋設土坂 3P区 4層
・ 6・ 9。 139層  5 8層   8・ 10～ 128a層



P区出土土器

2 P区出土土器

PL.13 山王囲遺跡出土土器
Yayoi pottery froni the Sanno_gakoi site

1・ 2P区 10層

|

1～ 3P区 10層



13                          (53)

1～ 8・ 10～ 12P区 10層  9・ 1311

(37)

P区 10層

14         (28)

P区出上土器

2 P区出土土器

PL.14 山王囲遺跡出土土器
JOmOn and Yayoi pottery froni the SannO― gakoi site



1～ 7P区 11層

9                               (68)         1。
          (63)

2 Q西 区出土土器                           1～ 7・ 9・ 10Q西区第1号竪穴状遺構 8Q西 区10層

PL.15 山王囲遺跡出土土器
JomOn and Yayoi pottery froni the Sanno‐ gakoi site

‐‐――」



1～ 5Q西区且層l Q西 区出土土器

2 Q西区出土土器

PL.16 山王囲遺跡出土土器
JomOn and Yayoi pottery frona the SannO― gakoi site

lQ西区■～12層  2・ 3・ 5'6
411～ 13層   7～ 1112層

ll層



l Q西区出土土器

2 Q西区出土土器

PL.17 山王囲遺跡出土土器
」omon and Yayoi pottery frona the Sanno― gakoi site

1～ 8・ 10Q西区13層  91965年調査資料



l Q西 区出土土器

2 Q西区出土土器

PL.18 山王囲遺跡出土土器
Jomon and Yayoi pottery frona the Sanno― gakoi site

8

1'2Q西 区13層
71965年調査資料

(113)

1～ 8Q西 区13層

(127)

(116)

914層  10・ 1113層

3 15万量 4 14垢旨  5 ・ 6 ・ 8 16バき
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2 Q西区出土土器

PL.19 山王囲遺跡出土土器
Yayoi pottery frona the Sanno―gakoi site

(140)

1・ 4・ 5Q

10                       (136)

コ耳彦こ20月雪  2 ・ 3 ・ 6～ 8 ・ 10 16月雪 917層



1

l Q西 区出土土器

5             (150)

2 Q西 区出土土器

PL.20 山王囲遺跡出土土器
」omon and Yayoi pottery frona the Sanno― gakoi site

(142)

lQ西 区16層

R

(14 9)

1・ 2・ 7Q西区20層  3～ 622層



l Q西区出土土器

2 Q西区出上土器

PL.21 山王囲遺跡出土土器
」omon and Yayoi pottery frona the Sanno― gakoi site

(147)

1～ 7Q西 区22層

1～ 5・ 7～ 9Q酉区22層  624層



7             (172)

・ 3・ 6Q西区24層  2・ 4・
Q東区第10号土器埋設土族

7 25'雷l Q西、Q東区出土土器

(177)

2 Q東、Q北、R区出土土器

PL.22 山王囲遺跡出土土器
JOmOn and Yayoi pottery froni the Sanno― gakoi site

(176)   9                 (182)

・ 2Q東区第10号土器埋設土羨 3・ 7R区 ピット396
・ 5・ 9ピ ツト397 6Q北区包含層 8Q北 区 9層



R区出土土器

14    (211)

R区出土土器

PL.23 山王囲遺跡出土土器
」OmOn and Yayoi pottery frona the Sanno― gakoi site

(190)

(191)

1～ 4 R優こピット402 5 ピット399
6ピ ット405 7ビ ット406 8～ 131b層

(208)       18                (207)

1～ 5'7～ 12R区 lb層  6・ 13～ 182層上面



(215)

15        (224) (219)

1～ 3・ 5R区 2層

(218)

4・ 6～ 172b層

2        (239)       3         (245)

(243)                        9       (244)

24 山王囲遺跡出土土器
」OmOn and Yayoi pottery froni the Sanno― gakoi site

(233)

PL

1～ 15R区 2b層



(247)

10             (259)

20              (252)

1～ 20R区 2b層

lR区 2b層 出土上側
2R区 2b層 出土蓋形土製品

に 移 緯
3                   (261)            Z

(260)鐵

R区出土土製品

PL.25 山王囲遺跡出土土器、土製品
」OmOn and Yayoi pottery and clay obiects frOna the SannO― gakoi site



1～ 17石鏃 18～ 24石錐 25石匙
26石製小玉  27石庖丁
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山王囲遺跡出土石器、石製品

Stone implements froni the SannO‐ gakoi site

PLⅢ  26



(55)

山王囲遺跡出土石器

Stone implements froni the SannO_gakoi site

1楔形石器  2～ 6不 定形石器
7～ 10磨製石斧 11石核

PL. 27
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Stone implements frol■ ■the Sanno_gakoi site

PL. 28

1～ 7石核 8～ 11円盤状石器



(39)

PL.29 山王囲遺跡出土石器
Stone implements froni the Sanno‐ gakoi site

ユ～4凹石 5磨石 6・ 7凹石
8石皿 9凹石 10磨石



(64・ 65・ 66)

山王囲遺跡出土石器

Stone implements froni the Sanno― gakoi site

1～ 3剖片 4剖片No 64～ 66接合状態
5～ 7接合剖片
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PL. 30
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